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令和 年度入学者選抜

国分寺高校入学に関する

Ｑ Ａ
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育てたい生徒像、教育活動の特色

・国分寺高校の育てたい生徒像はどのようなものですか。

本校の育てたい生徒像は次の通りです。

１．グローバル社会に対応できる知性やコミュニケーション能力を持ち、たくましく生きる生徒

２．学びの目的意識や探求心を持ち、自己の目標達成に向けて自主的・自律的に努力する生徒

３．集中して学習する習慣を身につけるとともに、木もれ陽祭、部活動、ボランティア活動等の校内

外の活動にも積極的に取り組む生徒

４．課題の発見から解決に至る主体的な学びの深化を通し、真の個性・独創性の発見につながる質の

高い学力を育む生徒

・国分寺高校の教育活動の特色はどのようなものですか。

進学重視型単位制高校として、グローバル社会で活躍できる資質と研究水準の高い大学等で学ぶに

足る学力の育成をしながら、高い水準での文武両道に努めています。その取り組み課程で、学力だけで

なく、学力を支える力（自己効力感、メタ認知能力、自己統制力等）を高める生徒たちも多く、大学進

学実績も、部活動実績も、毎年、高い成果を上げています。

教育活動の特色は次の通りです。

１．生徒一人一人の進路に応じた学習指導を行っています。

２．【少人数・習熟度別授業】を国数英の３教科中心に展開し、少人数でのきめ細やかな学習指導を行

います。

３．【土曜日授業】をおよそ月に２回の頻度で行い、授業時間を確保して生徒の学力の向上を目指しま

す。

４．【補習・講習】を長期休業期間中や早朝、放課後に行い、学習面をさらに充実させています。

５．【国際交流事業】を推進し、毎年１５名ほどの生徒がオーストラリアの高校と相互訪問して、語学

研修及び親善交流を深めています。

単位制

・進学重視型単位制高校とはどのような学校ですか。

生徒の進学希望を実現させるための工夫をしています。生徒は３年間の中で進学に必要な科目を履修

して授業を受け、決められた単位数を修得して卒業します。単位制高校ですが、本校では学年･ホームル

ーム制を維持することによって、学年制高校のように学級担任によるきめ細かな指導が行われています。

・ホームルーム（クラス単位）のまとまりや活動はどうなっていますか。

単位制高校ですが、ホームルーム単位の活動を行い、学級担任が責任をもってクラスを指導します。

学年制高校と同じようにクラス単位で、ホームルーム活動、進路学習、学校行事などを行います。
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施 設

・どのような施設がありますか。

エアコンつきの講義室（５室）、ゼミ室（３室）、自習室などがあります。設備の整った多目的視聴

覚室や１クラスの人数に対応したパソコン室やＣＡＬＬ教室があります。ホームルーム教室にはすべて

エアコンがついています。校舎内のトイレは雨水を利用したエコな水洗トイレです。また、今年の６月

に体育館にも冷房設備が設置されました。

学校週５日制への対応

・学校週５日制に対してどのような対応をしていますか。

学校週５日制完全実施に伴い、本校では大学進学希望者が多いので、生徒の学力維持が大きな課題と

なりました。そのため、月に２回程度土曜日に４時間の授業を実施しています。また、自学自習の習慣

を確立させるために、平日は午前７時３０分から午後６時まで自習室を開放しています。

学 習

・教科の教育課程はどうなっていますか。

本校は国公立大学入試の５教科７科目の大学入学共通テストに対応するために、１・２年次において

は共通履修科目を中心に設定して基礎的・基本的学力の充実を目指し、３年次では、進路希望により履

修科目を設定しています。

・高校での学習内容について入学前に知ることができますか。

生徒の学習プラン用に作成した各教科の講座内容の一部を「年間授業計画」としてまとめて公表して

います。

・少人数授業や習熟度別授業について教えてください。

１講座２０～３０人規模の少人数授業や習熟度別授業を実施し、きめ細かな指導が行われています。

これらの授業は、２学級（８０名）を３クラスに分けて行われています。現行の教育課程においては、

実施科目は１年次で国語総合（古典分野）、数学Ⅰ、英語表現Ⅰ、２年次は古典Ｂ、数学Ⅱ、英語表現

Ⅱ、３年次が英語表現Ⅱです。

・補習や補講はやっているのですか。

主に夏季や冬季などの長期休業期間中に行っています。年間で合計１００以上の講座が開講されます。

基本的には１週間（５日間）を単位として、基礎から発展まで幅広く講座が開かれます。生徒は何講座

でも受講することができます。
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学校生活

・一日の時程を教えてください。

本校の時程は次の通りです。

《月・火・木・金・土》

８：３０～ ８：４０

８：４０～１２：３５ １時間目～４時間目（５０分授業）

１２：３５～１３：２０ 昼休み

１３：２０～１５：１０ ５時間目～６時間目（５０分授業）

１５：１０～１５：３０ 清掃

１５：３０～１７：３０ 部活動

１７：３０ 活動終了

１８：００ 完全下校

昼休みを除いた１～６時間目の間に１０分休憩があります。ただし、２・３時間目の間は１５分休憩

です。土曜日は４時間授業です。

《水曜日》

８：３０～１２：２０ １時間目～４時間目（５０分授業）

１２：２０～１３：００ 昼休み

１３：００～１５：５０ ５時間目～７時間目（５０分授業）

１５：５０～１６：１０ 清掃

１６：１０～１７：３０ 部活動

１７：３０ 活動終了

１８：００ 完全下校

・部活動にはどのような特色がありますか。

本校には運動系、文化系の部・同好会が３７あり、生徒の加入率は１００％を超え、大変活発に活動

しています。また、活動を支える顧問、外部コーチ、ＯＢも熱心に指導しており、休日、長期休業日に

も、練習、遠征、合宿と充実した活動を展開しています。

運動部の中には、私立の強豪校とも肩を並べ、都立のトップクラスにある部も少なくありません。近

年ではソフトボール部、水泳部、陸上競技部が関東大会レベルに出場しました。

令和２年度はソフトボール部が東京都新人大会でベスト１６、東京都公立新人大会で３位に入り関東

公立大会の出場権を獲得、部員数が１００名を超える男子サッカー部は全国高校サッカー選手権大会東

京都予選でベスト１６になりました。陸上競技部では女子やり投げで関東新人大会に出場、女子バスケ

ットボール部は東京都新人大会でベスト３２に進出（以降の大会は中止）、女子サッカー部は令和３年

度のインターハイ予選においてベスト４に進出する活躍を見せました。

文化部では吹奏楽部が部員も多く、コンクールでも金賞、銀賞を獲得しています。また、美術部、書

道部、生物部も展覧会、発表会で受賞を続けています。

放課後の活動は約２時間ですが、定期考査１週間前と定期考査中の活動は原則的に禁止です。
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・木もれ陽祭について教えてください。

木もれ陽祭は、合唱祭・文化祭・中夜祭・体育祭の４祭によって構成されています。この行事は他校

にはないスケールの大きさと生徒の活気と情熱が見られます。

実施は９月の早い時期で、１週間ほどの期間に連続して行います。体育祭は１年生から３年生までを

クラス毎に縦割りにし、色分けした８団で競技や応援を競います。

木もれ陽祭は本校のメインイベントとして全員が協力して取り組みますので、先輩や後輩、クラスの

友達との絆が深まります。

・修学旅行はどのように行われていますか。

２学年の終わりの３月に行われることが多く、令和３年度は南九州（鹿児島県他）・４年度は沖縄が

予定されています。

・生活指導はどのように行われていますか。

学校生活を送る上での基本的な約束ごととしてＴＰＯをわきまえたマナーやエチケットを大切にして

います。木もれ陽祭の運営など、本校が開校当初に教員と生徒との間で決めたことを今でも引き継いで

いるとともに新たなルールも築いています。人に迷惑をかけないことや相手を思いやる言動など、当た

り前のことがしっかりできることを前提に生徒の自主性を尊重し、教員は生徒に対して助言者の立場に

立つというのが生活指導面での基本的な考え方です。このような伝統と校風のもとで、本校の生徒は落

ち着いた学校生活を送っています。

・制服について教えてください。

本校には制服があります。入学式や卒業式などの学校行事では、基本的なマナーを身に付けるととも

に気持ちを切り替えるために指定のネクタイを着用することになっています。また、白色（無地でうす

い色も可）のシャツの着用が本校の制服のルールです。夏服を着用する期間には白地のポロシャツを着

用することもできます。女子はスラックも選べます。

・電車を使って通学した場合のおよその通学時間を教えてください。

国分寺高校の最寄り駅（国立… 中央線、恋ヶ窪・鷹の台…西武線）までのおよその所要時間は次の

通りです。（乗り換え時間を含んでいません。乗り換えが必要な経路では、１０～２０分を加算してく

ださい）

●八王子から〈１５分〉●青梅から〈３３分〉●秋川から〈３０分〉

●三鷹から〈１５分〉●多摩センターから〈２５分〉●大泉学園から〈２５分〉

なお、最寄り駅から国分寺高校までは徒歩２０～２５分、自転車１０分、バス１０分程度です。
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・自転車通学はできますか。

学校に「登録」することによって、自転車通学をすることができます。電車で通学している生徒も

の国立・西国分寺、西武線の鷹の台・恋ヶ窪などの駅で下車後、近くの有料公共駐輪場（令和４年度、

国立駅前駐輪場の料金は１ヶ月１０００円～２０００円）を利用し、そこから自分の自転車で来る生徒

も多く、全生徒の９０％以上です。

・外国への留学生はいますか。

年によっては、本校からの留学を希望する生徒もいます。１年間の留学で、アメリカ、オーストラリ

アなどが主な留学先です。

・国分寺高校のホームページの内容について教えてください。

ホームページには〈学校説明会・授業公開〉〈木もれ陽祭〉〈部・同好会の紹介〉〈入試状況〉〈修

学旅行〉〈国際交流〉〈教育課程〉〈学校行事予定〉〈年間授業計画〉〈卒業生の進路〉などの情報が

数多く掲載されています。

国際交流

・国分寺高校の国際交流について教えてください。

オーストラリア（シドニー近郊）の姉妹校と交流事業を行っています。春に約１０日間本校の生徒約

１５名程度がオーストラリアに行き、現地で授業を受け、現地の生徒宅にホームステイします。また、

別の時期に相手校生徒が来校し、オーストラリアに行った本校生徒宅にホームステイします。オースト

ラリアを訪問する際には本校の教員が引率します。

進 路

・現役生の大学進学率を教えてください。

令和２年度の卒業生の現役進学率は８１％でした。コロナウィルス感染症予防対策での休校措置、不

安要素の多い一年でしたが、合格を目指して粘り強く努力した生徒が多く、国公立大学に２年連続で１

０７名が合格するなど進学実績も良好でした。志望大学を下げずに努力を続け、厳選した大学に出願す

る生徒が多くみられます。

・大学への指定校推薦について教えてください。

「指定校推薦」とは、入試実績などをもとにして、各大学が学部・学科を指定して本校に推薦を依頼

するものです。令和３年度は、東京都立大、早稲田、慶應等を含めた約８０大学からの依頼がありまし

た。校内でこの推薦を希望するためには、学業成績が優秀であることはもちろん、学校生活全般におい

て模範的である必要があります。また、志望する学部学科が第一志望の学部学科であることが最優先さ

れます。
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入学者選抜

・推薦に基づく選抜、学力検査に基づく選抜における国分寺高校が求める『本校の期待する生徒の姿』に

ついて教えてください。

『本校の期待する生徒の姿』は次の通りです。（令和３年度募集要項より）本校は「進学重視型単位制

高校」並びに「進学指導特別推進校」として、必要な科目設置、習熟度別・少人数指導、大学との連携

等により、自己の進路目標達成に向けて積極的に努力する生徒を強く支援していきます。このような本

校の特色を理解し、以下の各項目に該当する生徒を求めます。

１．国語、数学、英語、社会、理科の成績が優秀であり、更に深く学ぼうとする意欲がある生徒

２．大学等への進学希望について強い意志を持ち、高い志望を掲げ努力することができる生徒

３．部活動、生徒会活動、学校行事や学外活動に積極的に参加し、優れた実績・能力を示した生徒

・英検準２級を取得していますが、推薦に基づく選抜を受検する場合に提出する自己 カードの記入はど

うしたらよいのですか。

「２ 中学校生活の中で得たことについて」欄（４年度入学者選抜自己 カードより）に書いてくだ

さい。次の例の通り、自分が得たことについて記述した後に、「資格・実績等」という項目立てをして

資格や大会実績などを正確に記入してください。主催団体もカッコ書きで併記してください。大会名も

略さず、正式名称を書いてください。

〈記入例〉

「２ 中学校生活の中で得たこと」

・自校作成問題による学力検査のねらいは何ですか。

これまでの共通問題を使用した学力検査では、本校の受検者の学力を細かく把握することは困難でし

た。自校作成問題による学力検査により、受検者の学力がより正確に分かり、入学後の学習指導にも役

立ちます。また、学力検査は単に受検生の選抜だけが目的ではなく、本校を目指す中学生に身に付けて

もらいたい学力を受検生に示すものと考えています。

・自校作成問題ではどのような問題が出題されるのですか。

自校作成問題は国語・数学・英語の３教科で実施し、どの教科も中学校学習指導要領に基づいて作成

します。教科書の範囲内の問題ですが、共通問題に比べて、応用力や長文の読解力を必要とする問題も

あります。

資格・実績等

１．実用英語技能検定準２級（日本英語検定協会）

２．男子バレーボール関東大会東京都予選優勝・関東大会出場（中体連）
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・合格者の男女の内訳と地域的傾向を教えて下さい。

これまで、推薦に基づく選抜では女子の合格者数が男子よりも多くなることが多いですが、学力検査

に基づく選抜を含めた合格者数では、男女がほぼ同数となってきました。また、学区制の撤廃によって

受検生の広域化の傾向は見られますが、多摩地区からの応募者が圧倒的に多いというのが従来の傾向で

す。

・過去３年間の入学者選抜結果について教えてください。

推薦に基づく選抜結果は以下の通りです。

○平成３１年度

募集人員 ６４名（男女枠なし）

受検人員 ２１３名（男子 ７８名・女子１３５名） 《受検倍率３．３３》

合格人員 ６４名（男子 １５名・女子 ４９名）

○令和２年度

募集人員 ６４名（男女枠なし）

受検人員 １９９名（男子 ８１名・女子１１８名） 《受検倍率３．１１》

合格人員 ６４名（男子 １５名・女子 ４９名）

○令和３年度

募集人員 ６４名（男女枠なし）

受検人員 ２２８名（男子 ９３名・女子１３５名） 《受検倍率３．５６》

合格人員 ６４名（男子 ２２名・女子 ４２名）

学力検査に基づく選抜結果は次の通りです。

○平成３１年度

募集人員 ２５２名（男女枠なし）

受検人員 ４２４名（男子２１９名・女子２０５名） 《受検倍率１．６８》

合格人員 ２５７名（男子１３１名・女子１２６名）

○令和２年度

募集人員 ２５２名（男女枠なし）

受検人員 ３７５名（男子２０１名・女子１７４名） 《受検倍率１．４９》

合格人員 ２５７名（男子１４１名・女子１１６名）
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○令和３年度

募集人員 ２５２名（男女枠なし）

受検人員 ４１９名（男子２０６名・女子２１３名） 《受検倍率１．６６》

合格人員 ２５７名（男子１３０名・女子１２７名）

・令和４年度の入学者選抜について教えて下さい。

推薦に基づく選抜：募集人員６４名（令和３年度実績）。男女枠はありません。

令和３年度は、集団討論を行いませんでした。

調査書 小論文 個人面接 を点数化した総合成績により 合否を決定します。

（３年度 調査書４００点、小論文２７０点、個人面接１３０点）

学力検査に基づく選抜：募集人員２５２名（令和３年度実績）。男女枠はありません。

学力検査 調査書 を点数化した総合成績により合否を決定します。

学力検査と調査書の比率は７：３です。

学力検査では、国数英の３教科は『自校作成問題』で実施します。

理社については東京都の共通問題です。

・過去３年間の自校作成問題の平均点を教えて下さい。

自校作成問題の受検者全員の平均点は以下の通りです。

○平成３１年度

国語 ６９．２点 数学 ５４．１点 英語 ５１．０点

○令和２年度

国語 ６５．１点 数学 ５１．２点 英語 ４６．８点

○令和３年度

国語 ６１．０点 数学 ５７．６点 英語 ５３．９点
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１
 

 
 
 
次
の
文
章
を
読
ん
で
，
下
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

 
  

人
間
に
と
っ
て
は
「
生
き
る
こ
と
」
と
「
考
え
る
こ
と
」
を
離
す
こ
と
は
事
実
上
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
，「
よ

く
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
よ
く
考
え
る
こ
と
」，
「
よ
く
考
え
る
こ
と
」
は
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
で
，
こ

の
二
つ
は
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
そ
う
思
う
の
で
す
。

 
現
在
，
日
本
で
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
考
え
る
こ
と
，
生
き
る
こ
と
，
両
方
と
も
ひ
じ
ょ
う
に
困
っ
た
状
態
，

マ
ヒ
状
態
に
陥お
ち
い

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
，
私
に
は
し
ま
す
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
い
え

ま
す
け
れ
ど
も
，
私
の
考
え
で
は
，
こ
と
ば
と
い
う
も
の
が
考
え
る
こ
と
と
生
き
る
こ
と
と
を
結
び
つ
け
る
こ

と
を
や
め
て
，
す
な
わ
ち
正
し
い
表
現
能
力
を
失
っ
て
，
も
う
何
か
を
表
現
す
る
の
は
問
題
で
は
な
く
，
こ
と

ば
自
体
が
一
つ
の
糸
の
き
れ
た
た
こ
の
よ
う
に
な
り
，
一
人
歩
き
を
始
め
て
，
そ
の
こ
と
ば
の
や
り
と
り
だ
け

で
も
っ
て
す
べ
て
の
人
が
問
題
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
，
ほ
ん
と
う
の
現
実
と
こ
と
ば
と
が
，
か
み
あ

っ
て
い
な
い
。
生
き
て
い
な
い
，
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
で
い
て
し
か
も
，
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
，
考
え

て
い
る
か
の
よ
う
な
状
態
が
出
て
く
る
。
こ
の
状
態
は
，
お
そ
ら
く
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
，

い
ま
い
ち
ば
ん
大
き
な
日
本
の
欠
陥

け
っ
か
ん

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
森
有
正
 
「
生
き
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と
」
 
に
よ
る
）

 

  問
題
 
こ
と
ば
自
体
が
一
つ
の
糸
の
き
れ
た
た
こ
の
よ
う
に
な
り
，
一
人
歩
き
を
始
め
て
，
そ
の
こ
と
ば
の
や
り
と

り
だ
け
で
も
っ
て
す
べ
て
の
人
が
問
題
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
。
 
と
あ
る
が
，
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
ま
た
，
そ
れ
を
改
善
す
る
に
は
，
何
を
す
べ
き
で
あ
る
か
，
２
０
０
字
程
度
で
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ

な
さ
い
。
 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

令
和
３
年
度

 
東
京
都
立
国
分
寺
高
等
学
校

 

推
薦
に
基
づ
く
選
抜

 

小
論
文

 
                          

  

    

注
 
意

 
 

１
 
問
題
は
１
と
２
で
，
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

 

 ２
 
検
査
時
間
は
５
０
分
で
，
終
わ
り
は
午
後
０
時
４
０
分
で
す
。

 
 ３
 
声
を
出
し
て
読
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

 
 ４
 
答
え
は
全
て
解
答
用
紙
に
横
書
き
で
明
確
に
記
入
し
，
解
答
用
紙
だ
け
を
提
出
し
な
さ
い
。

 
 ５
 
答
え
を
直
す
と
き
は
，
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
，
新
し
い
答
え
を
書
き
な
さ
い
。

 
 ６
 
書
き
出
し
や
改
行
の
際
に
は
１
マ
ス
空
け
な
さ
い
。

 
 ７
 
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
っ
て
「

 」
 、

 。
な
ど
の
ほ
か
，
書
き
出
し
や
改
行
の
際
に

 
空
け
た
マ
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
１
字
と
数
え
な
さ
い
。

 
 

８
 
下
書
き
や
メ
モ
は
こ
の
問
題
用
紙
の
余
白
を
利
用
し
，
解
答
用
紙
の
余
白
に
は
何
も
記

 
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

 
 

９
 
検
査
中
に
印
刷
不
鮮
明
，
解
答
用
紙
の
汚
れ
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
，
手
を
挙
げ
て
監

 
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

 
な
お
，
問
題
の
内
容
に
関
す
る
質
問
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

 
 

 
１
０
 
数
字
，
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
場
合
は
，
１
マ
ス
に
２
字
ま
で
と
し
ま
す
。

 
  
１
１
 
受
検
番
号
を
解
答
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
欄ら
ん

に
記
入
し
な
さ
い
。
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１
 

 
 
 
次
の
文
章
を
読
ん
で
，
下
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

 
  

人
間
に
と
っ
て
は
「
生
き
る
こ
と
」
と
「
考
え
る
こ
と
」
を
離
す
こ
と
は
事
実
上
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
，「
よ

く
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
よ
く
考
え
る
こ
と
」，
「
よ
く
考
え
る
こ
と
」
は
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
で
，
こ

の
二
つ
は
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
そ
う
思
う
の
で
す
。

 
現
在
，
日
本
で
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
考
え
る
こ
と
，
生
き
る
こ
と
，
両
方
と
も
ひ
じ
ょ
う
に
困
っ
た
状
態
，

マ
ヒ
状
態
に
陥お
ち
い

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
，
私
に
は
し
ま
す
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
い
え

ま
す
け
れ
ど
も
，
私
の
考
え
で
は
，
こ
と
ば
と
い
う
も
の
が
考
え
る
こ
と
と
生
き
る
こ
と
と
を
結
び
つ
け
る
こ

と
を
や
め
て
，
す
な
わ
ち
正
し
い
表
現
能
力
を
失
っ
て
，
も
う
何
か
を
表
現
す
る
の
は
問
題
で
は
な
く
，
こ
と

ば
自
体
が
一
つ
の
糸
の
き
れ
た
た
こ
の
よ
う
に
な
り
，
一
人
歩
き
を
始
め
て
，
そ
の
こ
と
ば
の
や
り
と
り
だ
け

で
も
っ
て
す
べ
て
の
人
が
問
題
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
，
ほ
ん
と
う
の
現
実
と
こ
と
ば
と
が
，
か
み
あ

っ
て
い
な
い
。
生
き
て
い
な
い
，
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
で
い
て
し
か
も
，
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
，
考
え

て
い
る
か
の
よ
う
な
状
態
が
出
て
く
る
。
こ
の
状
態
は
，
お
そ
ら
く
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
，

い
ま
い
ち
ば
ん
大
き
な
日
本
の
欠
陥

け
っ
か
ん

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
森
有
正
 
「
生
き
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と
」
 
に
よ
る
）

 

  問
題
 
こ
と
ば
自
体
が
一
つ
の
糸
の
き
れ
た
た
こ
の
よ
う
に
な
り
，
一
人
歩
き
を
始
め
て
，
そ
の
こ
と
ば
の
や
り
と

り
だ
け
で
も
っ
て
す
べ
て
の
人
が
問
題
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
。
 
と
あ
る
が
，
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
ま
た
，
そ
れ
を
改
善
す
る
に
は
，
何
を
す
べ
き
で
あ
る
か
，
２
０
０
字
程
度
で
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ

な
さ
い
。
 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

 

 
   

 
       3 

資
料
３
 
世
界
の
穀
物
の
生
産
量
，
単
収
，
収
穫
面
積
 

資
料
４
 
世
界
全
体
の
食
肉
需
要
の
見
通
し
 

令
和
３
年
度

 
東
京
都
立
国
分
寺
高
等
学
校

 

推
薦
に
基
づ
く
選
抜

 

小
論
文

 
                          

  

    

注
 
意

 
 

１
 
問
題
は
１
と
２
で
，
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

 

 ２
 
検
査
時
間
は
５
０
分
で
，
終
わ
り
は
午
後
０
時
４
０
分
で
す
。

 
 ３
 
声
を
出
し
て
読
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

 
 ４
 
答
え
は
全
て
解
答
用
紙
に
横
書
き
で
明
確
に
記
入
し
，
解
答
用
紙
だ
け
を
提
出
し
な
さ
い
。

 
 ５
 
答
え
を
直
す
と
き
は
，
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
，
新
し
い
答
え
を
書
き
な
さ
い
。

 
 ６
 
書
き
出
し
や
改
行
の
際
に
は
１
マ
ス
空
け
な
さ
い
。

 
 ７
 
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
っ
て
「

 」
 、

 。
な
ど
の
ほ
か
，
書
き
出
し
や
改
行
の
際
に

 
空
け
た
マ
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
１
字
と
数
え
な
さ
い
。

 
 

８
 
下
書
き
や
メ
モ
は
こ
の
問
題
用
紙
の
余
白
を
利
用
し
，
解
答
用
紙
の
余
白
に
は
何
も
記

 
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

 
 

９
 
検
査
中
に
印
刷
不
鮮
明
，
解
答
用
紙
の
汚
れ
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
，
手
を
挙
げ
て
監

 
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

 
な
お
，
問
題
の
内
容
に
関
す
る
質
問
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

 
 

 
１
０
 
数
字
，
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
場
合
は
，
１
マ
ス
に
２
字
ま
で
と
し
ま
す
。

 
  
１
１
 
受
検
番
号
を
解
答
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
欄ら
ん

に
記
入
し
な
さ
い
。

 

２
 

 
 
資
料
１
は
，
世
界
全
体
の
穀
物
の
生
産
量
や
消
費
量
の
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
料
２
は
，
世
界
人
口
の
見

通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
料
３
は
，
世
界
の
穀
物
の
生
産
量
と
単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
（
単
収
）
及
び
＊
収
穫

し
ゅ
う
か
く

面
積
の
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
料
４
は
，
世
界
全
体
の
＊
食
肉
需
要

じ
ゅ
よ
う

の
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
料
４

に
あ
る
よ
う
な
食
肉
と
な
る
家
畜

か
ち
く

を
育
て
る
た
め
に
は
，
穀
物
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
，
牛
肉
を
１
㎏
生

産
す
る
に
は
１
１
㎏
，
豚
肉

ぶ
た
に
く

は
７
㎏
，
家
き
ん
肉
（
と
り
肉
）
は
４
㎏
の
穀
物
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

 
 こ
の
よ
う
な
人
口
の
変
動
や
食
生
活
の
変
化
は
，
将
来
の
食
料
供
給
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
る
か
。
４
つ
の
資
料
を
参
考
に
，
１
８
０
字
程
度
で
述
べ
な
さ
い
。

 
な
お
，
解
答
に
は
，
次
の

  
 
 

 に
あ
る
す
べ
て
の
用
語
を
必
ず
使
用
し
，
そ
の
用
語
に
は
下
線
を
引
い
て

お
く
こ
と
。

 生
産
量
，
消
費
量
，
世
界
人
口
の
見
通
し
，
単
収
，
収
穫
面
積
，
食
肉
需
要
の
見
通
し

 
 〔
注
〕
 
収
穫
面
積
 
穀
物
の
取
り
入
れ
が
で
き
た
土
地
の
面
積
。

 
 
 
 
 
 
食
肉
需
要
 
消
費
者
が
求
め
て
い
る
食
肉
の
量
。

 
 

  

 

   
年

 
１
９
９
０
年

 
２
０
０
０
年

 
２
０
１
０
年

 
２
０
２
０
年

 
２
０
３
０
年

 
人
口

 
５
３
．
３
億
人

 
６
１
．
４
億
人

 
６
９
．
６
億
人

 
７
７
．
９
億
人

 
８
５
．
５
億
人

 
資
料
：
国
連
「

W
or

ld
 P

op
ul

at
io

n 
Pr

os
pe

ct
s T

he
 2

01
9 

Re
vi

sio
n」
よ
り

 
  2 

資
料
１
 
世
界
全
体
の
穀
物
の
生
産
量
，
消
費
量
 

資
料
２
 
世
界
人
口
の
見
通
し
 

－ 10 －



2
横

書
き

で
記

入

1
8
0

得
  

  
  

  
  

 点

c
計

b計
b①

b②
b③a③

a②
a①

３
－

寺

※
志

願
者

は
記

入
し

な
い

c
①

a計

2
計

※
志

願
者

は
記

入
し

な
い

受
検

番
号

ｃ
②

c
③

d

令
和

３
年

度
　

東
京

都
立

国
分

寺
高

等
学

校
　

推
薦

に
基

づ
く
選

抜

1
横

書
き

で
記

入

2
0
0

c
①

db計a計

１
計

c
計

ｃ
②

b②a②
a③ b③ c
③

a① b①

 小
論

文
解

答
用

紙

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

  
志

願
者

は
記

入
し

な
い
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3 寺 国 語

（
3

寺
）

国 語
注
　 　 　
意

1
　

 問 題 は 1 か ら 4 ま で で 、 16 ペ ー ジ に わ た っ て 印 刷 し て あ り ま す 。  

ま た 、 解 答 用 紙 は 両 面 に 印 刷 し て あ り ま す 。

2
　
検 査 時 間 は 五 〇 分 で 、 終 わ り は 午 前 九 時 五 〇 分 で す 。

3
　
声 を 出 し て 読 ん で は い け ま せ ん 。

4
　
答 え は 全 て 解 答 用 紙 に Ｈ Ｂ 又

ま た

は Ｂ の 鉛 筆 （ シ ャ ー プ ペ ン シ ル も 可 ） を 使 っ て 明 確 に 記 入 し 、 

解 答 用 紙 だ け を 提 出 し な さ い 。

5
　
答 え は 特 別 の 指 示 の あ る も の の ほ か は 、 各 問 の ア ・ イ ・ ウ ・ エ の う ち か ら 、 最 も 適 切 な も の を

そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 ん で 、 そ の 記 号 を 書 き な さ い 。 ま た 、 答 え に 字 数 制 限 が あ る 場 合 に は 、 や 

や な ど も そ れ ぞ れ 一 字 と 数 え な さ い 。

6
　
答 え は 解 答 用 紙 の 決 め ら れ た 欄

ら ん

か ら は み 出 さ な い よ う に 書 き な さ い 。

7
　
答 え を 直 す と き は 、 き れ い に 消 し て か ら 、 消 し く ず を 残 さ な い よ う に し て 、 新 し い 答 え を 書 き な さ い 。

8
　
受 検 番 号 を 解 答 用 紙 の 決 め ら れ た 欄 に 書 き 、 そ の 数 字 の の 中 を 正 確 に 塗
ぬ

り つ ぶ し な さ い 。

9
　
解 答 用 紙 は 、 汚 し た り 、 折 り 曲 げ た り し て は い け ま せ ん 。

1

次 の 各 文 の を 付 け た 漢 字 の 読 み が な を 書 き 、 か た か な の 部 分

に 当 た る 漢 字 を 楷
か い

書
し ょ

で 書 け 。

⑴

　
能 の 舞 台 に は 白 い 足 袋 を 履 い て 上 が る 。

⑵

　
扇 を 手 に し て 踊 る 姿 は と て も 優 雅 だ っ た 。

⑶

　
無 敗 の 投 手 を 擁 す る チ ー ム に 立 ち 向 か う 。

⑷

　
掌 中 の 材 料 を 自 在 に 使 っ て 長 編 詩 を 作 り 上 げ る 。

⑸

　
縦 糸 と 横 糸 を 組 み 合 わ せ て き れ い な 布 地 を オ る 。

⑹

　
手 荷 物 を 一 時 的 に ア ズ け て 出 か け る 。

⑺

　
畑 の 麦 が 一 斉 に シ ュ ツ ガ を 始 め た 。

⑻

　
こ の 冬 は 、 イ チ イ セ ン シ ン 、 創 作 に 励 む 日 々 だ っ た 。

1 次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 各 問 に 答 え よ 。 （ ＊ 印 の 付 い て い る 言 葉

に は 、 本 文 の あ と に 〔 注 〕 が あ る 。 ）

大 き な 洋 館 に 家 族 や 親
し ん

戚
せ き

、 飼 い 犬 の ジ ャ ッ ク と 共 に 暮 ら し て い る 佐
さ

智
ち

は 、 ひ そ か に 物 語 を 書 い た ノ ー ト を 机 の 上 に 置 い て 考 え こ ん で い た 。 そ の

と き 佐 智 は 母 に 呼 ば れ 、 洗
せ ん

濯
た く

物
も の

を 運 ぶ の を 手 伝 っ た 。

佐 智 は 机 の 前 に 戻 っ た 。 と い っ て も 、 窓 ぎ わ の コ ー ナ ー に あ る 父 親 の

デ ス ク な の だ 。 彼 女 自 身 の 勉 強 机 を 置 く 余
よ

裕
ゆ う

は な い 。 物 語 を 書 い て い る

こ と は だ れ に も 告 げ て い な か っ た 。 書 き 終
お わ

っ て み る と 、 急 に 胸 の 中 が 淋
さ び

し く な っ た だ け で 、 大 し た こ と の よ う に は 思 わ れ な か っ た 。 彼 女 は ノ ー

ト の 表 紙 を な ぜ て た め 息 を つ い た 。

「 学 校 の 宿 題 ？ 」

「 で も な い け れ ど 、 ち ょ っ と … … 。 」

母 親 は 独 り 言 の よ う に 言 っ た 。

「 三
さ ぶ

郎
ろ う

叔
お

父
じ

さ ん な ら 喜 ん で 読 ん で く だ さ る か も ね 。 」

「 え ？ 」

「 叔 父 さ ん は 文 学 の 先 生 よ 。 」

「 で も … … 恥 ず か し い よ 。 」

「 引 っ こ み 思 案 が サ チ の 欠 点 ね 。 」 と 言 う と 、 母 親 は も う 勝 手 に し な さ い

と い う ふ う に 洗 濯 物 を ご し ご し こ す り 始 め た 。

言 わ れ る ま で も な く 、 内 気 さ が あ ら ゆ る 物 事 の 発 展 を は ば む こ と に 佐

智 は 気 が つ く 年
ね ん

齢
れ い

に な っ て い た 。 し か し 気 づ け ば 内 気 さ が 消 滅 す る わ け

で も な く 、 内 気 な 人 間 に と っ て の 苦 し み が そ こ か ら 始 ま る こ と を 母 親 は

2
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家 具 は 、 け っ し て 古 ぼ け た わ け で は な い の に 光
こ う

彩
さ い

を 放 た な く な っ て い 

た 。 三 郎 叔 父 は 姪 の 様 子 を 見 て 口 を 開 い た 。

「 読 み た い も の が あ っ た ら 貸 し て あ げ る よ 。 」

「 う ん 。 で も ま だ あ た し に は 難 し そ う な 本 ば か り だ わ 。 」 と 佐 智 は 愛 読 書

で あ る 例 の シ リ ー ズ 物 を 思 い 浮 か べ て 、 少 し 赤 く な っ た 。

「 そ う か も し れ な い 。 」 と 劇 作 家 は う な ず い た 。

「 で も 高 校 生 に な っ た ら 、 こ れ だ け は ぜ ひ 読 む ん だ よ 。 」

三 郎 叔 父 は 書
し ょ

棚
だ な

か ら 一 冊 の 本 を 引 き 抜 く と 、 佐 智 に 見 せ た 。

「 オ ン デ ィ ー ヌ 。 こ れ 、 人 の 名 前 ？ 」

「 水 の 妖
よ う

精
せ い

の 名 前 で ね 、 Ｊ ・ Ｇ と い う フ ラ ン ス の 劇 詩 人 の 作 品 な ん だ 。 」

「 Ｊ ・ Ｇ … … 。 」 と 佐 智 は そ の 聞 き 慣 れ ぬ 名 を 頭 に 刻 み つ け よ う と 声 に 出

し て つ ぶ や い た 。 「 劇 詩 人 っ て 、 ど う い う 人 ？ 」

「 劇 詩 人 は 、 詩 を 戯
ぎ

曲
き ょ く

で 書 け る 人 だ 。 Ｊ ・ Ｇ は そ の 希
け

有
う

な 才 能 に 恵 ま れ

て い た ん だ よ 。 」 と 三 郎 叔 父 は 、 好 き な も の を 相 手 に 分 け 与 え た い 衝 動

に 駆
か

ら れ た よ う に 、 う っ と り と 言 っ た 。 そ れ か ら 夢 か ら 覚 め た よ う に 佐

智 を 見 て 、 彼 女 が 抱 え て い る ノ ー ト を 指 し て た ず ね た 。

「 そ こ に 何 を 持 っ て き た の ？ 」

「 あ た し の … … 書 い た … … 。 」

佐 智 は 消 え い り そ う な 声 で 言 っ た 。 熱 っ ぽ く 語 ら れ た Ｊ ・ Ｇ の 話 の あ

と で は ま す ま す 気 持 が く じ け て い た 。

「 ほ う 、 貸 し て ご ら ん 。 」

彼 は 真 っ 赤 に 染 ま っ た 姪 の 顔 に は 気 づ か ぬ そ ぶ り で ノ ー ト を 取 り あ げ

る と 、 パ ラ パ ラ と ペ ー ジ を め く っ た 。 佐 智 は そ れ を 取 り 返 そ う と 焦
あ せ

っ た 。

＊

理 解 し て い な い の だ っ た 。 そ れ に 自 分 の 書 い た 物 語 は 、 自 分 の 指 や 髪
か み

や 
爪

つ め

や 唇
く ち び る

と 同 じ よ う な も の だ と い う 気 が し た 。 だ れ に で も や た ら に こ れ

ら を い じ っ て も ら い た く は な い … … 。 佐 智 は そ う 思 い こ も う と し た 。 と

こ ろ が お か し な こ と に 、 こ の 気
き

持
も ち

に 矛 盾 す る よ う な 別 な 感 情 も む く む く

と 湧
わ

い て く る の だ 。 そ れ は 他 人 に 読 ん で も ら い た い 、 と い う 欲 求 だ っ

た 。 だ れ か に 自 分 を 共 有 し て も ら い た い 、 と い う 感 情 に ひ そ か に 通 じ る

こ の よ り 強 い 衝 動 に 忠 実 に な ろ う と 決 心 し 、 次 の 夜 ノ ー ト と と も に 階 下

に お り て 三 郎 叔 父 の 部 屋 の 扉
と び ら

を た た い た 。 彼 は ド ア を 開 け 、 予 告 な く

姪
め い

が 立 っ て い た の で い く ら か 驚 い た よ う だ っ た 。 で も い つ も の 穏
お だ

や か な

笑
え

顔
が お

を つ く っ て 、 彼 は た ず ね た 。

「 ど う し た ？
　
何 の 用 事 ？ 」 そ の 言 葉 に 励 ま さ れ る ど こ ろ か 、 勇 気 を 奪

わ れ て 佐 智 は 後 じ さ り し た 。

「 叔
お

母
ば

さ ん は ？ 」 と 霞
か す み

の ほ う に 用 あ り げ に き い た 。

「 い な い よ 、 芝
し ば

居
い

の 稽 古 で 毎 晩 遅 い ん だ 。 」

佐 智 は 口 ご も り 、 や は り こ の ノ ー ト は 見 せ ま い 、 と 考 え 直 し た 。 自 分

が 好 き で 書 い た 物 語 を 、 叔 父 に 読 ん で も ら う 理 由 が ど こ に あ る と い う の

だ ろ う 。

「 じ ゃ あ 、 ま た … … 。 」 と あ わ て て ド ア を 閉 め か け る と 、 今 度 は 三 郎 叔 父

が 姪 を 引 き と め る 番 だ っ た 。

「 ち ょ っ と お 待 ち 。 ち ょ う ど 紅 茶 を い れ る と こ ろ だ か ら 、 お 入 り よ 。 」

佐 智 は お ず お ず と 部 屋 の 中 に 入 っ た 。 壁
か べ

紙
が み

が 見 え な い ほ ど の 書 物 の 行

列 を う ら や ま し そ う に 眺 め た 。 積 ま れ て い る 書 物 の 数 は 一 年 前 の 倍 ほ ど

に 達 し て い た 。 こ の 部 屋 に 最 初 に 来 た と き に 佐 智 の 心 を 奪 っ た ベ ッ ド や 
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の 物 語 を 佐 智 は 今 度 は 期 待 を こ め て 三 郎 叔 父 に 渡 し た 。 彼 は ご ほ ご ほ 咳
せ き

を し な が ら 、 そ れ を 受 け と っ た 。 目 が 落 ち く ぼ み 、 額 に 深 い し わ が 寄 っ

て い た 。 机 の 上 に 広 げ ら れ た ま ま の 原 稿 用 紙 が 一 字 も 埋 ま っ て い な い の

を 佐 智 は ち ら り と 見 と ど け た 。 佐 智 は 三 郎 叔 父 の 仕 事 を 邪
じ ゃ

魔
ま

し た こ と を

知 っ た が 、 自 分 の こ と に い っ ぱ い で 詫
わ

び 言
ご と

を い う 余 裕 が な か っ た 。 し か

し そ の 後 、 彼 は 姪 の つ く っ た 物 語 に は 全 然 触 れ な か っ た 。 き っ と よ い 出

来 で は な か っ た ん だ 、 と 佐 智 は 落
ら く

胆
た ん

し た 。 だ か ら 忘 れ ら れ て し ま っ た ん

だ 。 一 時 的 に 切 り 開 か れ た 霧
き り

の カ ー テ ン が ふ た た び 縫
ぬ

い あ わ さ れ 、 佐 智 

は 元 ど お り の ダ ー ク ブ ル ー 少 女 と な っ た 。 内 心 を だ れ に も 打 ち あ け ず 、

他 人 を ゆ き ず り の 人 間 と 考 え る く せ が い つ の ま に か つ い て い た 。

ま っ た く 突 然 に 、 佐 智 宛
あ て

に 児 童 向 き 文 芸 雑 誌 が 送 ら れ て き た 。 目 次 を

開 く と 、 真 ん 中 ご ろ に 自 分 の 名 前 が 出 て い た 。 と て も 大 き く て 黒 々 と し

た 活 字 だ っ た 。 手 が 震 え る の で 何 度 も 失 敗 し た あ と で 、 や っ と そ の ペ ー

ジ を 見 つ け た 。 三 郎 叔 父 に 渡 し た 物 語 の 一 つ が 、 ま る で 自 分 の 作 品 で は 

な い よ う な 顔 を し て 載 っ て い た 。 終 り に 国 語 の 教 科 書 で 佐 智 も 知 っ て い

る 小 説 家 の Ｋ 氏 が 感 想 を 書 い て い た 。

『 素 直 な 感 受 性 』 『 し か し 美 文 調 の 飾
か ざ

り が め だ ち ま す 。 』

佐 智 は 考 え こ む ひ ま も な く 、 階 下 に 駆
か

け お り て 三 郎 叔 父 の 部 屋 を ノ ッ

ク し た 。

「 そ う か い 、 Ｋ さ ん が 選 ん で く れ た ん だ ね 。 そ れ は よ か っ た ね 。 で も も

う 一 つ の ほ う … … あ の 底 な し の 水 た ま り の 話 、 あ れ は ど う し た ん だ ろ う

ね 。 」 と 彼 は 何 度 も 言 い 、 首 を か し げ た 。 佐 智 に し て み れ ば 、 二 つ の う

ち 一 つ で も 載 せ て く れ た こ と だ け で 十 分 な の に 、 三 郎 叔 父 は 自 分 が 気 に

⑶
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「 あ の … … ち ょ っ と だ け 叔 父 さ ん に 読 ん で も ら お う と 思 っ た の … … で も

別 に … … 。 」

「 ほ う 。 」 と 彼 は も う 一 度 楽 し そ う に 言 っ た 。

「 サ ッ ち ゃ ん が 書 い た の か 。 二 、 三 日 借 り て お い て い い だ ろ う ね 。 そ の

ほ う が ゆ っ く り 読 め る か ら ね 。 」

そ れ か ら 彼 は 紅 茶 が さ め ぬ う ち に 早 く お あ が り 、 と 姪 を う な が し た 。

数 日 後 、 登 校 し よ う と 靴
く つ

を は い て い た 佐 智 の 背 中 に 、 扉 を 半 開 き に し

て 顔 を 出 し た 三 郎 叔 父 が 話 し か け た 。

「 手
て

風
ふ う

琴
き ん

と 男 の 子 の 話 は 面
お も

白
し ろ

か っ た よ 。 少 し 直 せ ば 使 え る と 思 う な あ 。

も う 二 つ 三 つ 書 い て 叔 父 さ ん に 見 せ て ご ら ん 。 ホ ン 屋 に 頼 ん で あ げ よ

う 。 」
一 日 中 、 胸 の 中 に し ま い こ ん だ 秘 密 が 、 外 に も れ や し ま い か と び く び

く し 、 友 だ ち に な ぜ そ ん な 怖 い 顔 を し て い る の 、 と た ず ね ら れ る 始 末

だ っ た 。

「 サ チ は い っ た い 何 を ぽ う っ と 考 え て い る ん だ い ？ 」 と 父 親 が た ず ね た 。

「 夢 み る 年 ご ろ な の で し ょ う 。 」 と 母 親 が 言 っ た 。

佐 智 は ま た 鉛 筆 を 握 り し め て 書 き は じ め た 。 夢 中 に な り す ぎ る と 、 粗
そ

悪
あ く

な 鉛 筆 の 芯
し ん

は す ぐ 折 れ た 。 あ ま り 鉛 筆 が 減 る の で 母 親 は ま ず い 顔 を し

た が 、 口 に は 出 さ な か っ た 。 彼 女 が 自 分 を 認 め て く れ て い る こ と を 感 じ

て 、 佐 智 は 元 気 を 取 り 戻 し た 。 今 度 は 暴 風 雨 の 吹 き す さ ぶ 海 の 上 の 引
ひ き

揚
あ げ

船
せ ん

の 話 を 書 い た 。 も う 一 つ は 登 校 途 中 で 見 か け た 水 た ま り の 話 だ っ た 。

そ の と き 水 た ま り は 、 底 な し の 穴 の よ う に 思 わ れ た の だ っ た 。 短 い 二 つ
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家 具 は 、 け っ し て 古 ぼ け た わ け で は な い の に 光
こ う

彩
さ い

を 放 た な く な っ て い 

た 。 三 郎 叔 父 は 姪 の 様 子 を 見 て 口 を 開 い た 。

「 読 み た い も の が あ っ た ら 貸 し て あ げ る よ 。 」

「 う ん 。 で も ま だ あ た し に は 難 し そ う な 本 ば か り だ わ 。 」 と 佐 智 は 愛 読 書

で あ る 例 の シ リ ー ズ 物 を 思 い 浮 か べ て 、 少 し 赤 く な っ た 。

「 そ う か も し れ な い 。 」 と 劇 作 家 は う な ず い た 。

「 で も 高 校 生 に な っ た ら 、 こ れ だ け は ぜ ひ 読 む ん だ よ 。 」

三 郎 叔 父 は 書
し ょ

棚
だ な

か ら 一 冊 の 本 を 引 き 抜 く と 、 佐 智 に 見 せ た 。

「 オ ン デ ィ ー ヌ 。 こ れ 、 人 の 名 前 ？ 」

「 水 の 妖
よ う

精
せ い

の 名 前 で ね 、 Ｊ ・ Ｇ と い う フ ラ ン ス の 劇 詩 人 の 作 品 な ん だ 。 」

「 Ｊ ・ Ｇ … … 。 」 と 佐 智 は そ の 聞 き 慣 れ ぬ 名 を 頭 に 刻 み つ け よ う と 声 に 出

し て つ ぶ や い た 。 「 劇 詩 人 っ て 、 ど う い う 人 ？ 」

「 劇 詩 人 は 、 詩 を 戯
ぎ

曲
き ょ く

で 書 け る 人 だ 。 Ｊ ・ Ｇ は そ の 希
け

有
う

な 才 能 に 恵 ま れ

て い た ん だ よ 。 」 と 三 郎 叔 父 は 、 好 き な も の を 相 手 に 分 け 与 え た い 衝 動

に 駆
か

ら れ た よ う に 、 う っ と り と 言 っ た 。 そ れ か ら 夢 か ら 覚 め た よ う に 佐

智 を 見 て 、 彼 女 が 抱 え て い る ノ ー ト を 指 し て た ず ね た 。

「 そ こ に 何 を 持 っ て き た の ？ 」

「 あ た し の … … 書 い た … … 。 」

佐 智 は 消 え い り そ う な 声 で 言 っ た 。 熱 っ ぽ く 語 ら れ た Ｊ ・ Ｇ の 話 の あ

と で は ま す ま す 気 持 が く じ け て い た 。

「 ほ う 、 貸 し て ご ら ん 。 」

彼 は 真 っ 赤 に 染 ま っ た 姪 の 顔 に は 気 づ か ぬ そ ぶ り で ノ ー ト を 取 り あ げ

る と 、 パ ラ パ ラ と ペ ー ジ を め く っ た 。 佐 智 は そ れ を 取 り 返 そ う と 焦
あ せ

っ た 。

＊

理 解 し て い な い の だ っ た 。 そ れ に 自 分 の 書 い た 物 語 は 、 自 分 の 指 や 髪
か み

や 

爪
つ め

や 唇
く ち び る

と 同 じ よ う な も の だ と い う 気 が し た 。 だ れ に で も や た ら に こ れ

ら を い じ っ て も ら い た く は な い … … 。 佐 智 は そ う 思 い こ も う と し た 。 と

こ ろ が お か し な こ と に 、 こ の 気
き

持
も ち

に 矛 盾 す る よ う な 別 な 感 情 も む く む く

と 湧
わ

い て く る の だ 。 そ れ は 他 人 に 読 ん で も ら い た い 、 と い う 欲 求 だ っ

た 。 だ れ か に 自 分 を 共 有 し て も ら い た い 、 と い う 感 情 に ひ そ か に 通 じ る

こ の よ り 強 い 衝 動 に 忠 実 に な ろ う と 決 心 し 、 次 の 夜 ノ ー ト と と も に 階 下

に お り て 三 郎 叔 父 の 部 屋 の 扉
と び ら

を た た い た 。 彼 は ド ア を 開 け 、 予 告 な く

姪
め い

が 立 っ て い た の で い く ら か 驚 い た よ う だ っ た 。 で も い つ も の 穏
お だ

や か な

笑
え

顔
が お

を つ く っ て 、 彼 は た ず ね た 。

「 ど う し た ？
　
何 の 用 事 ？ 」 そ の 言 葉 に 励 ま さ れ る ど こ ろ か 、 勇 気 を 奪

わ れ て 佐 智 は 後 じ さ り し た 。

「 叔
お

母
ば

さ ん は ？ 」 と 霞
か す み

の ほ う に 用 あ り げ に き い た 。

「 い な い よ 、 芝
し ば

居
い

の 稽 古 で 毎 晩 遅 い ん だ 。 」

佐 智 は 口 ご も り 、 や は り こ の ノ ー ト は 見 せ ま い 、 と 考 え 直 し た 。 自 分

が 好 き で 書 い た 物 語 を 、 叔 父 に 読 ん で も ら う 理 由 が ど こ に あ る と い う の

だ ろ う 。

「 じ ゃ あ 、 ま た … … 。 」 と あ わ て て ド ア を 閉 め か け る と 、 今 度 は 三 郎 叔 父

が 姪 を 引 き と め る 番 だ っ た 。

「 ち ょ っ と お 待 ち 。 ち ょ う ど 紅 茶 を い れ る と こ ろ だ か ら 、 お 入 り よ 。 」

佐 智 は お ず お ず と 部 屋 の 中 に 入 っ た 。 壁
か べ

紙
が み

が 見 え な い ほ ど の 書 物 の 行

列 を う ら や ま し そ う に 眺 め た 。 積 ま れ て い る 書 物 の 数 は 一 年 前 の 倍 ほ ど

に 達 し て い た 。 こ の 部 屋 に 最 初 に 来 た と き に 佐 智 の 心 を 奪 っ た ベ ッ ド や 
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〔 問 1 〕
　
そ の 言 葉 に 励 ま さ れ る ど こ ろ か 、 勇 気 を 奪 わ れ て 佐 智 は 後 じ さ

り し た 。 と あ る が 、 こ の と き の 佐 智 の 気 持 ち と し て 最 も 適 切 な の

は 、 次 の う ち で は ど れ か 。

ア

　
自 分 の 内 に 秘

ひ

め た 悩
な や

み を 誰 か に 知 っ て も ら い た い と い う 気 持 ち に 正

直 に な り 、 思 い 切 っ て 三 郎 叔 父 を 訪 ね た が 、 部 屋 の 扉 を 開 け た と き の

意 外 そ う な 声 を 聞 い て 消 極 的 に な っ て い る 。

イ

　
自 分 だ け の た め に 大 切 に し ま っ て お い た 物 語 を 、 母 親 に 勧
す す

め ら れ て

し ぶ し ぶ 三 郎 叔 父 に 読 ん で も ら う こ と に し た が 、 急 に 言 葉 を 掛 け ら れ

て 叔 父 を 訪 ね た こ と を 後 悔 し て い る 。

ウ

　
自 分 が 書 い た 物 語 を 三 郎 叔 父 に 読 ん で も ら お う と 一 度 は 決 意 し て 部

屋 を 訪 ね た も の の 、 い ざ 本 人 の 前 に 立 っ て 用 事 を 聞 か れ る と 決 意 が 揺
ゆ

ら ぎ 、 言 い 出 す の を た め ら っ て い る 。

エ

　
自 分 が 物 語 を 書 い て い る こ と を 知 っ て い た 母 親 か ら 矛 盾 す る 二 つ の

感 情 を 指 摘 さ れ 、 迷 っ た 末 に 三 郎 叔 父 に 相 談 し よ う と 決 め た が 、 思 い

が け ず 問
と

い 詰
つ

め ら れ て お じ け づ い て い る 。

〔 問 2 〕
　
一 日 中 、 胸 の 中 に し ま い こ ん だ 秘 密 が 、 外 に も れ や し ま い か と

び く び く し 、 友 だ ち に な ぜ そ ん な 怖 い 顔 を し て い る の 、 と た ず ね

ら れ る 始 末 だ っ た 。 と あ る が 、 こ の と き の 佐 智 の 様 子 を 説 明 し た

も の と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う ち で は ど れ か 。

⑴
⑵

入 っ た 作 品 が 選 ば れ な か っ た こ と に 不 満 を 抱 い た よ う だ っ た 。 そ れ で も

彼 の 祝 福 は 彼 女 の 喜 び を 倍 加 さ せ た 。 佐 智 は 二 階 に 駆 け も ど り 、 迷
め い

惑
わ く

そ 
う な ジ ャ ッ ク の 両 手 を 握 っ て フ ォ ー ク ダ ン ス を 踊 っ た 。 そ れ か ら 肘

ひ じ

か け

椅
い

子
す

に 深 々 と 身 体 を 沈 め る と 、 う っ と り と 自 分 の 書 い た 物 語 を 再 読 し は

じ め た 。 半 ば ま で 来 た と き 、 舞 い あ が っ た 気 持 が そ の ま ま の 勢 い で 落 下

す る の を 感 じ た 。 書 き 手 の と き に は 熱 に う か さ れ て い た 物 語 は 、 読 み 手

に な っ て み る と 空 疎 で 白 々 し か っ た 。 〝 赤 い 本 〞 の 古 風 な 物 語 の ど れ 一

つ に も 及 ば ぬ く ら い 退 屈 だ っ た 。 『 美 文 調 の 飾 り 』 。 最 後 の と ど め の よ う

に こ の 言 葉 が 佐 智 を 刺 し 貫
つ ら

ぬ い た 。 矢
や

尻
じ り

に 逆 だ っ た 刻 み が あ る よ う に 、

食 い こ ん だ ら も う 抜 け な か っ た 。 指
し

摘
て き

さ れ る ま で も な く 佐 智 は 、 自 分 が

〈 美 文 調 〉 で あ る こ と を 十 分 に 知 っ て い た 。 そ し て 文 章 は そ の 自 分 か ら

生 ま れ る の だ 。 Ｋ と い う 人 は 何 と 怖 い 小 説 家 な の だ ろ う 。

（ 加 藤 幸 子 「 時 の 筏 」 に よ る ）

〔 注 〕 な ぜ て な で て 。

 霞
か す み

佐 智 の 叔 母 の 名 前 。

 希
け

有
う

非 常 に ま れ で あ る 様 子 。

 手
て

風
ふ う

琴
き ん

ア コ ー デ ィ オ ン 。

 美 文 調 美 し い 語 句 で 飾 っ て 書 い た 文 章 。

 空 疎 見 せ か け ば か り で 、 中 身 が な い こ と 。

 〝 赤 い 本 〞
　 　

 

　
祖 母 の 部 屋 に 置 い て あ り 、 佐 智 が 熱 心 に 読 ん で

い た 本 。

Ｄ

＊ ＊
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の 物 語 を 佐 智 は 今 度 は 期 待 を こ め て 三 郎 叔 父 に 渡 し た 。 彼 は ご ほ ご ほ 咳
せ き

を し な が ら 、 そ れ を 受 け と っ た 。 目 が 落 ち く ぼ み 、 額 に 深 い し わ が 寄 っ

て い た 。 机 の 上 に 広 げ ら れ た ま ま の 原 稿 用 紙 が 一 字 も 埋 ま っ て い な い の

を 佐 智 は ち ら り と 見 と ど け た 。 佐 智 は 三 郎 叔 父 の 仕 事 を 邪
じ ゃ

魔
ま

し た こ と を

知 っ た が 、 自 分 の こ と に い っ ぱ い で 詫
わ

び 言
ご と

を い う 余 裕 が な か っ た 。 し か

し そ の 後 、 彼 は 姪 の つ く っ た 物 語 に は 全 然 触 れ な か っ た 。 き っ と よ い 出

来 で は な か っ た ん だ 、 と 佐 智 は 落
ら く

胆
た ん

し た 。 だ か ら 忘 れ ら れ て し ま っ た ん

だ 。 一 時 的 に 切 り 開 か れ た 霧
き り

の カ ー テ ン が ふ た た び 縫
ぬ

い あ わ さ れ 、 佐 智 

は 元 ど お り の ダ ー ク ブ ル ー 少 女 と な っ た 。 内 心 を だ れ に も 打 ち あ け ず 、

他 人 を ゆ き ず り の 人 間 と 考 え る く せ が い つ の ま に か つ い て い た 。

ま っ た く 突 然 に 、 佐 智 宛
あ て

に 児 童 向 き 文 芸 雑 誌 が 送 ら れ て き た 。 目 次 を

開 く と 、 真 ん 中 ご ろ に 自 分 の 名 前 が 出 て い た 。 と て も 大 き く て 黒 々 と し

た 活 字 だ っ た 。 手 が 震 え る の で 何 度 も 失 敗 し た あ と で 、 や っ と そ の ペ ー

ジ を 見 つ け た 。 三 郎 叔 父 に 渡 し た 物 語 の 一 つ が 、 ま る で 自 分 の 作 品 で は 

な い よ う な 顔 を し て 載 っ て い た 。 終 り に 国 語 の 教 科 書 で 佐 智 も 知 っ て い

る 小 説 家 の Ｋ 氏 が 感 想 を 書 い て い た 。

『 素 直 な 感 受 性 』 『 し か し 美 文 調 の 飾
か ざ

り が め だ ち ま す 。 』

佐 智 は 考 え こ む ひ ま も な く 、 階 下 に 駆
か

け お り て 三 郎 叔 父 の 部 屋 を ノ ッ

ク し た 。

「 そ う か い 、 Ｋ さ ん が 選 ん で く れ た ん だ ね 。 そ れ は よ か っ た ね 。 で も も

う 一 つ の ほ う … … あ の 底 な し の 水 た ま り の 話 、 あ れ は ど う し た ん だ ろ う

ね 。 」 と 彼 は 何 度 も 言 い 、 首 を か し げ た 。 佐 智 に し て み れ ば 、 二 つ の う

ち 一 つ で も 載 せ て く れ た こ と だ け で 十 分 な の に 、 三 郎 叔 父 は 自 分 が 気 に

⑶
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「 あ の … … ち ょ っ と だ け 叔 父 さ ん に 読 ん で も ら お う と 思 っ た の … … で も

別 に … … 。 」

「 ほ う 。 」 と 彼 は も う 一 度 楽 し そ う に 言 っ た 。

「 サ ッ ち ゃ ん が 書 い た の か 。 二 、 三 日 借 り て お い て い い だ ろ う ね 。 そ の

ほ う が ゆ っ く り 読 め る か ら ね 。 」

そ れ か ら 彼 は 紅 茶 が さ め ぬ う ち に 早 く お あ が り 、 と 姪 を う な が し た 。

数 日 後 、 登 校 し よ う と 靴
く つ

を は い て い た 佐 智 の 背 中 に 、 扉 を 半 開 き に し

て 顔 を 出 し た 三 郎 叔 父 が 話 し か け た 。

「 手
て

風
ふ う

琴
き ん

と 男 の 子 の 話 は 面
お も

白
し ろ

か っ た よ 。 少 し 直 せ ば 使 え る と 思 う な あ 。

も う 二 つ 三 つ 書 い て 叔 父 さ ん に 見 せ て ご ら ん 。 ホ ン 屋 に 頼 ん で あ げ よ

う 。 」
一 日 中 、 胸 の 中 に し ま い こ ん だ 秘 密 が 、 外 に も れ や し ま い か と び く び

く し 、 友 だ ち に な ぜ そ ん な 怖 い 顔 を し て い る の 、 と た ず ね ら れ る 始 末

だ っ た 。

「 サ チ は い っ た い 何 を ぽ う っ と 考 え て い る ん だ い ？ 」 と 父 親 が た ず ね た 。

「 夢 み る 年 ご ろ な の で し ょ う 。 」 と 母 親 が 言 っ た 。

佐 智 は ま た 鉛 筆 を 握 り し め て 書 き は じ め た 。 夢 中 に な り す ぎ る と 、 粗
そ

悪
あ く

な 鉛 筆 の 芯
し ん

は す ぐ 折 れ た 。 あ ま り 鉛 筆 が 減 る の で 母 親 は ま ず い 顔 を し

た が 、 口 に は 出 さ な か っ た 。 彼 女 が 自 分 を 認 め て く れ て い る こ と を 感 じ

て 、 佐 智 は 元 気 を 取 り 戻 し た 。 今 度 は 暴 風 雨 の 吹 き す さ ぶ 海 の 上 の 引
ひ き

揚
あ げ

船
せ ん

の 話 を 書 い た 。 も う 一 つ は 登 校 途 中 で 見 か け た 水 た ま り の 話 だ っ た 。

そ の と き 水 た ま り は 、 底 な し の 穴 の よ う に 思 わ れ た の だ っ た 。 短 い 二 つ

＊
⑵

5

ウ

　
三 郎 叔 父 に 勧 め ら れ た 題 材 で 物 語 を 書 き 、 高 い 評 価 が も ら え る こ と

を 期 待 し て 渡 し た が 、 叔 父 に 忘 れ ら れ て し ま う よ う な 出 来 だ っ た こ と

に が っ か り し 、 自 分 も 書 い た こ と を 忘 れ よ う と 決 意 し た 様 子 。

エ

　
三 郎 叔 父 と の や り と り の 後 、 ひ と と き の 希 望 が 生 ま れ て い た が 、 期

待 を 込 め て 渡 し た 新 し い 物 語 に つ い て 叔 父 か ら 何 の 言 葉 も な か っ た た

め に 深 く 気 落 ち し 、 再 び 他 人 に 対 し て 心 を 閉 ざ し て し ま っ た 様 子 。

〔 問 4 〕
　
Ｋ と い う 人 は 何 と 怖 い 小 説 家 な の だ ろ う 。 と あ る が 、 佐 智 が こ

の よ う に 感 じ た わ け と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う ち で は ど れ か 。

ア

　
書 き 手 の と き か ら 薄 々 気 付 い て い た 物 語 の 内 容 の 乏

と ぼ

し さ を 客 観 的 に

読 ん で 改 め て 実 感 し た が 、 Ｋ に 、 立 ち 直 る こ と が で き な い ほ ど 物 語 の

本 質 を 鋭 く 言 い 当 て ら れ た と 感 じ た か ら 。

イ

　
初 め て 読 み 手 の 立 場 に な り 、 自 分 の 物 語 は 人 を 魅

み

了
り ょ う

す る 力 が な い

こ と を 知 っ た が 、 物 語 を 一 度 読 ん だ だ け の Ｋ に ひ と り よ が り で 孤 独 な

自 分 の 心 を 察 知 さ れ た と 感 じ た か ら 。

ウ

　
冷 静 に な っ て 読 ん だ と き に 初 め て 自 分 の 物 語 に 魅 力 が 感 じ ら れ な い

こ と に 気 付 い た が 、 面 識 が な い Ｋ に 、 物 語 を 通 し て 自 分 の 内 面 の 乏 し

さ を も 見 抜 か れ た と 感 じ た か ら 。

エ

　
改 め て 読 ん で み る と 自 分 で も が っ か り す る ほ ど の 内 容 の 薄 い 物 語 で

は あ る が 、 Ｋ の 感 想 は 他 人 の 作 品 に 非 常 に 批 判 的 で あ り 、 人 の 心 を 気

に 留 め な い 冷
れ い

酷
こ く

さ が あ る と 感 じ た か ら 。

⑷

ア

　
三 郎 叔 父 に 物 語 の 才 能 が あ る と 言 わ れ 、 他 の 作 品 も 書 く よ う に 勧 め

ら れ た こ と を 喜 ん だ が 、 「 ホ ン 屋 」 に つ い て は 秘 密 の こ と な の で 、 誰

か に 話 し た い 気 持 ち を 抑 え て 沈
ち ん

黙
も く

を 守 り 続 け て い る 様 子 。

イ

　
三 郎 叔 父 に 自 分 の 物 語 を 褒

ほ

め ら れ 、 「 ホ ン 屋 」 の こ と を 言 わ れ て 心

に 生 じ た ひ そ か な 思 い が 人 に 知 ら れ て し ま う こ と を 恐 れ 、 表 に 出 て し

ま わ な い よ う に と 気 を つ け て 表 情 が 硬 く な っ て い る 様 子 。

ウ

　
三 郎 叔 父 に 自 分 の 物 語 の 面 白 さ を 認 め て も ら い 、 も っ と 書 く よ う に

と 勧 め ら れ た た め 、 こ っ そ り と 早 く 書 き 上 げ て 「 ホ ン 屋 」 に 頼 ん で も

ら お う と 思 い 立 ち 、 集 中 し て 構 想 を 練
ね

っ て い る 様 子 。

エ

　
三 郎 叔 父 に 見 せ た 物 語 を 少 し 直 せ ば 「 ホ ン 屋 」 に 頼 ん で あ げ る と 約

束 し て も ら っ た こ と は 、 ま だ 誰 に も 話 せ な い 秘 密 で あ り 、 友 人 を 寄 せ

付 け な い た め に あ え て こ わ ば っ た 表 情 を 見 せ て い る 様 子 。

〔 問 3 〕
　
一 時 的 に 切 り 開 か れ た 霧

き り

の カ ー テ ン が ふ た た び 縫
ぬ

い あ わ さ れ 、 

佐 智 は 元 ど お り の ダ ー ク ブ ル ー 少 女 と な っ た 。 と あ る が 、 こ の と

き の 佐 智 の 様 子 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う ち

で は ど れ か 。

ア

　
三 郎 叔 父 と 物 語 に つ い て 話 し た 後 、 新 た な 気 持 ち で 物 語 を 書 き 期 待

を 込 め て 渡 し た が 、 仕 事 の 邪 魔 を し た こ と を 謝
あ や ま

る こ と が で き な か っ た

自 分 を 恥 じ て 、 以 前 の よ う に 他 人 と の 交 わ り を 控
ひ か

え よ う と す る 様 子 。

イ

　
三 郎 叔 父 に 物 語 を 褒 め ら れ た こ と で 自 信 が 生 ま れ 、 期 待 を 込 め て 新

し い 物 語 を 渡 し た が 、 あ ま り 良 い 出 来 で は な か っ た と 評 価 さ れ て 深 く

傷 付 き 、 二 度 と 誰 に も 物 語 を 見 せ ま い と 強 く 心 に 決 め て い る 様 子 。

⑶

－ 14 －



6

〔 問 6 〕
　
本 文 の 内 容 や 表 現 の 特 徴 に つ い て 述 べ た も の と し て 適 切 な も の

を 、 次 の う ち か ら 選 べ 。

ア

　
本 文 は 佐 智 が 物 語 を 三 郎 叔 父 に 見 せ る ま で と 見 せ た 後 の 大 き く 二 つ

の 場 面 に 分 け ら れ 、 ど ち ら の 場 面 で も 物 語 を 通 し て 他 者 と 関 わ る こ と

に よ っ て 様 々 に 変 化 す る 佐 智 の 心 情 を 描 い て い る 。

イ

　
本 文 が 佐 智 の 家 族 だ け で な く 親 戚 も 一 緒 に 住 ん で い る と い う 設 定 で

書 か れ る こ と に よ っ て 様 々 な 人 物 の 視 点 か ら 物 語 が 描 か れ 、 視 点 が 変

化 す る こ と に よ っ て 場 面 の 転 換 も 示 さ れ て い る 。

ウ

　
本 文 に 佐 智 と 様 々 な 人 物 と の 会 話 文 が 多 用 さ れ る こ と に よ っ て 物 語

が テ ン ポ 良 く 進 み 、 佐 智 の 心 情 が 目 ま ぐ る し く 移 り 変 わ り な が ら 物 事

を 肯
こ う

定
て い

的
て き

に 捉
と ら

え る よ う に な る 様 子 を 表 し て い る 。

エ

　
本 文 で は 佐 智 の 心 情 や 性 格 に つ い て の 直 接 的 な 描 写 を せ ず に 、 「 佐

智 は 消 え い り そ う な 声 で 言 っ た 」 や 「 矢
や

尻
じ り

に 逆 だ っ た 刻 み が あ る よ う

に 」 な ど の 比 喩 を 用 い て 暗 示 的 に 示 し て い る 。

〔 問 5 〕
　
本 文 中 の 表 現 に つ い て 述 べ た も の と し て 適 切 な も の を 、 次 の う

ち か ら 選 べ 。

ア

　
そ れ に 自 分 の 書 い た 物 語 は 、 自 分 の 指 や 髪

か み

や 爪
つ め

や 唇
く ち び る

と 同 じ よ う な 
も の だ と い う 気 が し た 。 は 、 佐 智 の 書 い た 物 語 が 単 に 紙 に 書 か れ た も

の で は な く 、 身 体 の 一 部 と 同 様 に 隠 し て お き た い も の で あ り 、 決 し て

誰 に も 読 ま せ た く な い と い う 強 い 気 持 ち を 比 喩 を 用 い て 表 し て い る 。

イ

　
こ の 部 屋 に 最 初 に 来 た と き に 佐 智 の 心 を 奪 っ た ベ ッ ド や 家 具 は 、 

け っ し て 古 ぼ け た わ け で は な い の に 光
こ う

彩
さ い

を 放 た な く な っ て い た 。 は 、

ベ ッ ド や 家 具 が 光 彩 を 放 た な く な っ た と い う 表 現 を 用 い て 、 佐 智 が 以

前 強 く ひ か れ て い た も の へ の 興 味 を 失 っ た こ と を 表 し 、 今 は 物 語 や 書

物 の 世 界 に 心 を 奪 わ れ て い る こ と を 浮 か び 上 が ら せ て い る 。

ウ

　
三 郎 叔 父 に 渡 し た 物 語 の 一 つ が 、 ま る で 自 分 の 作 品 で は な い よ う な 

顔 を し て 載 っ て い た 。 は 、 佐 智 が 自 分 の 書 い た 物 語 を 他 人 の も の で あ

る か の よ う に 客 観 的 に 見 て 、 審
し ん

査
さ

員
い ん

の よ う な 公 平 さ で 内 容 を 批 評 し て

い る こ と を 、 人 間 で な い も の を 人 に な ぞ ら え る 擬
ぎ

人
じ ん

法
ほ う

を 用 い る こ と で

分 か り や す く 表 し て い る 。

エ

　
佐 智 は 二 階 に 駆 け も ど り 、 迷

め い

惑
わ く

そ う な ジ ャ ッ ク の 両 手 を 握 っ て 

フ ォ ー ク ダ ン ス を 踊 っ た 。 は 、 ジ ャ ッ ク の 様 子 と 歓 喜 す る 佐 智 の 様 子

を 対 比 的 に 表 し 、 佐 智 が 文 芸 雑 誌 に 作 品 が 掲
け い

載
さ い

さ れ た こ と よ り も 三 郎

叔 父 か ら の 祝 福 に 大 き な 喜 び を 感 じ て い る こ と を 示 し て い る 。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

7

な か た ち の 交 換 の 「 困 難 」 ― ― し か も 今 度 は 、 次 元 の 異 な っ た ふ た つ の

形 態 の 「 困 難 」 ― ― を ま ね き よ せ る こ と に な る 。 商 品 は 貨 幣 を 恋
こ い

慕
し た

い 、

貨 幣 は 商 品 を 恋 慕 う 。 だ が 、

ま こ と の 恋 が な め ら か に 進 ん だ た め し は な い 。

 （ シ ェ ー ク ス ピ ア 『 真 夏 の 夜 の 夢 』 。 『 資 本 論 』 に 引 用 ）

不 幸 な こ と に 、 売 る こ と に も 買 う こ と に も 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 交 換 の

「 困 難 」 が ま ち う け て い る の で あ る 。

じ っ さ い 、 い く ら 貨 幣 な る も の が 人 類 の 記
き

憶
お く

も 定
さ だ

か で は な い 太 古 の

「 奇 跡 」 に よ っ て 生 ま れ た も の だ と い っ て も 、 そ れ は け っ し て ひ と び と

の 日 常 的 な 行 い か ら 超 越 し た イ デ ア で あ る わ け で は な い 。 そ れ が 歴 史 の

な か で 生 ま れ た も の で あ る な ら ば 、 そ れ は 歴 史 の な か で 病
や

み 、 歴 史 の な

か で 死 ぬ 可 能 性 を も つ 。 貨 幣 が 貨 幣 で あ る た め に は 、 そ れ は 人 間 に よ る

日 々 の 売 り 買 い に よ っ て 、 た え ず 貨 幣 と し て 確
か く

認
に ん

さ れ 、 た え ず 貨 幣 と し

て 更
こ う

新
し ん

さ れ て い か な け れ ば な ら な い 。 貨 幣 は 日 々 貨 幣 に な ら な け れ ば な

ら な い の で あ る 。 「 奇 跡 」 は 日 々 く り か え さ れ な け れ ば な ら な い の で あ

る 。
売 り か ら 買 い 、 買 い か ら 売 り と い う 循
じ ゅ ん

環
か ん

運 動 が 円
え ん

滑
か つ

に く り か え さ れ

て い る か ぎ り 、 ひ と び と は 、 じ ぶ ん た ち が そ の な か で 日 々 売 り 買 い に は

げ ん で い る 商 品 世 界 の 存 在 を 自 明 な も の と し て 疑 う こ と は な い 。 だ が 、 

こ の 無 限 の 循 環 運 動 の ど こ か に 狂
く る

い が 生 じ た と き 、 は じ め て そ の 存 在 の 

歴 史 性 が 意 識 さ れ る こ と に な る の で あ る 。

＊

＊

Ｂ

⑴

次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 各 問 に 答 え よ 。 （ ＊ 印 の 付 い て い る 言 葉

に は 、 本 文 の あ と に 〔 注 〕 が あ る 。 ）

す で に 「 奇 跡 」 は お き て い る 。 わ れ わ れ は い ま 貨
か

幣
へ い

が 「 あ る 」 世 界 の

な か に 生 き て い る の で あ る 。 貨 幣 と は 、 一 般 化 さ れ た 交 換 の 媒
ば い

介
か い

と し

て 、 欲 望 の 二 重 の 一
い っ

致
ち

の な い と こ ろ で も 商 品 と 商 品 と の 交 換 を 可 能 に す

る 。 ど の よ う に 特
と く

殊
し ゅ

な 商 品 を も っ て い る ひ と も 、 ど の よ う に 特 殊 な 商 品

を 欲
ほ っ

し て い る ひ と も 、 貨 幣 を 媒 介 に す る こ と に よ っ て 商 品 交 換 の 場 に 参

加 で き る こ と に な る 。 ま ず じ ぶ ん の 手 元 に あ る 商 品 を 欲 し て い る ひ と さ

え 見 つ か れ ば 、 貨 幣 と ひ き か え に そ の 商 品 を 手 わ た す こ と が で き る は ず

で あ り 、 つ ぎ に じ ぶ ん の 欲 し て い る 商 品 を も っ て い る ひ と さ え 見 つ か れ

ば 、 貨 幣 と ひ き か え に そ の 商 品 を も ら い う け る こ と が で き る は ず で あ る 。

商 品 を 手 ば な し て 貨 幣 を 手 に い れ る こ と を 一 般 に は 商 品 を 「 売 る 」 と

い い 、 貨 幣 を 手 ば な し て 商 品 を 手 に い れ る こ と を 一 般 に は 商 品 を 「 買

う 」 と い う 。 商 品 と 商 品 と の 交 換 が 、 貨 幣 の 媒 介 に よ っ て 、 売 り と 買 い

と に 分 離 さ れ る 。 ひ と び と は 売 っ て 買 う よ う に な る の で あ り 、 そ の 結 果

と し て 、 手 も と の 不 用 な 商 品 が 本 当 に 欲 し い 商 品 へ と 交 換 さ れ る こ と に

な る の で あ る 。

売 り と 買 い の 分 離 ― ― そ れ は 、 商 品 と 商 品 と の あ い だ の 直 接 的 な 交 換

の 「 困 難 」 を 回
か い

避
ひ

し 、 商 品 世 界 を 商 品 世 界 と し て 成 立 さ せ る 。 そ れ は 、

マ ル ク ス の 言 葉 を 借 り る と 、 「 社 会 的 な 物 質 代 謝 の 局 地 的 で 原 生 的 で 、

先 祖 伝 来 の つ つ し み ぶ か い 、 の ん び り と し て 愚
ぐ

昧
ま い

な 諸 制 限 を 打 ち 破 る 」

力 を も つ の で あ る 。 し か し 、 そ れ は 同 時 に 、 そ の 商 品 世 界 の な か に 新 た

3
Ａ

＊

＊
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〔 問 6 〕
　
本 文 の 内 容 や 表 現 の 特 徴 に つ い て 述 べ た も の と し て 適 切 な も の

を 、 次 の う ち か ら 選 べ 。

ア

　
本 文 は 佐 智 が 物 語 を 三 郎 叔 父 に 見 せ る ま で と 見 せ た 後 の 大 き く 二 つ

の 場 面 に 分 け ら れ 、 ど ち ら の 場 面 で も 物 語 を 通 し て 他 者 と 関 わ る こ と

に よ っ て 様 々 に 変 化 す る 佐 智 の 心 情 を 描 い て い る 。

イ

　
本 文 が 佐 智 の 家 族 だ け で な く 親 戚 も 一 緒 に 住 ん で い る と い う 設 定 で

書 か れ る こ と に よ っ て 様 々 な 人 物 の 視 点 か ら 物 語 が 描 か れ 、 視 点 が 変

化 す る こ と に よ っ て 場 面 の 転 換 も 示 さ れ て い る 。

ウ

　
本 文 に 佐 智 と 様 々 な 人 物 と の 会 話 文 が 多 用 さ れ る こ と に よ っ て 物 語

が テ ン ポ 良 く 進 み 、 佐 智 の 心 情 が 目 ま ぐ る し く 移 り 変 わ り な が ら 物 事

を 肯
こ う

定
て い

的
て き

に 捉
と ら

え る よ う に な る 様 子 を 表 し て い る 。

エ

　
本 文 で は 佐 智 の 心 情 や 性 格 に つ い て の 直 接 的 な 描 写 を せ ず に 、 「 佐

智 は 消 え い り そ う な 声 で 言 っ た 」 や 「 矢
や

尻
じ り

に 逆 だ っ た 刻 み が あ る よ う

に 」 な ど の 比 喩 を 用 い て 暗 示 的 に 示 し て い る 。

〔 問 5 〕
　
本 文 中 の 表 現 に つ い て 述 べ た も の と し て 適 切 な も の を 、 次 の う

ち か ら 選 べ 。

ア

　
そ れ に 自 分 の 書 い た 物 語 は 、 自 分 の 指 や 髪

か み

や 爪
つ め

や 唇
く ち び る

と 同 じ よ う な 

も の だ と い う 気 が し た 。 は 、 佐 智 の 書 い た 物 語 が 単 に 紙 に 書 か れ た も

の で は な く 、 身 体 の 一 部 と 同 様 に 隠 し て お き た い も の で あ り 、 決 し て

誰 に も 読 ま せ た く な い と い う 強 い 気 持 ち を 比 喩 を 用 い て 表 し て い る 。

イ

　
こ の 部 屋 に 最 初 に 来 た と き に 佐 智 の 心 を 奪 っ た ベ ッ ド や 家 具 は 、 

け っ し て 古 ぼ け た わ け で は な い の に 光
こ う

彩
さ い

を 放 た な く な っ て い た 。 は 、

ベ ッ ド や 家 具 が 光 彩 を 放 た な く な っ た と い う 表 現 を 用 い て 、 佐 智 が 以

前 強 く ひ か れ て い た も の へ の 興 味 を 失 っ た こ と を 表 し 、 今 は 物 語 や 書

物 の 世 界 に 心 を 奪 わ れ て い る こ と を 浮 か び 上 が ら せ て い る 。

ウ

　
三 郎 叔 父 に 渡 し た 物 語 の 一 つ が 、 ま る で 自 分 の 作 品 で は な い よ う な 

顔 を し て 載 っ て い た 。 は 、 佐 智 が 自 分 の 書 い た 物 語 を 他 人 の も の で あ

る か の よ う に 客 観 的 に 見 て 、 審
し ん

査
さ

員
い ん

の よ う な 公 平 さ で 内 容 を 批 評 し て

い る こ と を 、 人 間 で な い も の を 人 に な ぞ ら え る 擬
ぎ

人
じ ん

法
ほ う

を 用 い る こ と で

分 か り や す く 表 し て い る 。

エ

　
佐 智 は 二 階 に 駆 け も ど り 、 迷

め い

惑
わ く

そ う な ジ ャ ッ ク の 両 手 を 握 っ て 

フ ォ ー ク ダ ン ス を 踊 っ た 。 は 、 ジ ャ ッ ク の 様 子 と 歓 喜 す る 佐 智 の 様 子

を 対 比 的 に 表 し 、 佐 智 が 文 芸 雑 誌 に 作 品 が 掲
け い

載
さ い

さ れ た こ と よ り も 三 郎

叔 父 か ら の 祝 福 に 大 き な 喜 び を 感 じ て い る こ と を 示 し て い る 。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

7

な か た ち の 交 換 の 「 困 難 」 ― ― し か も 今 度 は 、 次 元 の 異 な っ た ふ た つ の

形 態 の 「 困 難 」 ― ― を ま ね き よ せ る こ と に な る 。 商 品 は 貨 幣 を 恋
こ い

慕
し た

い 、

貨 幣 は 商 品 を 恋 慕 う 。 だ が 、

ま こ と の 恋 が な め ら か に 進 ん だ た め し は な い 。

 （ シ ェ ー ク ス ピ ア 『 真 夏 の 夜 の 夢 』 。 『 資 本 論 』 に 引 用 ）

不 幸 な こ と に 、 売 る こ と に も 買 う こ と に も 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 交 換 の

「 困 難 」 が ま ち う け て い る の で あ る 。

じ っ さ い 、 い く ら 貨 幣 な る も の が 人 類 の 記
き

憶
お く

も 定
さ だ

か で は な い 太 古 の

「 奇 跡 」 に よ っ て 生 ま れ た も の だ と い っ て も 、 そ れ は け っ し て ひ と び と

の 日 常 的 な 行 い か ら 超 越 し た イ デ ア で あ る わ け で は な い 。 そ れ が 歴 史 の

な か で 生 ま れ た も の で あ る な ら ば 、 そ れ は 歴 史 の な か で 病
や

み 、 歴 史 の な

か で 死 ぬ 可 能 性 を も つ 。 貨 幣 が 貨 幣 で あ る た め に は 、 そ れ は 人 間 に よ る

日 々 の 売 り 買 い に よ っ て 、 た え ず 貨 幣 と し て 確
か く

認
に ん

さ れ 、 た え ず 貨 幣 と し

て 更
こ う

新
し ん

さ れ て い か な け れ ば な ら な い 。 貨 幣 は 日 々 貨 幣 に な ら な け れ ば な

ら な い の で あ る 。 「 奇 跡 」 は 日 々 く り か え さ れ な け れ ば な ら な い の で あ

る 。
売 り か ら 買 い 、 買 い か ら 売 り と い う 循
じ ゅ ん

環
か ん

運 動 が 円
え ん

滑
か つ

に く り か え さ れ

て い る か ぎ り 、 ひ と び と は 、 じ ぶ ん た ち が そ の な か で 日 々 売 り 買 い に は

げ ん で い る 商 品 世 界 の 存 在 を 自 明 な も の と し て 疑 う こ と は な い 。 だ が 、 

こ の 無 限 の 循 環 運 動 の ど こ か に 狂
く る

い が 生 じ た と き 、 は じ め て そ の 存 在 の 

歴 史 性 が 意 識 さ れ る こ と に な る の で あ る 。

＊

＊

Ｂ

⑴

次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 各 問 に 答 え よ 。 （ ＊ 印 の 付 い て い る 言 葉

に は 、 本 文 の あ と に 〔 注 〕 が あ る 。 ）

す で に 「 奇 跡 」 は お き て い る 。 わ れ わ れ は い ま 貨
か

幣
へ い

が 「 あ る 」 世 界 の

な か に 生 き て い る の で あ る 。 貨 幣 と は 、 一 般 化 さ れ た 交 換 の 媒
ば い

介
か い

と し

て 、 欲 望 の 二 重 の 一
い っ

致
ち

の な い と こ ろ で も 商 品 と 商 品 と の 交 換 を 可 能 に す

る 。 ど の よ う に 特
と く

殊
し ゅ

な 商 品 を も っ て い る ひ と も 、 ど の よ う に 特 殊 な 商 品

を 欲
ほ っ

し て い る ひ と も 、 貨 幣 を 媒 介 に す る こ と に よ っ て 商 品 交 換 の 場 に 参

加 で き る こ と に な る 。 ま ず じ ぶ ん の 手 元 に あ る 商 品 を 欲 し て い る ひ と さ

え 見 つ か れ ば 、 貨 幣 と ひ き か え に そ の 商 品 を 手 わ た す こ と が で き る は ず

で あ り 、 つ ぎ に じ ぶ ん の 欲 し て い る 商 品 を も っ て い る ひ と さ え 見 つ か れ

ば 、 貨 幣 と ひ き か え に そ の 商 品 を も ら い う け る こ と が で き る は ず で あ る 。

商 品 を 手 ば な し て 貨 幣 を 手 に い れ る こ と を 一 般 に は 商 品 を 「 売 る 」 と

い い 、 貨 幣 を 手 ば な し て 商 品 を 手 に い れ る こ と を 一 般 に は 商 品 を 「 買

う 」 と い う 。 商 品 と 商 品 と の 交 換 が 、 貨 幣 の 媒 介 に よ っ て 、 売 り と 買 い

と に 分 離 さ れ る 。 ひ と び と は 売 っ て 買 う よ う に な る の で あ り 、 そ の 結 果

と し て 、 手 も と の 不 用 な 商 品 が 本 当 に 欲 し い 商 品 へ と 交 換 さ れ る こ と に

な る の で あ る 。

売 り と 買 い の 分 離 ― ― そ れ は 、 商 品 と 商 品 と の あ い だ の 直 接 的 な 交 換

の 「 困 難 」 を 回
か い

避
ひ

し 、 商 品 世 界 を 商 品 世 界 と し て 成 立 さ せ る 。 そ れ は 、

マ ル ク ス の 言 葉 を 借 り る と 、 「 社 会 的 な 物 質 代 謝 の 局 地 的 で 原 生 的 で 、

先 祖 伝 来 の つ つ し み ぶ か い 、 の ん び り と し て 愚
ぐ

昧
ま い

な 諸 制 限 を 打 ち 破 る 」

力 を も つ の で あ る 。 し か し 、 そ れ は 同 時 に 、 そ の 商 品 世 界 の な か に 新 た

3
Ａ

＊

＊
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た 商 品 世 界 が 、 モ ノ の た ん な る 寄 せ 集 め の 状 態 へ と ひ き も ど さ れ て し ま

う 、 商 品 世 界 そ の も の の 解 体 の 可 能 性 を 意 味 す る こ と に な る の で あ る 。

買 う と い う こ と の 困 難 が は ら む 商 品 世 界 そ の も の の 解 体 の 可 能 性 ― ―

わ れ わ れ の 目 的 は 、 ま さ に こ の 恐 慌 と い う 意 味 で の 危 機 以 上 に 危 機 的 な

危 機 の あ り 方 に つ い て 考 え て み る こ と で あ る 。 だ が 、 そ の た め に は い さ

さ か の 準 備 が い る 。

ひ と つ の 市 場 を 考 え て み よ う 。 そ こ で は 、 ど の 商 品 も 、 ひ と つ 何 円 と

い う 価 格 が 書 き こ ま れ た 値 札 と と も に 登 場 す る 。 （ こ こ で は 、 多 く の 生

産 物 の よ う に 、 商 品 の 価 格 は そ の 売 り 手 が 設 定 す る と い う 仮 定 を し て い

る 。 ） も ち ろ ん 、 人 間 が 舞 台 に 登 場 し た 後 の 世 界 で は 、 商 品 は そ の ま ま

で は た ん な る モ ノ で あ る 。 商 品 に ど の よ う に 立 派 な 値 札 が つ け ら れ て い

よ う と も 、 そ れ は 、 財
さ い

布
ふ

の な か に 貨 幣 を も っ て い る 他 の 人 間 に よ っ て 買

わ れ な け れ ば 、 価 値 の に な い 手 と し て の 商 品 と な る こ と が で き な い の で

あ る 。
だ が 、 商 品 の 値 札 に 書 き こ ま れ た 価 格 は 、 市 場 の 需
じ ゅ

給
き ゅ う

に か ん す る 売

り 手 の 期 待 に も と づ い た 主 観 的 な 評 価 で し か な い 。 主 観 は あ く ま で も 主

観 で あ る 。 そ れ が 買 い 手 の 需 要 を 売 り 手 の 供 給 と ち ょ う ど 等 し く さ せ る

価 格 で あ る と い う 客 観 的 な 保 証 は ど こ に も 存 在 し て い な い 。 あ る い は 、

マ ル ク ス 流 に い い か え れ ば 、 そ れ が 商 品 の 生 産 の た め の 社 会 的 な 必 要 労

働 時 間 を 正 確 に 反 映 し て い る と い う 客 観 的 な 保 証 は ど こ に も 存 在 し て い

な い 。 買 い 手 が 財 布 か ら 貨 幣 を だ し て じ っ さ い に 商 品 を 買 っ て く れ る こ

と に よ っ て 、 は じ め て 売 り 手 の 主 観 的 な 評 価 と し て の 商 品 の 価 格 が 客 観

的 な 判 定 を う け る こ と に な る の で あ る 。 も ち ろ ん 、 買 い 手 の 心 の な か も

Ⅰ

Ⅱ

売 る こ と の 困 難 と は 、 商 品 を 貨 幣 に 交 換 す る こ と の 困 難 で あ る 。 た ん

な る モ ノ が 価 値 あ る 商 品 と な る こ と の 困 難 で あ る と い っ て も よ い だ ろ

う 。 恐
き ょ う

慌
こ う

と は 、 あ る 日 と つ ぜ ん 商 品 世 界 全 体 が 需
じ ゅ

要
よ う

不 足 に お ち い り 、

す べ て の 売 り 手 が 同 時 に 売 る こ と の 困 難 に 直 面 し て し ま う 事 態 に ほ か な

ら な い 。 そ し て 、 そ の 全 般 的 な 需 要 不 足 の 状 態 が そ の 後 一 定 期 間 ひ き つ

づ く と き 、 そ れ は 一 般 に 不 況 と よ ば れ る こ と に な る 。 も ち ろ ん 、 マ ル ク

ス の い う 「 過
か

剰
じ ょ う

生 産 」 と は 、 こ こ で い う 全 般 的 な 需 要 不 足 の 状 態 に 対

応 し て い る 。

こ れ に た い し て 、 買 う こ と の 困 難 と は 、 貨 幣 を 商 品 に 交 換 す る こ と の

困 難 で あ る 。 イ ン フ レ 的 熱
ね っ

狂
き ょ う

と は 、 商 品 世 界 全 体 が 需 要 過 剰 と な り 、

ま さ に す べ て の 買 い 手 が 買 う こ と の 困 難 に 直 面 し て い る 事 態 に ほ か な ら

な い 。
し か し な が ら 、 こ こ に は あ る 非

ひ

対
た い

称
し ょ う

性
せ い

が 隠 さ れ て い る 。 た し か に マ

ル ク ス は 、 全 般 的 な 過 剰 生 産 と し て の 恐 慌 に た い し て 、 危 機 と い う 呼 び

名 を あ た え て い た 。 だ が 、 じ つ は 、 買 う こ と の 困 難 の な か に は 、 売 る こ

と の 困 難 の た ん な る 裏 返 し に と ど ま ら な い 困 難 、 恐 慌 と い う 意 味 で の 危

機 以 上 の 危 機 を は ら ん で し ま う 可 能 性 が あ る の で あ る 。 イ ン フ レ 的 な 熱

狂 が さ ら な る 熱 狂 を よ び 、 物 価 と 賃 金 が 加 速 度 的 に 高
こ う

騰
と う

し て い く ハ イ

パ ー ・ イ ン フ レ ー シ ョ ン と よ ば れ る 事 態 に ま で 進 展 し た と き 、 そ れ ま で

貨 幣 と し て 流 通 し て い た 金 属 の か け ら や 紙 の き れ は し や 電 磁 気 的 な パ ル

ス が そ の ま ま 貨 幣 と し て 流 通 し つ づ け て い く こ と が 困 難 と な る 転 機 が と

つ ぜ ん お と ず れ る 。 貨 幣 が 貨 幣 で あ る こ と が 困 難 に な る と い っ て も よ い

だ ろ う 。 そ れ は 同 時 に 、 貨 幣 の 媒 介 に よ っ て そ の 統 一 性 が 維
い

持
じ

さ れ て き

Ｃ

⑵

＊
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だ が 、 跳 ぶ ま え に 見 な け れ ば な ら な い 。 た し か に 、 ひ と つ の 市 場 だ け

を 見 て い る か ぎ り 、 価 格 の 調 整 は 需 要 と 供 給 と を 自 動 的 に 均 衡 さ せ て い

く よ う に 見 え る 。 し か し な が ら 、 資 本 主 義 社 会 の な か に お い て は 、 ひ と

つ の 市 場 は 孤 立 し て 存 在 し て い る の で は な い 。 そ れ は ほ か の す べ て の 市

場 と と も に 、 価 格 を 通 じ て お た が い に 依
い

存
そ ん

し あ う 膨 大 に ひ ろ が っ た 網 の

目 を 形 成 し て い る の で あ る 。 ひ と つ の 市 場 に お け る 価 格 の 変 化 は 、 ほ か

の す べ て の 市 場 の 需 給 に 影 響 を あ た え 、 そ こ で の 価 格 の 変 化 を 誘
ゆ う

発
は つ

し て

し ま う 。 ほ か の す べ て の 市 場 に お け る 価 格 の 変 化 は 、 今 度 は も と の 市 場

の 需 給 に 影 響 を あ た え か え し 、 そ の 市 場 に お い て さ ら な る 価 格 の 変 化 を

う な が す こ と に な る 。 市 場 と 市 場 と の あ い だ の 相 互 依 存 の 網 の 目 は 、 そ

れ ぞ れ の 市 場 の 内 部 で の 価 格 の 調 整 に よ る 均 衡 化 へ の 傾 向 に た い し て 、

な ん ら か の 干
か ん

渉
し ょ う

作 用 を お よ ぼ し て し ま う の で あ る 。 全 体 は 部 分 の た ん

な る 総 和 で は な く 、 他 の 事 情 は け っ し て 一 定 で は な い の で あ る 。

そ れ ゆ え 、 ひ と つ の 市 場 の な か で の 商 品 の 跳 躍 だ け を な が め て い て も

し よ う が な い 。 す べ て の 市 場 で 無 数 に お こ な わ れ る 商 品 の 跳 躍 を 、 同 時

に 見 て お か な け れ ば な ら な い の で あ る 。 そ う し て は じ め て 、 そ れ ら が ほ 

ん と う に 命 が け の も の か ど う か を 確 か め る こ と が で き る は ず で あ る 。

（ 岩 井 克 人 「 貨 幣 論 」 に よ る ）

〔 注 〕 マ ル ク ス 十 九 世 紀 ド イ ツ の 経 済 学 者 ・ 哲
て つ

学
が く

者
し ゃ

。

 愚
ぐ

昧
ま い

知 識 程 度 が 低 く 、 も の の 道 理 が 分 か ら な い 様 子 。

 『 資 本 論 』 マ ル ク ス の 著 作 。

 イ デ ア 観 念 ・ 理 念 。

 パ ル ス 瞬 間 的 に 切 れ た り 流 れ た り し て 続 く 電 流 。

⑷

Ｄ

財 布 の な か も 、 あ ら か じ め 見 て お く こ と は 不 可 能 で あ る 。

見 る ま え に 跳
と

ば な く て は な ら な い 。 商 品 を 売 る と は 、 そ れ ゆ え 、 マ ル

ク ス に な ら っ て 茶 化 し て い え ば 、 商 品 に 「Salto mortale （ と ん ぼ 返

り ） 」 、 直 訳 す れ ば 「 命 が け の 跳
ち ょ う

躍
や く

」 を 強
し

い る こ と な の で あ る 。 「 こ の 跳

躍 に 失 敗 す れ ば 、 商 品 に と っ て は 痛 く な い が 、 商 品 所 有 者 に と っ て は た

し か に 痛 い 」 。 値 札 に 書 き こ ま れ た 価 格 が 高 す ぎ れ ば 商 品 は 売 れ 残 っ て

し ま い 、 低 す ぎ れ ば 品 切 れ に な っ て し ま う 。

だ が 、 も し 売 る こ と の 困 難 が こ の よ う な 主 観 的 な 期 待 の 危
あ や

う さ に よ る

も の だ け だ と し た ら 、 そ れ は 市 場 に お け る 価 格 の 調 整 に よ っ て 容 易 に 解

決 さ れ て し ま う は ず で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 痛 さ は 最 良 の 教 師 で あ る か ら

で あ る 。 じ っ さ い 商 品 が 売 れ 残 れ ば 、 売 り 手 は 供 給 を 減 ら し て 価 格 を 切

り 下 げ る だ ろ う 。 商 品 が 品 切 れ に な れ ば 、 売 り 手 は 供 給 を 増 や し て 価 格

を 引 き 上 げ る だ ろ う 。 売 り 手 は 失 敗 か ら 学 ぶ の で あ る 。 も ち ろ ん 、 価 格

が 下 が れ ば 、 買 い 手 の 需 要 は 増 え る だ ろ う し 、 価 格 が 上 が れ ば 、 買 い 手

の 需 要 は 減 る だ ろ う 。 す な わ ち 、 本 来 的 に 主 観 的 な 商 品 の 価 格 も 、 売 れ

残 り が あ れ ば 切 り 下 げ 、 品 切 れ に な れ ば 引 き 上 げ る と い う 調 整 の く り か

え し に よ っ て 、 市 場 に お い て 「 客 観 的 に 訂
て い

正
せ い

さ れ 」 て し ま う の で あ る 。

そ れ は 、 他 の 事 情 が 一 定 で あ る か ぎ り 、 需 要 と 供 給 と を 客 観 的 に 一 致 さ

せ る 均
き ん

衡
こ う

価 格 に む か っ て 動 い て い く こ と に な る は ず で あ る 。

そ れ ゆ え 、 こ こ で 、 ひ と は た だ ち に つ ぎ の よ う な 結 論 に 跳 躍 し た い 衝

動 に か ら れ て し ま う だ ろ う 。 命 が け で あ る べ き 商 品 の 跳 躍 も 、 市 場 に お

け る 価 格 の 調 整 と い う 手 助 け が あ れ ば 、 結 局 は 安 全 な 日 々 の 歩 み と 変 わ

り の な い も の に な っ て し ま う 、 と 。 主 観 が 客 観 に な っ て し ま う の で あ る 。

⑶

－ 16 －
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〔 問 3 〕
　
本 文 の 内 容 に つ い て 述 べ た も の と し て 適 切 な も の を 、 次 の う ち

か ら 選 べ 。

ア

　
欲 望 の 二 重 の 一

い っ

致
ち

と は 、 マ ル ク ス の 言 葉 で い う 「 局 地 的 で 原 生 的 」

で 「 先 祖 伝 来 」 の 「 社 会 的 な 物 質 代 謝 」 、 つ ま り 、 い わ ゆ る 物 々 交 換

に 至 る 互 い の 欲 望 の 一 致 を 指 す 。

イ

　
「 奇 跡 」 は 日 々 く り か え さ れ な け れ ば な ら な い と は 、 生 活 の 基

き

盤
ば ん

と

な る 「 貨 幣 」 が 生 ま れ る と い う 「 奇 跡 」 が 、 世 界 の 様 々 な 場 所 で 次 か

ら 次 へ と 起 こ っ て き た こ と を 指 す 。

ウ

　
あ る 非

ひ

対
た い

称
し ょ う

性
せ い

が 隠 さ れ て い る と は 、 売 る こ と の 困 難 の 方 が 、 買 う

こ と の 困 難 に 比 べ て 社 会 の 経 済 状 況 の 変 化 に よ る 影 響 を は る か に 受 け

や す い と い う 特 徴 を も つ こ と を 指 す 。

エ

　
そ れ ら が ほ ん と う に 命 が け の も の か ど う か を 確 か め る こ と が で き る 

と は 、 複 数 の 市 場 に 注 目 す る こ と で 、 売 買 に 携
た ず さ

わ る 人 々 の 真
し ん

剣
け ん

度
ど

を

計 り 比 べ ら れ る こ と を 指 す 。

〔 問 4 〕
　
見 る ま え に 跳

と

ば な く て は な ら な い 。 ・ だ が 、 跳 ぶ ま え に 見 な け

れ ば な ら な い 。 と あ る が 、

①
　
「 跳

と

ぶ 」 と は 、 誰 が ど う す る こ と を た と え た も の か 。 次 の 

の よ う に 説 明 す る と き 、 Ａ ・ Ｂ  

に 入 る 適 切 な 言 葉 を 書 い て 文 を 完 成 さ せ よ 。 な お 、 Ａ

は 三 字 の 言 葉 を 本 文 の 傍
ぼ う

線
せ ん

部
ぶ

⑶ よ り 前 か ら 抜 き 出 し て 書 き 、

Ｂ は 適 切 な 言 葉 を 十 字 以 上 十 六 字 以 内 で 書 け 。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

⑶ ⑷

〔 問 1 〕
　
だ が 、 こ の 無 限 の 循 環 運 動 の ど こ か に 狂

く る

い が 生 じ た と き 、 は じ 

め て そ の 存 在 の 歴 史 性 が 意 識 さ れ る こ と に な る の で あ る 。 と あ る

が 、 「 そ の 存 在 の 歴 史 性 が 意 識 さ れ る こ と に な る 」 と は 、 ど う い

う こ と か 。 次 の う ち か ら 最 も 適 切 な も の を 選 べ 。

ア

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 奇 跡 的 に 誕 生 し た と 言 わ れ て い る が 、 人 々

の 日 常 の 売 り 買 い を 絶 え ず 支 え る も の と し て 、 人 類 の 歴 史 を 生 み 出 し

て き た と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

イ

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 人 類 の 記 憶 も 定 か で は な い 太 古 の 時 代 に 生

ま れ た と い う 点 で 、 人 間 の 歴 史 の 中 で 途 方 も な く 大 き な 意 義 を も つ も

の だ と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

ウ

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 人 間 の 歴 史 の 中 で 生 ま れ た も の で あ っ て 、

い ず れ は そ の 存 続 が 危 う く な っ た り 、 消 滅 し て し ま う こ と も あ る も の

だ と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

エ

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 太 古 の 時 代 か ら 売 り と 買 い が 繰 り 返 さ れ る

こ と で 存 在 し 続 け て き た が 、 い ず れ そ れ が 消 え 去 る こ と は 歴 史 の 必 然

で あ る と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

〔 問 2 〕
　
恐 慌 と い う 意 味 で の 危 機 以 上 の 危 機 と は 、 ど う い う も の か 。

そ の 内 容 を 簡 潔 に 表 し た 箇 所 （ 十 字 以 上 十 五 字 以 内 ） を 探 し 、 初

め の 五 字 を 書 け 。

⑴
⑵
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次 の 【 Ⅰ 】 の 文 章 と そ れ に 関 連 す る 注
ち ゅ う

釈
し ゃ く

【 Ⅱ 】 ・ 【 Ⅲ 】 を 読 ん で 、

あ と の 各 問 に 答 え よ 。 （ ＊ 印 の 付 い て い る 言 葉 に は 、 本 文 の あ と に

〔 注 〕 が あ る 。 ）

【 Ⅰ 】
古 典 の 文 章 や 詩 歌 を 読 も う と す る 時 、 私 た ち は 、 日

ひ

頃
ご ろ

ど の よ う な 手 段

を 取 っ て い る だ ろ う か 。

原 文 が 入 っ て い る 全 集 や 文 庫 本 に よ っ て 読 も う と す る 場 合 が 最 も 多 い

か も し れ な い 。 あ る い は 、 名 場 面 や 名 歌 ・ 名 句 を 選 ん で 解 説 し て あ る も

の を ひ も と く こ と も あ る だ ろ う 。

原 文 だ け を 読 め ば 、 ほ ぼ 意 味 が わ か る と い う 人 も い れ ば 、 こ と ば の 意

味 が 注 記 さ れ て い る 部 分 （ 「 語 釈 」 と 言 う ） に 目 を 転 じ な い と わ か ら な い

と い う 人 も い る だ ろ う し 、 現 代 語 訳 を 読 ん で 初 め て わ か っ た と い う 人 も

い る は ず だ 。 最 初 か ら 現 代 語 訳 だ け を 読 む 人 も い る だ ろ う 。 そ も そ も 現

代 語 訳 し か 載 っ て い な い 本 も あ る 。

古 典 の 文 章 や 詩 歌 を 読 む こ と を 職 業 と し て い る 私 も 、 原 文 を さ っ と 読

ん で 意 味 を 取 れ る こ と も あ れ ば 、 い く つ か の こ と ば の 意 味 が わ か ら な く

て 、 そ の 部 分 の 語 釈 を 参 照 す る 場 合 も あ り 、 ま た 現 代 語 訳 を 読 ん で 確
か く

認
に ん

し な い と わ か ら な い と い う 場 合 も あ る 。

と こ ろ で 、 そ の よ う に 原 文 ・ 語 釈 ・ 現 代 語 訳 な ど が 備 わ る 、 古 典 読 解

に 関 す る 便 利 な 書 物 （ 雑 誌 類 に 掲
け い

載
さ い

さ れ る 場 合 も あ る ） を 総
そ う

称
し ょ う

し て 、 注 釈

と 言 う 。

4

Ａ が 、 Ｂ こ と 。

②
　
傍 線 部 ⑶ と 傍 線 部 ⑷ は 矛 盾 し て い る よ う に 見 え る が 、 実 は 矛

盾 は し て い な い 。 そ の 理 由 を 次 の の よ う に 説 明 す

る と き 、 に 十 字 以 上 十 五 字 以 内 の 適 切 な 言 葉 を 書

い て 文 を 完 成 さ せ よ 。

傍 線 部 ⑶ と 傍 線 部 ⑷ で は 、 か ら 。

〔 問 5 〕
　
主 観 は あ く ま で も 主 観 で あ る 。 ・ 買 い 手 が 財 布 か ら 貨 幣 を だ し

て じ っ さ い に 商 品 を 買 っ て く れ る こ と に よ っ て 、 は じ め て 売 り 手

の 主 観 的 な 評 価 と し て の 商 品 の 価 格 が 客 観 的 な 判 定 を う け る こ と

に な る の で あ る 。 と あ る が 、 商 品 の 売 買 に つ い て の こ と 以 外 で 、

「 主 観 的 な 評 価 」 が 「 客 観 的 な 判 定 を う け る 」 と い う こ と の 具 体

例 を 、 あ な た の 体 験 や 見 聞 に 基 づ い て 挙 げ 、 そ れ に つ い て 感 じ た

こ と や 考 え た こ と を 含
ふ く

め て 二 百 字 以 内 で 書 け 。 な お 、 書 き 出 し や

改 行 の 際 の 空
く う

欄
ら ん

、 や や な ど も そ れ ぞ れ 一 字 と 数 え よ 。

Ⅰ Ⅱ

－ 17 －
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〔 問 3 〕
　
本 文 の 内 容 に つ い て 述 べ た も の と し て 適 切 な も の を 、 次 の う ち

か ら 選 べ 。

ア

　
欲 望 の 二 重 の 一

い っ

致
ち

と は 、 マ ル ク ス の 言 葉 で い う 「 局 地 的 で 原 生 的 」

で 「 先 祖 伝 来 」 の 「 社 会 的 な 物 質 代 謝 」 、 つ ま り 、 い わ ゆ る 物 々 交 換

に 至 る 互 い の 欲 望 の 一 致 を 指 す 。

イ

　
「 奇 跡 」 は 日 々 く り か え さ れ な け れ ば な ら な い と は 、 生 活 の 基

き

盤
ば ん

と

な る 「 貨 幣 」 が 生 ま れ る と い う 「 奇 跡 」 が 、 世 界 の 様 々 な 場 所 で 次 か

ら 次 へ と 起 こ っ て き た こ と を 指 す 。

ウ

　
あ る 非

ひ

対
た い

称
し ょ う

性
せ い

が 隠 さ れ て い る と は 、 売 る こ と の 困 難 の 方 が 、 買 う

こ と の 困 難 に 比 べ て 社 会 の 経 済 状 況 の 変 化 に よ る 影 響 を は る か に 受 け

や す い と い う 特 徴 を も つ こ と を 指 す 。

エ

　
そ れ ら が ほ ん と う に 命 が け の も の か ど う か を 確 か め る こ と が で き る 

と は 、 複 数 の 市 場 に 注 目 す る こ と で 、 売 買 に 携
た ず さ

わ る 人 々 の 真
し ん

剣
け ん

度
ど

を

計 り 比 べ ら れ る こ と を 指 す 。

〔 問 4 〕
　
見 る ま え に 跳

と

ば な く て は な ら な い 。 ・ だ が 、 跳 ぶ ま え に 見 な け

れ ば な ら な い 。 と あ る が 、

①
　
「 跳

と

ぶ 」 と は 、 誰 が ど う す る こ と を た と え た も の か 。 次 の 

の よ う に 説 明 す る と き 、 Ａ ・ Ｂ  

に 入 る 適 切 な 言 葉 を 書 い て 文 を 完 成 さ せ よ 。 な お 、 Ａ

は 三 字 の 言 葉 を 本 文 の 傍
ぼ う

線
せ ん

部
ぶ

⑶ よ り 前 か ら 抜 き 出 し て 書 き 、

Ｂ は 適 切 な 言 葉 を 十 字 以 上 十 六 字 以 内 で 書 け 。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

⑶ ⑷

〔 問 1 〕
　
だ が 、 こ の 無 限 の 循 環 運 動 の ど こ か に 狂

く る

い が 生 じ た と き 、 は じ 

め て そ の 存 在 の 歴 史 性 が 意 識 さ れ る こ と に な る の で あ る 。 と あ る

が 、 「 そ の 存 在 の 歴 史 性 が 意 識 さ れ る こ と に な る 」 と は 、 ど う い

う こ と か 。 次 の う ち か ら 最 も 適 切 な も の を 選 べ 。

ア

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 奇 跡 的 に 誕 生 し た と 言 わ れ て い る が 、 人 々

の 日 常 の 売 り 買 い を 絶 え ず 支 え る も の と し て 、 人 類 の 歴 史 を 生 み 出 し

て き た と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

イ

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 人 類 の 記 憶 も 定 か で は な い 太 古 の 時 代 に 生

ま れ た と い う 点 で 、 人 間 の 歴 史 の 中 で 途 方 も な く 大 き な 意 義 を も つ も

の だ と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

ウ

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 人 間 の 歴 史 の 中 で 生 ま れ た も の で あ っ て 、

い ず れ は そ の 存 続 が 危 う く な っ た り 、 消 滅 し て し ま う こ と も あ る も の

だ と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

エ

　
貨 幣 を 用 い た 商 品 世 界 は 太 古 の 時 代 か ら 売 り と 買 い が 繰 り 返 さ れ る

こ と で 存 在 し 続 け て き た が 、 い ず れ そ れ が 消 え 去 る こ と は 歴 史 の 必 然

で あ る と 意 識 さ れ る よ う に な る こ と 。

〔 問 2 〕
　
恐 慌 と い う 意 味 で の 危 機 以 上 の 危 機 と は 、 ど う い う も の か 。

そ の 内 容 を 簡 潔 に 表 し た 箇 所 （ 十 字 以 上 十 五 字 以 内 ） を 探 し 、 初

め の 五 字 を 書 け 。

⑴
⑵
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次 の 【 Ⅰ 】 の 文 章 と そ れ に 関 連 す る 注
ち ゅ う

釈
し ゃ く

【 Ⅱ 】 ・ 【 Ⅲ 】 を 読 ん で 、

あ と の 各 問 に 答 え よ 。 （ ＊ 印 の 付 い て い る 言 葉 に は 、 本 文 の あ と に

〔 注 〕 が あ る 。 ）

【 Ⅰ 】
古 典 の 文 章 や 詩 歌 を 読 も う と す る 時 、 私 た ち は 、 日

ひ

頃
ご ろ

ど の よ う な 手 段

を 取 っ て い る だ ろ う か 。

原 文 が 入 っ て い る 全 集 や 文 庫 本 に よ っ て 読 も う と す る 場 合 が 最 も 多 い

か も し れ な い 。 あ る い は 、 名 場 面 や 名 歌 ・ 名 句 を 選 ん で 解 説 し て あ る も

の を ひ も と く こ と も あ る だ ろ う 。

原 文 だ け を 読 め ば 、 ほ ぼ 意 味 が わ か る と い う 人 も い れ ば 、 こ と ば の 意

味 が 注 記 さ れ て い る 部 分 （ 「 語 釈 」 と 言 う ） に 目 を 転 じ な い と わ か ら な い

と い う 人 も い る だ ろ う し 、 現 代 語 訳 を 読 ん で 初 め て わ か っ た と い う 人 も

い る は ず だ 。 最 初 か ら 現 代 語 訳 だ け を 読 む 人 も い る だ ろ う 。 そ も そ も 現

代 語 訳 し か 載 っ て い な い 本 も あ る 。

古 典 の 文 章 や 詩 歌 を 読 む こ と を 職 業 と し て い る 私 も 、 原 文 を さ っ と 読

ん で 意 味 を 取 れ る こ と も あ れ ば 、 い く つ か の こ と ば の 意 味 が わ か ら な く

て 、 そ の 部 分 の 語 釈 を 参 照 す る 場 合 も あ り 、 ま た 現 代 語 訳 を 読 ん で 確
か く

認
に ん

し な い と わ か ら な い と い う 場 合 も あ る 。

と こ ろ で 、 そ の よ う に 原 文 ・ 語 釈 ・ 現 代 語 訳 な ど が 備 わ る 、 古 典 読 解

に 関 す る 便 利 な 書 物 （ 雑 誌 類 に 掲
け い

載
さ い

さ れ る 場 合 も あ る ） を 総
そ う

称
し ょ う

し て 、 注 釈

と 言 う 。

4

Ａ が 、 Ｂ こ と 。

②
　
傍 線 部 ⑶ と 傍 線 部 ⑷ は 矛 盾 し て い る よ う に 見 え る が 、 実 は 矛

盾 は し て い な い 。 そ の 理 由 を 次 の の よ う に 説 明 す

る と き 、 に 十 字 以 上 十 五 字 以 内 の 適 切 な 言 葉 を 書

い て 文 を 完 成 さ せ よ 。

傍 線 部 ⑶ と 傍 線 部 ⑷ で は 、 か ら 。

〔 問 5 〕
　
主 観 は あ く ま で も 主 観 で あ る 。 ・ 買 い 手 が 財 布 か ら 貨 幣 を だ し

て じ っ さ い に 商 品 を 買 っ て く れ る こ と に よ っ て 、 は じ め て 売 り 手

の 主 観 的 な 評 価 と し て の 商 品 の 価 格 が 客 観 的 な 判 定 を う け る こ と

に な る の で あ る 。 と あ る が 、 商 品 の 売 買 に つ い て の こ と 以 外 で 、

「 主 観 的 な 評 価 」 が 「 客 観 的 な 判 定 を う け る 」 と い う こ と の 具 体

例 を 、 あ な た の 体 験 や 見 聞 に 基 づ い て 挙 げ 、 そ れ に つ い て 感 じ た

こ と や 考 え た こ と を 含
ふ く

め て 二 百 字 以 内 で 書 け 。 な お 、 書 き 出 し や

改 行 の 際 の 空
く う

欄
ら ん

、 や や な ど も そ れ ぞ れ 一 字 と 数 え よ 。

Ⅰ Ⅱ
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の で 、 も と も と 知 っ て い る と い う 人 も 一 定 数 い る だ ろ う 。

た だ 、 人 に よ っ て は 、 「 人 の が り 」 と か 「 ひ が 〳 〵 し か ら ん 人 」 で つ

ま ず い て し ま う か も し れ な い 。 古 文 を 読 み 慣 れ て い な い と 「 か は 」 が 反

語 だ と 気 付 か な い か も し れ な い 。

そ れ に 対 し て 、 次 の よ う な 語 釈 が 付 い て い た ら ど う だ ろ う か 。 日 本 古

典 文 学 大 系 の 『 方 丈 記 徒 然 草 』 と い う 注 釈 に あ る 、 本 文 の 上 に 掲 げ ら

れ て い る 注 （ 「 頭 注 」 と 言 う ） の す べ て で あ る 。

人 の が り … … あ る 人 の も と へ 。

文 … … 手 紙 。

い は ざ り し 返 事 に … … 言 っ て や ら な か っ た 返 事 に 。

一 筆 の た ま は せ ぬ ほ ど の … … 一 言 も お っ し ゃ ら な い ほ ど の 。

ひ が 〳 〵 し か ら ん 人 … … つ む じ ま が り で 、 物 の 趣 も わ か ら な い 人 。

聞 き い る べ き か は … … 聞 き 入 れ る べ き で あ ろ う か 。 カ ハ は 反 語 の 助 詞 。

口 を し き … … 情
な さ け

な い 。

こ れ だ け 注 記 し て も ら え れ ば 、 格 段 に わ か り や す く な る 。

で は 次 に 挙 げ る 芭
ば

蕉
し ょ う

の 句 は ど う だ ろ う 。 意 味 が す ぐ に 取 れ る だ ろ う か 。

　 　 　 　
明

あ か

石
し

夜
や

泊
は く

蛸
た こ

壺
つ ぼ

や は か な き 夢 を 夏 の 月

ア

＊

注 釈 の 具 体 例 を ふ た つ 挙 げ て み よ う 。

次 に 掲
か か

げ る の は 、 個 人 的 に 愛 着 の あ る 『 徒
つ れ

然
づ れ

草
ぐ さ

』 三 十 一 段 の 全 文 で あ

る 。
　
雪 の お も し ろ う 降 り た り し 朝
あ し た

、 人 の が り 言 ふ べ き 事 あ り て 文 を

や る と て 、 雪 の こ と 何 と も い は ざ り し 返
か へ り

事
こ と

に 、 「 こ の 雪 い か ゞ 見 る

と 、 一 筆 の た ま は せ ぬ ほ ど の 、 ひ が 〳 〵 し か ら ん 人 の お ほ せ ら る ゝ

事 、 聞 き い る べ き か は 。 返
か へ す

々
が へ す

口 を し き 御
み

心
こ こ ろ

な り 」 と 言 ひ た り し

こ そ 、 を か し か り し か 。

　
今 は 亡

な

き 人 な れ ば 、 か ば か り の 事 も 忘 れ が た し 。

雪 が 趣
お も む き

深 く 降 っ た 朝 、 あ る 人 の も と へ 用 事 が あ っ て 手 紙 を 送 っ た と

こ ろ 、 雪 の こ と に は 何 も 触 れ な か っ た 。 す る と 、 そ の 返 事 に 、 「 こ の 雪

を ど の よ う に ご 覧 に な り ま し た か と 、 一 言 も お っ し ゃ ら な い よ う な 情
じ ょ う

趣
し ゅ

を 解 さ な い 人 の 仰
お お

せ に な る こ と を 、 ど う し て 聞 き 入 れ る こ と が で き ま

し ょ う か 。 と て も で き ま せ ん 。 本 当 に 情 け な い 御 心 で す 」 と 言 っ て き た

の は 、 お も し ろ い こ と だ っ た 。 今 は も う 亡 く な っ た 方 な の で 、 こ れ く ら

い の こ と も 忘 れ が た い の で あ る 。

た ぶ ん 年 上 の 、 親 し い 感 情 を 抱 い て い る 相 手 と の 、 淡 く て 、 優 美 で 、

あ た た か い 心 の 交 わ り が 描 か れ て い る 。 そ ん な と こ ろ に 憧
あ こ が

れ て 、 私 は

こ の 話 が 好 き な の だ 。

冒
ぼ う

頭
と う

の 問 題 意 識 に 戻 っ て 、 こ の 原 文 を な が め て み る と 、 一 読 し て だ い

た い の 意 味 が わ か る と い う 人 も 多 い か も し れ な い 。 そ も そ も 有 名 な 段 な

⑴

⑵

⑶
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れ て あ っ て 、 理 解 が 助 け ら れ る 。

も う 少 し こ と ば を 補 っ た 鑑 賞 と い う こ と だ と 、 以 下 に 挙 げ る 日 本 古 典

文 学 全 集 『 松 尾 芭 蕉 集 』 の よ う な も の が あ り 、 さ ら に 深 く 句 の 味 わ い を

知 る こ と が で き る 。

こ こ 明 石 の 浦
う ら

に 船
ふ な

繫
が か

り し て 、 旅 寝 の 楫
か じ

枕
ま く ら

に 通 う 客
か く

愁
し ゅ う

と 懐
か い

旧
き ゅ う

の 情

を 侘
わ

び て い る と 、 明 け や す い 夏 の 月 は も う 中 空 に あ っ て 、 こ の 世 の

も の な ら ぬ 蒼
あ お

白
じ ろ

い 光 を 投 げ か け 、 海
う な

原
ば ら

一 面 に 夢 幻 の 趣 を 添 え て い

る 。 聞 け ば こ の 静 か な 海 の 底 で 、 蛸 は 明 日 の 生 命 も 知 ら ず 、 人 の 沈

め た 蛸 壺 の 中 に 、 は か な い 夢 を 結 ん で い る と い う 。 明 石 と い い 、 蛸

壺 と い い 、 は た ま た 夏 の 夜 の 夢 と い い 、 ま こ と 夢
む

幻
げ ん

泡
ほ う

影
よ う

の 夜 泊 の 感

懐 で あ る 。 「 明 石 夜 泊 」 と い う 前
ま え

書
が き

は 、 「 楓
ふ う

橋
き ょ う

夜
や

泊
は く

」 （ 張
ち ょ う

継
け い

） な ど の

詩 題 に な ら っ た も の で あ り 、 旅 懐 の 中 に す で に 人 生 仮 泊 の 憂
ゆ う

愁
し ゅ う

を

も 言 い こ め て あ る と み ら れ る 。 『 源 氏 物 語 』 『 平 家 物 語 』 等 に 縁 の 深

い 明 石 に 、 蛸 壺 の は か な さ を 見 つ け た と こ ろ が 俳
は い

諧
か い

の 新 し み で あ る

が 、 そ の 滑
こ っ

稽
け い

な 蛸 壺 を 、 夢 と い う 一 字 を 媒
ば い

介
か い

に し て 明 け や す い 夏 の

月 に 結 び つ け 、 一 句 を お も し ろ う て や が て 悲 し き 夜 泊 の 哀
ペ ー

愁
ソ ス

に ま と

め あ げ た と こ ろ が 非
ひ

凡
ぼ ん

。 季 語 は 「 夏 の 月 」 。

以 上 の よ う に 、 さ ま ざ ま な 注 釈 に よ っ て 、 古 典 へ の 理 解 が 高 ま る こ と

は 、 多 く の 人 々 が 経 験 す る と こ ろ で は な い か 。

（ 鈴 木 健 一 「 古 典 注 釈 入 門 」 に よ る ）

＊ ＊ ＊

＊

＊

＊

＊ ＊ ＊

蛸 壺 に 捕 ら え ら れ て い る 蛸 は 、 明 日 は 引 き 上 げ ら れ て し ま う 運 命 と も

知 ら ず 、 は か な い 夢 を 結 ん で い る 。 空 で は 、 明 け や す い 夏 の 空 に か か っ

た 月 が あ た り を 照 ら し て い る 。 蛸 の む な し い 運 命 と 、 醒
さ

め れ ば 消 え て し

ま う 夢 の は か な さ 、 そ し て 夏 の 夜 の 短 さ と が 重 な り 合 っ て 、 さ ま ざ ま な

は か な さ が 実 感 さ れ る 。 そ し て 、 捕 ら え ら れ て し ま う 蛸 が ど こ と な く 笑

い を も 醸
か も

し 出
だ

す 。 お か し み の 中 に 哀 れ さ を 誘
さ そ

う 印 象 的 な 句 な の で あ る 。

そ し て 、 「 は か な き 夢 を 夏 の 月 」 と い う 屈 曲 し た 表 現 が 印 象 の 強 さ を 増

さ し め て い る 。

こ れ も 一 読 し て 意 味 が 取 れ る 人 も い れ ば 、 そ う で な い 人 も い る だ ろ う 。

『 徒 然 草 』 と 同 じ く 、 日 本 古 典 文 学 大 系 の 『 芭 蕉 句 集 』 の 頭 注 を 引 こ う 。

元
げ ん

禄
ろ く

元 年 。 ○ 明 石 夜 泊 ― 四 月 二 十 日 、 実 際 は 須
す

磨
ま

に 泊
と ま

っ て い る 。 ↓

書 簡 一 九 。 ○ 蛸 壺 ― 蛸 を 捕
と ら

え る 素
す

焼
や き

の 壺 。 縄
な わ

で 繫
つ な

ぎ 合
あ

わ せ 、 昼 の 中

に 海 底 に 沈 め て お い て 、 翌 早 朝 に 引 き 上 げ る 。 蛸 が 岩 穴 と 間 違 え て

壺 に 入 っ て い る の を 引 き 上 げ て 捕 え る の で あ る 。 ○ 短 夜 の 夏 の 月 が

照 ら す 海 底 で 、 蛸 は 既 に 捕 え ら れ て い る と も 知 ら ず 、 蛸 壺 の 底 に へ

ば り つ い て 、 は か な い 夢 を 結 ん で い る だ ろ う の 意 。

な る ほ ど 、 こ れ だ け 情 報 が あ れ ば 、 こ の 句 に つ い て の 理 解 が ぐ ん と 深

ま る 。 「 明 石 夜 泊 」 と あ る も の の 、 実 際 は 須 磨 に 泊
と

ま っ て い る こ と が 、

同 じ 古 典 大 系 の 『 芭 蕉 文 集 』 に 載 っ て い る 書 簡 に よ っ て わ か る と さ れ

る 。 つ ま り 、 明 石 に 泊 ま っ て 句 を 作 っ た と い う の は 虚 構 な の だ 。 「 蛸 壺 」

の 解 説 も 明 解 で 、 よ く わ か る 。 そ し て 、 最 後 に 句 の 意 味 が 丁
て い

寧
ね い

に 説 明 さ

イ
ウ

⑷

エ

－ 18 －
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 張
ち ょ う

継
け い

中 国 、 唐
と う

の 詩 人 。 「 楓
ふ う

橋
き ょ う

夜
や

泊
は く

」 の 作 者 。

 旅 懐 旅 情 。

 人 生 仮 泊 人 の 世 は 無 常 で あ る と い う こ と 。

 憂
ゆ う

愁
し ゅ う

う れ い と 哀
か な

し み 。

 露
ろ

呈
て い

隠 れ て い る も の を 外 に あ ら わ し だ す こ と 。

 断
だ ん

乎
こ

考 え を き っ ぱ り と 決 め 、 そ の 通 り に す る 様 子 。

 愛
あ い

惜
せ き

過 ぎ 去 っ た こ と に 心 ひ か れ て 惜
お

し む こ と 。

〔 問 1 〕
　
注 釈 の 具 体 例 を ふ た つ 挙 げ て み よ う 。 と あ る が 、 そ の 意 図 を 説

明 し た も の と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う ち で は ど れ か 。

ア

　
ま ず 、 注 釈 が 相 互 に 補 完 し 合 う こ と を 示 し 、 次 に 、 同 じ 作 品 で あ っ

て も 語 意 の 選 び 方 で 異 な っ た 内 容 と な る 注 釈 を 示 す こ と で 、 解 釈 に は

様 々 な 可 能 性 が あ る こ と を 示 そ う と し て い る 。

イ

　
ま ず 、 語 釈 が 全 く な い 場 合 に は あ る 程 度 の 理 解 も 不 可 能 で あ る こ と

を 示 し 、 次 に 、 語 の 意 味 だ け で は な く 鑑 賞 も 加 え る こ と で 、 含
ふ く

み の 多

い 作 品 も 情 景 が 理 解 で き る こ と を 示 そ う と し て い る 。

ウ

　
ま ず 、 親 し み や す い 作 品 で あ れ ば 語 釈 が な く て も そ れ な り に 理 解 は

可 能 で あ る こ と を 示 し 、 次 に 、 難 解 な 作 品 に は 言 葉 の 意 味 の み な ら

ず 、 場 面 を 説 明 し た 鑑 賞 文 も 必 要 で あ る こ と を 示 そ う と し て い る 。

エ

　
ま ず 、 語 釈 が あ る こ と に よ っ て 文 意 が 捉
と ら

え や す く な る こ と を 示 し 、

次 に 、 語 釈 に 加 え て 鑑 賞 を 含 ん だ 注 釈 を 読 む こ と で 作 品 の 奥 深 い 背 景

を 知 り 、 理 解 を 深 め る こ と が で き る こ と を 示 そ う と し て い る 。

⑴

【 Ⅱ 】

「 を か し 」 の 注 … … 興 趣 ふ か い 、 お も し ろ い と い う 意 味 だ が 、 「 あ は れ 」

が 対 象 を 主 観 的 に 賞 美 す る さ ま を 表 す の と 異 な り 、 知 性 や 批 判 意 識 が は

た ら く 。

 （ 鑑 賞 日 本 古 典 文 学 「 方 丈 記 ・ 徒 然 草 」 に よ る ）

【 Ⅲ 】
本 段 の 表 現 の 重 心 は 、 「 返 事 」 の 文 面 に 現

あ ら

わ れ て い る 、 純
じ ゅ ん

粋
す い

に 、 率
そ っ

直
ち ょ く

 

に 、 自 分 を 非 難 し た 、 「 亡 き 人 」 の 性 格 に あ る 。 手 紙 ・ 書 簡 と い う も の

は 、 多 く の 場 合 、 筆 者 そ の 人 の 面
め ん

目
ぼ く

を 露
ろ

呈
て い

し 、 読 者 そ の 人 に 直 接 に 迫 っ

て く る も の で あ っ て 、 そ の 点 か ら い え ば 、 劇 や 雄
ゆ う

弁
べ ん

と 同 じ 方 向 に 立 つ 表

現 形 態 と い う こ と が で き る の で あ る が 、 こ こ で も 、 「 聞 き 入 る べ き か は 」

と 、 断
だ ん

乎
こ

と し て 拒 否 し 、 「 返 す 〴 〵 口 を し き 御 心 な り 」 と 思 い き っ て 非 

難 し て い る と こ ろ に 、 思 い つ め た 、 い ち ず な 、 そ れ だ け に 純 真 な 個 性 が

発 揮 さ れ て い た の を 、 兼 好 は 「 忘 れ が た し 」 と 愛
あ い

惜
せ き

し て い る の で あ る 。

（ 安 良 岡 康 作 「 徒 然 草 全 注 釈 」 に よ る ）

〔 注 〕 夜
や

泊
は く

夜 、 船 を と め て そ の 中 で 泊 ま る こ と 。

 船
ふ な

繫
が か

り 船 を つ な ぎ と め る こ と 。

 楫
か じ

枕
ま く ら

船 の 旅 。

 客
か く

愁
し ゅ う

旅 先 で 感 じ る わ び し い 気 持 ち 。

 侘
わ

び て 心 細 く 感 じ て 。

 夢
む

幻
げ ん

泡
ほ う

影
よ う

人 生 の は か な い こ と 。

＊

＊

＊
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〔 問 4 〕
　
次 に 挙 げ る の は 、 か ば か り の 事 も 忘 れ が た し 。 を め ぐ っ て 生 徒

と 先 生 が 交
か

わ し た 授 業 中 の 会 話 で あ る 。 （ ① ） ・ （ ② ） に 入 る 最 も

適 切 な 語 句 を 、 【 Ⅰ 】 又
ま た

は 【 Ⅲ 】 か ら 抜 き 出 し て 書 け 。 な お 、 字

数 は （
　
） 内 の 指 示 に 従 う こ と 。

生 徒 Ａ
　
『 徒 然 草 』 の こ の 段 を 初 め て 読 み ま し た 。 現 代 語 訳 も あ る と と

て も 分 か り や す く な り ま す ね 。 で も 、 「 人 」 は 作 者 を 「 ひ が 〳 〵

し か ら ん 人 」 「 口 を し き 」 と い っ て 非 難 し て い る と 思 う け れ ど 、

そ れ な の に ど う し て 作 者 は 「 忘 れ が た し 」 と い っ て い る の で す か 。

先 生
　 　
そ う で す ね 。 で は 、 も う 少 し 別 の 注 釈 も 見 て み ま し ょ う 。

生 徒 Ｂ
　
【 Ⅱ 】 の 注 釈 を 見 る と 「 を か し 」 は 知 性 や 批 判 意 識 が は た ら い

た 表 現 だ と あ り ま す ね 。

先 生
　 　
そ う で す ね 。 【 Ⅲ 】 の 注 釈 で は 、 ど う で す か 。

生 徒 Ｂ
　
手 紙 に は 書 い た 人 の あ り よ う が 投 影 さ れ る と あ り ま す ね 。

生 徒 Ｃ
　
そ う で す ね 。 手 紙 の 文 面 に 、 自 分 を 非 難 し た 人 の 「 （ ① 五 字 ） 」

が 表 れ て い た の を 「 愛
あ い

惜
せ き

」 し て い る の で す ね 。

生 徒 Ａ
　
そ う か 。 だ か ら 【 Ⅰ 】 の 文 章 で 、 こ の 段 に は 「 （ ② 十 八 字 ） 」

が 描 か れ て い る と あ る の で す ね 。 よ く 分 か り ま し た 。

生 徒 Ｃ
　
い く つ か の 注 釈 を 読 ん で 納 得 が い き ま し た 。 な る ほ ど 、 作 品 も

注 釈 も お も し ろ い も の で す ね 。

⑶

〔 問 2 〕
　
聞 き い る べ き か は 。 の 意 味 内 容 と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う

ち で は ど れ か 。

ア

　
聞 き 入 れ る の は 当 然 で す 。

イ

　
聞 き 入 れ る こ と は で き ま せ ん 。

ウ

　
聞 き 入 れ る こ と は な い で し ょ う 。

エ

　
聞 き 入 れ る こ と に な る で し ょ う 。

〔 問 3 〕
　
文 中 の を 付 け た 「 れ る ・ ら れ る 」 の う ち 、 他 の 三 つ と 異

な る 意 味 の も の は ど れ か 。

ア

　
本 文 の 上 に 掲 げ ら れ て い る 注

イ

　
蛸 壺 に 捕 ら え ら れ て い る 蛸

ウ

　
さ ま ざ ま な は か な さ が 実 感 さ れ る 。

エ

　
書 簡 に よ っ て わ か る と さ れ る 。

⑵

ア
イ

ウ

エ

－ 19 －
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 張
ち ょ う

継
け い

中 国 、 唐
と う

の 詩 人 。 「 楓
ふ う

橋
き ょ う

夜
や

泊
は く

」 の 作 者 。

 旅 懐 旅 情 。

 人 生 仮 泊 人 の 世 は 無 常 で あ る と い う こ と 。

 憂
ゆ う

愁
し ゅ う

う れ い と 哀
か な

し み 。

 露
ろ

呈
て い

隠 れ て い る も の を 外 に あ ら わ し だ す こ と 。

 断
だ ん

乎
こ

考 え を き っ ぱ り と 決 め 、 そ の 通 り に す る 様 子 。

 愛
あ い

惜
せ き

過 ぎ 去 っ た こ と に 心 ひ か れ て 惜
お

し む こ と 。

〔 問 1 〕
　
注 釈 の 具 体 例 を ふ た つ 挙 げ て み よ う 。 と あ る が 、 そ の 意 図 を 説

明 し た も の と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う ち で は ど れ か 。

ア

　
ま ず 、 注 釈 が 相 互 に 補 完 し 合 う こ と を 示 し 、 次 に 、 同 じ 作 品 で あ っ

て も 語 意 の 選 び 方 で 異 な っ た 内 容 と な る 注 釈 を 示 す こ と で 、 解 釈 に は

様 々 な 可 能 性 が あ る こ と を 示 そ う と し て い る 。

イ

　
ま ず 、 語 釈 が 全 く な い 場 合 に は あ る 程 度 の 理 解 も 不 可 能 で あ る こ と

を 示 し 、 次 に 、 語 の 意 味 だ け で は な く 鑑 賞 も 加 え る こ と で 、 含
ふ く

み の 多

い 作 品 も 情 景 が 理 解 で き る こ と を 示 そ う と し て い る 。

ウ

　
ま ず 、 親 し み や す い 作 品 で あ れ ば 語 釈 が な く て も そ れ な り に 理 解 は

可 能 で あ る こ と を 示 し 、 次 に 、 難 解 な 作 品 に は 言 葉 の 意 味 の み な ら

ず 、 場 面 を 説 明 し た 鑑 賞 文 も 必 要 で あ る こ と を 示 そ う と し て い る 。

エ

　
ま ず 、 語 釈 が あ る こ と に よ っ て 文 意 が 捉
と ら

え や す く な る こ と を 示 し 、

次 に 、 語 釈 に 加 え て 鑑 賞 を 含 ん だ 注 釈 を 読 む こ と で 作 品 の 奥 深 い 背 景

を 知 り 、 理 解 を 深 め る こ と が で き る こ と を 示 そ う と し て い る 。

⑴

【 Ⅱ 】

「 を か し 」 の 注 … … 興 趣 ふ か い 、 お も し ろ い と い う 意 味 だ が 、 「 あ は れ 」

が 対 象 を 主 観 的 に 賞 美 す る さ ま を 表 す の と 異 な り 、 知 性 や 批 判 意 識 が は

た ら く 。

 （ 鑑 賞 日 本 古 典 文 学 「 方 丈 記 ・ 徒 然 草 」 に よ る ）

【 Ⅲ 】
本 段 の 表 現 の 重 心 は 、 「 返 事 」 の 文 面 に 現

あ ら

わ れ て い る 、 純
じ ゅ ん

粋
す い

に 、 率
そ っ

直
ち ょ く

 

に 、 自 分 を 非 難 し た 、 「 亡 き 人 」 の 性 格 に あ る 。 手 紙 ・ 書 簡 と い う も の

は 、 多 く の 場 合 、 筆 者 そ の 人 の 面
め ん

目
ぼ く

を 露
ろ

呈
て い

し 、 読 者 そ の 人 に 直 接 に 迫 っ

て く る も の で あ っ て 、 そ の 点 か ら い え ば 、 劇 や 雄
ゆ う

弁
べ ん

と 同 じ 方 向 に 立 つ 表

現 形 態 と い う こ と が で き る の で あ る が 、 こ こ で も 、 「 聞 き 入 る べ き か は 」

と 、 断
だ ん

乎
こ

と し て 拒 否 し 、 「 返 す 〴 〵 口 を し き 御 心 な り 」 と 思 い き っ て 非 

難 し て い る と こ ろ に 、 思 い つ め た 、 い ち ず な 、 そ れ だ け に 純 真 な 個 性 が

発 揮 さ れ て い た の を 、 兼 好 は 「 忘 れ が た し 」 と 愛
あ い

惜
せ き

し て い る の で あ る 。

（ 安 良 岡 康 作 「 徒 然 草 全 注 釈 」 に よ る ）

〔 注 〕 夜
や

泊
は く

夜 、 船 を と め て そ の 中 で 泊 ま る こ と 。

 船
ふ な

繫
が か

り 船 を つ な ぎ と め る こ と 。

 楫
か じ

枕
ま く ら

船 の 旅 。

 客
か く

愁
し ゅ う

旅 先 で 感 じ る わ び し い 気 持 ち 。

 侘
わ

び て 心 細 く 感 じ て 。

 夢
む

幻
げ ん

泡
ほ う

影
よ う

人 生 の は か な い こ と 。

＊

＊

＊
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〔 問 4 〕
　
次 に 挙 げ る の は 、 か ば か り の 事 も 忘 れ が た し 。 を め ぐ っ て 生 徒

と 先 生 が 交
か

わ し た 授 業 中 の 会 話 で あ る 。 （ ① ） ・ （ ② ） に 入 る 最 も

適 切 な 語 句 を 、 【 Ⅰ 】 又
ま た

は 【 Ⅲ 】 か ら 抜 き 出 し て 書 け 。 な お 、 字

数 は （
　
） 内 の 指 示 に 従 う こ と 。

生 徒 Ａ
　
『 徒 然 草 』 の こ の 段 を 初 め て 読 み ま し た 。 現 代 語 訳 も あ る と と

て も 分 か り や す く な り ま す ね 。 で も 、 「 人 」 は 作 者 を 「 ひ が 〳 〵

し か ら ん 人 」 「 口 を し き 」 と い っ て 非 難 し て い る と 思 う け れ ど 、

そ れ な の に ど う し て 作 者 は 「 忘 れ が た し 」 と い っ て い る の で す か 。

先 生
　 　
そ う で す ね 。 で は 、 も う 少 し 別 の 注 釈 も 見 て み ま し ょ う 。

生 徒 Ｂ
　
【 Ⅱ 】 の 注 釈 を 見 る と 「 を か し 」 は 知 性 や 批 判 意 識 が は た ら い

た 表 現 だ と あ り ま す ね 。

先 生
　 　
そ う で す ね 。 【 Ⅲ 】 の 注 釈 で は 、 ど う で す か 。

生 徒 Ｂ
　
手 紙 に は 書 い た 人 の あ り よ う が 投 影 さ れ る と あ り ま す ね 。

生 徒 Ｃ
　
そ う で す ね 。 手 紙 の 文 面 に 、 自 分 を 非 難 し た 人 の 「 （ ① 五 字 ） 」

が 表 れ て い た の を 「 愛
あ い

惜
せ き

」 し て い る の で す ね 。

生 徒 Ａ
　
そ う か 。 だ か ら 【 Ⅰ 】 の 文 章 で 、 こ の 段 に は 「 （ ② 十 八 字 ） 」

が 描 か れ て い る と あ る の で す ね 。 よ く 分 か り ま し た 。

生 徒 Ｃ
　
い く つ か の 注 釈 を 読 ん で 納 得 が い き ま し た 。 な る ほ ど 、 作 品 も

注 釈 も お も し ろ い も の で す ね 。

⑶

〔 問 2 〕
　
聞 き い る べ き か は 。 の 意 味 内 容 と し て 最 も 適 切 な の は 、 次 の う

ち で は ど れ か 。

ア

　
聞 き 入 れ る の は 当 然 で す 。

イ

　
聞 き 入 れ る こ と は で き ま せ ん 。

ウ

　
聞 き 入 れ る こ と は な い で し ょ う 。

エ

　
聞 き 入 れ る こ と に な る で し ょ う 。

〔 問 3 〕
　
文 中 の を 付 け た 「 れ る ・ ら れ る 」 の う ち 、 他 の 三 つ と 異

な る 意 味 の も の は ど れ か 。

ア

　
本 文 の 上 に 掲 げ ら れ て い る 注

イ

　
蛸 壺 に 捕 ら え ら れ て い る 蛸

ウ

　
さ ま ざ ま な は か な さ が 実 感 さ れ る 。

エ

　
書 簡 に よ っ て わ か る と さ れ る 。

⑵

ア
イ

ウ

エ
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〔 問 6 〕
　
次 に 挙 げ る の は 、 芭 蕉 の 「 蛸 壺 や は か な き 夢 を 夏 の 月 」 の 句 に

つ い て の 生 徒 の 言 葉 で あ る 。 こ の 中 で 、 本 文 の 内 容 を 適 切 に 理 解

し た 発 言 は ど れ か 。

ア

　
生 徒 Ａ 

　
は じ め は 「 蛸 壺 」 と 「 夢 」 と 「 月 」 と 無 関 係 な 語 が 並 ん で

い る だ け の よ う に 思 え た け れ ど 、 本 文 の 説 明 を 読 ん で ど れ も

「 は か な さ 」 で つ な が り 合 っ て 、 こ の 夜 が 特 別 に 無 常 で あ る

こ と を 表 し て い る と て も 悲 し い 作 品 だ と 分 か っ た 。

イ

　
生 徒 Ｂ 

　
「 明 石 夜 泊 」 と あ る け れ ど 、 ど の 注 釈 を 見 て も 、 芭 蕉 は

「 明 石 」 に は 泊 ま っ て い な い こ と が 分 か る 。 「 奥 の 細 道 」 の 勉

強 を し た と き 、 虚 構 を 交 え て 作 品 世 界 を 作 っ て い る と 習 っ た

け れ ど 、 そ れ と 同 じ こ と が 言 え て お も し ろ い 。

ウ

　
生 徒 Ｃ 

　
な ぜ 「 明 石 」 な の か 分 か ら な か っ た が 、 「 明 石 」 が 古 典 作

品 に 縁 が 深 い 場 所 で 、 作 品 に 日 本 文 学 の 伝 統 の 世 界 を 入 れ て

い る こ と や 、 使 っ て い る 言 葉 が ど れ も 伝 統 的 な 優 雅 な 世 界 を

表 し て い る 言 葉 だ と い う こ と が 、 注 釈 を 読 ん で 分 か っ た 。

エ

　
生 徒 Ｄ 

　
は じ め は 「 蛸 壺 」 と 「 夢 」 の 組 み 合 わ せ が 唐

と う

突
と つ

に 感 じ ら れ

た 。 け れ ど 注 釈 を 読 ん で 、 こ の 作 品 は 日 本 の 古 典 だ け で は な

く 中 国 の 詩 の 影 響 も 受 け て い る こ と や 、 言 葉 の 結 び つ き が 新

鮮 で 俳 諧 の お も し ろ み の あ る 作 品 だ と 分 か っ て 興 味 深 い 。

〔 問 5 〕
　
「 は か な き 夢 を 夏 の 月 」 と い う 屈 曲 し た 表 現 の 説 明 と し て 最 も

適 切 な の は 、 次 の う ち で は ど れ か 。

ア

　
「 夢 を 」 に 対 し て は 、 本 来 な ら 「 結 ぶ 」 あ る い は 「 見 る 」 な ど と 続

く は ず の 動 詞 が 省 略 さ れ 、 「 夢 を 」 と は 直 接 に は 関 わ り の な い 「 夏 の

月 」 と 詠
よ

み つ な ぐ こ と で 、 印 象 深 い も の と し て い る 。

イ

　
無 限 に 広 が り な が ら も 所

し ょ

詮
せ ん

は 消 え て し ま う 「 夢 」 を 、 た と え 短 く て

も 現 実 に 夜 空 に か か る 「 夏 の 月 」 と 対 比 さ せ る こ と に よ っ て 、 「 夢 」

の 悲 哀 感 を 引 き 立 て る 効 果 が 生 み 出 さ れ て い る 。

ウ

　
「 夏 の 月 」 が 「 は か な き 夢 」 を 結 ぶ と い う 、 現 実 に は あ り え な い 変

わ っ た 構 図 を 倒
と う

置
ち

法
ほ う

に よ っ て 示 す こ と で 、 月 が 美 し く て も 夏 の 夜 は す

ぐ に 明 け て し ま う と い う 物 足 り な さ を 強 調 し て い る 。

エ

　
夜 が 明 け れ ば 生 け 捕 ら れ て し ま う の に 「 夢 を 」 「 見 る 」 「 蛸 」 の 哀 れ

な 姿 を 、 さ え ざ え と 輝 く 「 夏 の 月 」 が 見 守 る と い う 表 現 方 法 で 、 月 を

ま る で 慈
じ

悲
ひ

深
ぶ か

い 存 在 で あ る か の よ う に 描 き 出 し て い る 。

⑷
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注
意

3 寺 数 学

（
3
寺
）

数
　
　
　
　
　
学

1
　

問
題

は
1

か
ら
4

ま
で

で
，
7

ペ
ー

ジ
に

わ
た

っ
て

印
刷

し
て

あ
り

ま
す

。
 

ま
た

，
解

答
用

紙
は

両
面

に
印

刷
し

て
あ

り
ま

す
。

2
　

検
査

時
間

は
50

分
で

，
終

わ
り

は
午
前
11

時
10

分
で

す
。

3
　

声
を

出
し

て
読

ん
で

は
い

け
ま

せ
ん

。

4
　

解
答

は
全

て
解

答
用

紙
に
Ｈ
Ｂ
又ま

た

は
Ｂ
の
鉛
筆
（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も
可
）

を
 

使
っ

て
明

確
に

記
入

し
，
解
答
用
紙
だ
け
を
提
出
し
な
さ
い

。

5
　

答
え

に
根

号
が

含ふ
く

ま
れ

る
と

き
は

，
根
号
を
付
け
た
ま
ま

，
分
母
に
根
号
を
含
ま
な
い

形
で
表
し
な
さ
い

。
ま

た
，
根
号
の
中
を
最
も
小
さ
い
自
然
数
に
し
な
さ
い

。

6
　

答
え

は
全

て
解

答
用

紙
の

決
め

ら
れ

た
欄ら

ん

か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
書
き
な
さ
い

。

7
　

解
答

を
直

す
と

き
は

，
き

れ
い

に
消

し
て

か
ら

，
消

し
く

ず
を

残
さ

な
い

よ
う

に
し

て
，

新
し

い
答

え
を

書
き

な
さ

い
。

8
　
受
検
番
号

を
解

答
用

紙
の

表
面

と
裏

面
の

決
め

ら
れ

た
欄

に
書

き
，

表
面

に
つ

い
て

は
，

そ
の
数
字
の

の
中
を
正
確
に
塗ぬ

り
つ
ぶ
し
な
さ
い

。

9
　

解
答

用
紙

は
，

汚
し

た
り

，
折

り
曲

げ
た

り
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

1

次
の

各
問

に
答

え
よ

。

〔
問

1
〕　

1

2

6
3

6

3
8

-
-

+
　

を
計

算
せ

よ
。

〔
問

2
〕　

二
次

方
程

式
　（
x
-

2）
2
-

（
4
+
x）（

2
-
x）
+

1
=

0　
を

解
け

。

〔
問

3
〕　

1
枚

の
硬

貨
を

投
げ

，
表

が
出

た
ら

得
点

を
2

点
与

え
ら

れ
，

裏
が

出
た

ら
得

点
を

1
点

失
う

 
 

ゲ
ー

ム
を

行
う

。

硬
貨

を
4

回
投

げ
た

と
き

，
得

点
の

合
計

が
2

点
と

な
る

確
率

を
求

め
よ

。

た
だ

し
，

硬
貨

の
表

と
裏

の
出

方
は

同
様

に
確

か
ら

し
い

も
の

と
す

る
。

〔
問

4
〕　

連
立

方
程

式
　

x
y

x
y

32

21

65

0
5

87

41
.

+
=

+
=

e
o

*
　

を
解

け
。

〔
問

5
〕　

容
器

A
に

濃の
う

度ど

8
％

の
食

塩
水

20
0

g，
容

器
B

に
濃

度
4

％
の

食
塩

水
15

0
g

が
入

っ
て

い
る

。

容
器

A
か

ら
50

g
の

食
塩

水
を

，
容

器
B

に
入

れ
て

よ
く

か
き

混
ぜ

た
あ

と
，

容
器

B
か

ら
 

 

50
g

の
食

塩
水

を
，

容
器

A
に

入
れ

て
よ

く
か

き
混

ぜ
た

。

容
器

A
の

食
塩

水
の

濃
度

は
何

％
か

。

〔
問

6
〕　

右
の

図
の

よ
う

に
，

線
分

A
B

と
線

分
A

C
が

あ
り

， 
 

点
P

は
線

分
A

B
上

に
あ

る
点

で
あ

る
。

解か
い

答と
う

欄ら
ん

に
示

し
た

図
を

も
と

に
し

て
，

点
P

を
通

り
， 

 

線
分

A
B

と
線

分
A

C
に

と
も

に
接

す
る

円
の

中
心

と
な

る
 

 

点
O

を
，

定
規

と
コ

ン
パ

ス
を

用
い

て
作

図
に

よ
っ

て
求

め
， 

 

点
O

の
位

置
を

示
す

文
字

O
も

書
け

。

た
だ

し
，

作
図

に
用

い
た

線
は

消
さ

な
い

で
お

く
こ

と
。

1

Ｂ

Ｃ

Ｐ
Ａ
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注
意

3 寺 数 学

（
3
寺
）

数
　
　
　
　
　
学

1
　

問
題

は
1

か
ら
4

ま
で

で
，
7

ペ
ー

ジ
に

わ
た

っ
て

印
刷

し
て

あ
り

ま
す

。
 

ま
た

，
解

答
用

紙
は

両
面

に
印

刷
し

て
あ

り
ま

す
。

2
　

検
査

時
間

は
50

分
で

，
終

わ
り

は
午
前
11

時
10

分
で

す
。

3
　

声
を

出
し

て
読

ん
で

は
い

け
ま

せ
ん

。

4
　

解
答

は
全

て
解

答
用

紙
に
Ｈ
Ｂ
又ま

た

は
Ｂ
の
鉛
筆
（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も
可
）

を
 

使
っ

て
明

確
に

記
入

し
，
解
答
用
紙
だ
け
を
提
出
し
な
さ
い

。

5
　

答
え

に
根

号
が

含ふ
く

ま
れ

る
と

き
は

，
根
号
を
付
け
た
ま
ま

，
分
母
に
根
号
を
含
ま
な
い

形
で
表
し
な
さ
い

。
ま

た
，
根
号
の
中
を
最
も
小
さ
い
自
然
数
に
し
な
さ
い

。

6
　

答
え

は
全

て
解

答
用

紙
の

決
め

ら
れ

た
欄ら

ん

か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
書
き
な
さ
い

。

7
　

解
答

を
直

す
と

き
は

，
き

れ
い

に
消

し
て

か
ら

，
消

し
く

ず
を

残
さ

な
い

よ
う

に
し

て
，

新
し

い
答

え
を

書
き

な
さ

い
。

8
　
受
検
番
号

を
解

答
用

紙
の

表
面

と
裏

面
の

決
め

ら
れ

た
欄

に
書

き
，

表
面

に
つ

い
て

は
，

そ
の
数
字
の

の
中
を
正
確
に
塗ぬ

り
つ
ぶ
し
な
さ
い

。

9
　

解
答

用
紙

は
，

汚
し

た
り

，
折

り
曲

げ
た

り
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

2

右
の
図
1

で
，

点
O

は
原

点
，

曲
線
f
は

関
数
y

x
1 2

2
=

の
グ

ラ
フ

を
 

 

表
し

て
い

る
。

点
A

，
点

B，
点

C
は

全
て

曲
線
f
上

に
あ

り
，
x

座
標

は
そ

れ
ぞ

れ
 

 

2
，

8
，
-

6
で

あ
る

。

y
軸

上
に

あ
る

点
を

D
と

し
，

点
D

の
y

座
標

を
t（
t
2

0）
と

す
る

。

原
点

か
ら

点
（

1，
0）

ま
で

の
距き

ょ

離り

，
お

よ
び

原
点

か
ら

点
（

0，
1）

ま
で

 
 

の
距

離
を

そ
れ

ぞ
れ

1
cm

と
し

て
，

次
の

各
問

に
答

え
よ

。

〔
問

1
〕　

2
点

B，
D

を
通

る
直

線
の

傾
き

が
2

で
あ

る
と

き
， 

 

t
の

値
を

求
め

よ
。

〔
問

2
〕　

右
の
図
2

は
，
図
1

に
お

い
て

，
点

A
と

点
B，

点
A

と
点

D
， 

 

点
B

と
点

D
を

そ
れ

ぞ
れ

結
ん

だ
場

合
を

表
し

て
い

る
。

i
A

BD
の

面
積

は
何

cm
2
か

，
t
を

用
い

た
式

で
表

せ
。

た
だ

し
，

答
え

だ
け

で
な

く
，

答
え

を
求

め
る

過
程

が
分

か
る

 
 

よ
う

に
，

途
中

の
式

や
計

算
な

ど
も

書
け

。

図
1

f

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

x

y

Ｏ

2

図
2

f

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

x

y

Ｏ

1

次
の

各
問

に
答

え
よ

。

〔
問

1
〕　

1

2

6
3

6

3
8

-
-

+
　

を
計

算
せ

よ
。

〔
問

2
〕　

二
次

方
程

式
　（
x
-

2）
2
-

（
4
+
x）（

2
-
x）
+

1
=

0　
を

解
け

。

〔
問

3
〕　

1
枚

の
硬

貨
を

投
げ

，
表

が
出

た
ら

得
点

を
2

点
与

え
ら

れ
，

裏
が

出
た

ら
得

点
を

1
点

失
う

 
 

ゲ
ー

ム
を

行
う

。

硬
貨

を
4

回
投

げ
た

と
き

，
得

点
の

合
計

が
2

点
と

な
る

確
率

を
求

め
よ

。

た
だ

し
，

硬
貨

の
表

と
裏

の
出

方
は

同
様

に
確

か
ら

し
い

も
の

と
す

る
。

〔
問

4
〕　

連
立

方
程

式
　

x
y

x
y

32

21

65

0
5

87

41
.

+
=

+
=

e
o

*
　

を
解

け
。

〔
問

5
〕　

容
器

A
に

濃の
う

度ど

8
％

の
食

塩
水

20
0

g，
容

器
B

に
濃

度
4

％
の

食
塩

水
15

0
g

が
入

っ
て

い
る

。

容
器

A
か

ら
50

g
の

食
塩

水
を

，
容

器
B

に
入

れ
て

よ
く

か
き

混
ぜ

た
あ

と
，

容
器

B
か

ら
 

 

50
g

の
食

塩
水

を
，

容
器

A
に

入
れ

て
よ

く
か

き
混

ぜ
た

。

容
器

A
の

食
塩

水
の

濃
度

は
何

％
か

。

〔
問

6
〕　

右
の

図
の

よ
う

に
，

線
分

A
B

と
線

分
A

C
が

あ
り

， 
 

点
P

は
線

分
A

B
上

に
あ

る
点

で
あ

る
。

解か
い

答と
う

欄ら
ん

に
示

し
た

図
を

も
と

に
し

て
，

点
P

を
通

り
， 

 

線
分

A
B

と
線

分
A

C
に

と
も

に
接

す
る

円
の

中
心

と
な

る
 

 

点
O

を
，

定
規

と
コ

ン
パ

ス
を

用
い

て
作

図
に

よ
っ

て
求

め
， 

 

点
O

の
位

置
を

示
す

文
字

O
も

書
け

。

た
だ

し
，

作
図

に
用

い
た

線
は

消
さ

な
い

で
お

く
こ

と
。

1

Ｂ

Ｃ

Ｐ
Ａ

3

〔
問

3
〕　

右
の
図
3

は
，
図
1

に
お

い
て

，
点

A
と

点
B，

 
 

点
A

と
点

C
を

そ
れ

ぞ
れ

結
び

，
点

B
と

点
C

を
結

ん
だ

 
 

線
分

BC
上

に
点

D
が

あ
る

と
き

，
線

分
A

B
上

に
 

 

あ
る

点
を

E
と

し
，

点
D

と
点

E
を

結
ん

だ
場

合
を

 
 

表
し

て
い

る
。

線
分

D
E

が
i

A
BC

の
面

積
を

二
等

分
す

る
と

き
， 

 

点
E

の
x

座
標

を
求

め
よ

。

図
3

f

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

x

y

Ｏ
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4

右
の
図
1

で
，

点
O

は
線

分
A

B
を

直
径

と
す

る
円

の
中

心
で

あ
る

。

点
C

は
，
A
B&

上
に

あ
る

点
で

，
4
A
C

B
C
A
B

B
C

2
=

_
i

&
%

&
%

で
あ

る
。

点
P

は
，

点
C

を
含ふ

く

ま
な

い
A
B&

上
に

あ
る

点
で

， 
 

点
A

と
点

B
の

い
ず

れ
に

も
一い

っ

致ち

し
な

い
。

点
A

と
点

P，
点

B
と

点
P，

点
C

と
点

P
を

そ
れ

ぞ
れ

結
び

， 
 

線
分

A
B

と
線

分
CP

と
の

交
点

を
D

と
す

る
。

次
の

各
問

に
答

え
よ

。

〔
問

1
〕　
図
1

に
お

い
て

，
+

A
BP
=
a
°と

す
る

と
き

，
+

A
D

P
の

大
き

さ
を
a

を
用

い
た

式
で

表
せ

。

〔
問

2
〕　

右
の
図
2

は
，
図
1

に
お

い
て

， 
 

点
A

と
点

C，
点

B
と

点
C

を
そ

れ
ぞ

れ
結

び
， 

 

点
D

を
通

り
，

線
分

A
C

に
平

行
な

直
線
,

を
引

き
， 

 

直
線
,

と
線

分
A

P
と

の
交

点
を

Q
と

し
た

場
合

を
表

し
て

い
る

。

i
A

D
Q
!
i

CP
B

で
あ

る
こ

と
を

証
明

せ
よ

。

図
1

Ａ

Ｐ

Ｄ
Ｂ

Ｃ

Ｏ

3

図
2

Ａ

Ｐ

ＤＱ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

,

5

〔
問

3
〕　

右
の
図
3

は
，
図
1

に
お

い
て

，
線

分
A

O
の

う
ち

， 
 

点
A

と
点

O
を

含
ま

な
い

部
分

と
線

分
PC

が
交

わ
る

と
き

， 
 

線
分

A
P

の
中

点
を

E
と

し
，

点
E

と
点

O
を

結
ん

だ
 

 

線
分

EO
と

線
分

CP
の

交
点

を
F

と
し

，  
 

点
A

と
点

F
を

結
ん

だ
場

合
を

表
し

て
い

る
。

A
O
=

4
cm

，
A

D
=

3
cm

の
と

き
， 

 

i
A

FE
の

面
積

は
i

A
BP

の
面

積
の

何
倍

か
。

図
3

Ａ

Ｐ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｂ

Ｃ

Ｏ
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右
の
図
1

で
，

点
O

は
線

分
A

B
を

直
径

と
す

る
円

の
中

心
で

あ
る

。

点
C

は
，
A
B&

上
に

あ
る

点
で

，
4
A
C

B
C
A
B

B
C

2
=

_
i

&
%

&
%

で
あ

る
。

点
P

は
，

点
C

を
含ふ

く

ま
な

い
A
B&

上
に

あ
る

点
で

， 
 

点
A

と
点

B
の

い
ず

れ
に

も
一い

っ

致ち

し
な

い
。

点
A

と
点

P，
点

B
と

点
P，

点
C

と
点

P
を

そ
れ

ぞ
れ

結
び

， 
 

線
分

A
B

と
線

分
CP

と
の

交
点

を
D

と
す

る
。

次
の

各
問

に
答

え
よ

。

〔
問

1
〕　
図
1

に
お

い
て

，
+

A
BP
=
a
°と

す
る

と
き

，
+

A
D

P
の

大
き

さ
を
a

を
用

い
た

式
で

表
せ

。

〔
問

2
〕　

右
の
図
2

は
，
図
1

に
お

い
て

， 
 

点
A

と
点

C，
点

B
と

点
C

を
そ

れ
ぞ

れ
結

び
， 

 

点
D

を
通

り
，

線
分

A
C

に
平

行
な

直
線
,

を
引

き
， 

 

直
線
,

と
線

分
A

P
と

の
交

点
を

Q
と

し
た

場
合

を
表

し
て

い
る

。

i
A

D
Q
!
i

CP
B

で
あ

る
こ

と
を

証
明

せ
よ

。

図
1

Ａ

Ｐ

Ｄ
Ｂ

Ｃ

Ｏ

3

図
2

Ａ

Ｐ

ＤＱ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

,

5

〔
問

3
〕　

右
の
図
3

は
，
図
1

に
お

い
て

，
線

分
A

O
の

う
ち

， 
 

点
A

と
点

O
を

含
ま

な
い

部
分

と
線

分
PC

が
交

わ
る

と
き

， 
 

線
分

A
P

の
中

点
を

E
と

し
，

点
E

と
点

O
を

結
ん

だ
 

 

線
分

EO
と

線
分

CP
の

交
点

を
F

と
し

， 
 

点
A

と
点

F
を

結
ん

だ
場

合
を

表
し

て
い

る
。

A
O
=

4
cm

，
A

D
=

3
cm

の
と

き
， 

 

i
A

FE
の

面
積

は
i

A
BP

の
面

積
の

何
倍

か
。

図
3

Ａ

Ｐ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｂ

Ｃ

Ｏ

6

右
の
図
1

に
示

し
た

立
体

A
BC

D
-

EF
GH

は
， 

 

A
B
=

4
cm

，
A

D
=

3
cm

，
A

E
=

3
cm

の
直

方
体

で
あ

る
。

辺
BF

上
に

あ
り

，
頂

点
B

と
一い

っ

致ち

し
な

い
点

を
P，

 
 

辺
D

H
上

に
あ

る
点

を
Q

と
す

る
。

BP
=

D
Q

と
す

る
。

頂
点

C
と

点
P，

頂
点

C
と

点
Q

を
そ

れ
ぞ

れ
結

ぶ
。

次
の

各
問

に
答

え
よ

。

〔
問

1
〕　
i

CD
Q

の
面

積
と

四
角

形
PF

GC
の

面
積

が
等

し
い

と
き

， 
 

線
分

BP
の

長
さ

と
線

分
PF

の
長

さ
の

比
を

最
も

簡
単

な
 

 

整
数

の
比

で
表

せ
。

〔
問

2
〕　

右
の
図
2

は
，
図
1

に
お

い
て

， 
 

点
P

が
頂

点
F，

点
Q

が
頂

点
H

に
そ

れ
ぞ

れ
一

致
し

， 
 

頂
点

A
と

頂
点

G，
点

P
と

点
Q

を
そ

れ
ぞ

れ
結

び
， 

 

線
分

A
G

と
平

面
CP

Q
と

の
交

点
を

R
と

し
， 

 

点
P

と
点

R，
点

Q
と

点
R

を
そ

れ
ぞ

れ
結

ん
だ

場
合

を
 

 

表
し

て
い

る
。

立
体

R
-

PQ
G

の
体

積
は

何
cm

3
か

。

た
だ

し
，

答
え

だ
け

で
な

く
，

答
え

を
求

め
る

過
程

が
 

 

分
か

る
よ

う
に

，
途

中
の

式
や

計
算

な
ど

も
書

け
。

図
1

Ａ

Ｐ

Ｄ

Ｅ
ＦＢ

Ｃ

ＨＱ

Ｇ

4

図
2

Ａ

Ｒ

Ｄ

Ｅ
F（

P）

Ｂ

Ｃ

H（
Q

）
Ｇ

7

〔
問

3
〕　

右
の
図
3

は
，
図
1

に
お

い
て

， 
 

BP
：

PF
=

4：
3

と
な

る
と

き
，

点
P

を
通

り
， 

 

線
分

CQ
に

平
行

に
引

い
た

直
線

と
辺

EF
と

の
交

点
を

S 
 

と
し

た
場

合
を

表
し

て
い

る
。

i
PS

F
の

面
積

は
何

cm
2
か

。

図
3

Ａ

Ｐ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｓ

Ｂ

Ｃ

Ｈ

Ｑ

Ｇ
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2

次
の

対
話

の
文

章
を

読
ん

で
，

あ
と

の
各

問
に

答
え

よ
。

（
＊

印
の

付
い

て
い

る
単

語
・

語
句

に
は

，
本

文
の

あ
と

に
〔
注

〕
が

あ
る

。）

A
ki

ko
 is

 a
 J

ap
an

es
e 

hi
gh

 s
ch

oo
l s

tu
de

nt
 in

 T
ok

yo
.　

E
m

m
a 

is 
a 

hi
gh

 s
ch

oo
l s

tu
de

nt
 in

 
N

ew
 Z

ea
la

nd
, a

nd
 s

he
 s

ta
ye

d 
at

 A
ki

ko
’s 

ho
us

e 
fo

r 
a 

ye
ar

 in
 2

01
9.

　
T

he
y 

ha
ve

 ju
st 

sta
rt

ed
 

ta
lk

in
g 

on
 a

n 
＊
on

lin
e 

vi
de

o 
ch

at
.

A
ki

ko
: 

 
H

i, 
Em

m
a!

　
H

ow
 a

re
 y

ou
?　

I’m
 s

or
ry

 I 
ca

lle
d 

yo
u 

su
dd

en
ly

.　
W

e 
ha

ve
n’

t t
al

ke
d 

fo
r 

a 
w

hi
le

, r
ig

ht
?

E
m

m
a:

　
I’m

 fi
ne

, t
ha

nk
 y

ou
!　

Y
es

, 
1-

a
 .　

It
 w

as
 in

 D
ec

em
be

r, 
ju

st
 b

ef
or

e 
th

e 
N

ew
 Y

ea
r 

ho
lid

ay
s 

st
ar

te
d.

　
H

ow
 h

av
e 

yo
u 

be
en

?
A

ki
ko

: 
 

I’v
e 

be
en

 b
us

y 
in

 w
rit

in
g 

re
po

rt
s 

an
d 

st
ud

yi
ng

 fo
r 

m
y 

fin
al

 te
st

s.　
W

e 
w

ill
 h

av
e 

th
e 

fin
al

 te
st

s 
ne

xt
 w

ee
k.

E
m

m
a:

  
Y

ou
 a

re
 w

or
ki

ng
 s

o 
ha

rd
!　

D
id

 y
ou

 e
nj

oy
 th

e 
N

ew
 Y

ea
r 

ho
lid

ay
s?

A
ki

ko
: 

 
Y

es
, w

e 
di

d.
　

D
o 

yo
u 

re
m

em
be

r 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 d

ish
 fo

r 
N

ew
 Y

ea
r’s

 D
ay

?
E

m
m

a:
  

Y
es

!　
W

el
l, 

it 
w

as
 O

su
sh

i .
..?

　
O

se
ji 

...
?

A
ki

ko
: 

 
So

 c
lo

se
!　

It
 w

as
 O

se
ch

i.　
1-

b
 .

E
m

m
a:

  
N

ow
 I

 r
em

em
be

r 
th

e 
na

m
e 

O
se

ch
i!　

Y
ou

r 
fa

m
ily

 c
oo

ke
d 

O
se

ch
i f

or
 m

e 
an
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it 

w
as

 s
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de
lic
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Y

ou
 a

lso
 t
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gh

t 
m

e 
th

e 
m

ea
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ng
 o
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ea

ch
 O

se
ch
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di
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T
he

 
＊
ex

pl
an

at
io
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＊
Ja

pa
ne

se
 lo
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rs
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Se

ein
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ap
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lo

ng
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fe
 w

as
 ＊

im
pr

es
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to
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e.

A
ki

ko
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I’m

【
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 t
ha

t 
yo

u 
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②
 k

no
w

 /
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 t
he
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ni
ng

 /
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 t
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em

em
be
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 h
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D
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yo
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ea
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ec
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l f

oo
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th
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N

ew
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ea
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ew
 

Ze
al

an
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E
m

m
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Y

es
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 N

ew
 Z

ea
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nd
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w
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 s
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al
 f

oo
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d 
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an
gi
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H

an
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 i
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a 
tr
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iti
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al
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f t

he
 ＊

in
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us
 p
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1-

c
 , 

an
d 

w
e 

co
ok

 
m

ea
t 

an
d 

ve
ge
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W
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N

ew
 

Y
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 f
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Fo
r 

ex
am
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w
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w
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w
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m
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or
 s

ay
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od

by
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 s
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ne
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el
eb

ra
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 n
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 o

r 
fa
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sp

ec
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ay
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d
 .

A
ki

ko
: 

 
So

un
ds

 g
re

at
.　

O
ur

 tr
ad

iti
on

al
 fo

od
s 

bo
th

 h
av

e 
im

po
rt

an
t m

ea
ni

ng
s.　

I w
an

t t
o 

co
ok

 H
an

gi
 w

ith
 y

ou
 s

om
ed

ay
.

A
t t

ha
t m

om
en

t, 
A

ki
ko

’s 
m

ot
he

r,
 M

ic
hi

ko
 c

om
es

 in
to

 A
ki

ko
’s 

ro
om

.

E
m

m
a:

  
O

h,
 M

ic
hi

ko
-sa

n!
M

ic
hi

ko
:　

W
ow

, E
m

m
a!

　
I’m

 s
ur

pr
ise

d 
to

 s
ee

 y
ou

 a
ga

in
.

A
ki

ko
: 

 
W

e 
ar

e 
ha

vi
ng

 a
n 

on
lin

e 
vi

de
o 

ch
at

 n
ow

.　
D

o 
yo

u 
w

an
t t

o 
jo

in
 u

s, 
M

om
?

M
ic

hi
ko

: 
O

f c
ou

rs
e.　

H
ow

 is
 t

he
 w

ea
th

er
 t

he
re

, E
m

m
a?

　
It

 is
 v

er
y 

co
ld

 in
 T

ok
yo

 n
ow

, 

2

⑵
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（
3

寺
）

英 語

英
語

「
問

題
冊

子
2
」
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
問
題
は
，

2
か
ら

4
ま
で
で
，

2
ペ
ー
ジ

か
ら
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ペ
ー
ジ
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ま
す
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題
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子
2

注
　

　
　

 意

－ 29 －



2

次
の

対
話

の
文

章
を

読
ん

で
，

あ
と

の
各

問
に

答
え

よ
。

（
＊

印
の

付
い

て
い

る
単

語
・

語
句

に
は

，
本

文
の

あ
と

に
〔
注

〕
が

あ
る

。）

A
ki

ko
 is

 a
 J

ap
an

es
e 

hi
gh

 s
ch

oo
l s

tu
de

nt
 in

 T
ok

yo
.　

E
m

m
a 

is 
a 

hi
gh

 s
ch

oo
l s

tu
de

nt
 in

 
N

ew
 Z

ea
la

nd
, a

nd
 s

he
 s

ta
ye

d 
at

 A
ki

ko
’s 

ho
us

e 
fo

r 
a 

ye
ar

 in
 2

01
9.

　
T

he
y 

ha
ve

 ju
st 

sta
rt

ed
 

ta
lk

in
g 

on
 a

n 
＊
on

lin
e 

vi
de

o 
ch

at
.

A
ki

ko
: 

 
H

i, 
Em

m
a!

　
H

ow
 a

re
 y

ou
?　

I’m
 s

or
ry

 I 
ca

lle
d 

yo
u 

su
dd

en
ly

.　
W

e 
ha

ve
n’

t t
al

ke
d 

fo
r 

a 
w

hi
le

, r
ig

ht
?

E
m

m
a:

　
I’m

 fi
ne

, t
ha

nk
 y

ou
!　

Y
es

, 
1-

a
 .　

It
 w

as
 in

 D
ec

em
be

r, 
ju

st
 b

ef
or

e 
th

e 
N

ew
 Y

ea
r 

ho
lid

ay
s 

st
ar

te
d.

　
H

ow
 h

av
e 

yo
u 

be
en

?
A

ki
ko

: 
 

I’v
e 

be
en

 b
us

y 
in

 w
rit

in
g 

re
po

rt
s 

an
d 

st
ud

yi
ng

 fo
r 

m
y 

fin
al

 te
st

s.　
W

e 
w

ill
 h

av
e 

th
e 

fin
al

 te
st

s 
ne

xt
 w

ee
k.

E
m

m
a:

  
Y

ou
 a

re
 w

or
ki

ng
 s

o 
ha

rd
!　

D
id

 y
ou

 e
nj

oy
 th

e 
N

ew
 Y

ea
r 

ho
lid

ay
s?

A
ki

ko
: 

 
Y

es
, w

e 
di

d.
　

D
o 

yo
u 

re
m

em
be

r 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 d

ish
 fo

r 
N

ew
 Y

ea
r’s

 D
ay

?
E

m
m

a:
  

Y
es

!　
W

el
l, 

it 
w

as
 O

su
sh

i .
..?

　
O

se
ji 

...
?

A
ki

ko
: 

 
So

 c
lo

se
!　

It
 w

as
 O

se
ch

i.　
1-

b
 .

E
m

m
a:

  
N

ow
 I

 r
em

em
be

r 
th

e 
na

m
e 

O
se

ch
i!　

Y
ou

r 
fa

m
ily

 c
oo

ke
d 

O
se

ch
i f

or
 m

e 
an

d 
it 

w
as

 s
o 

de
lic

io
us

.　
Y

ou
 a

lso
 t

au
gh

t 
m

e 
th

e 
m

ea
ni

ng
 o

f 
ea

ch
 O

se
ch

i 
di

sh
.　

T
he

 
＊
ex

pl
an

at
io

n 
fo

r 
＊
Ja

pa
ne

se
 lo

bs
te

rs
 w

as
 e

sp
ec

ia
lly

 in
te

re
st

in
g.

　
Se

ein
g 

th
e 

sh
ap

e 
of

 
a 

lo
bs

te
r 

as
 th

at
 o

f a
n 

ol
d 

m
an

 a
nd

 w
ish

in
g 

fo
r 

a 
lo

ng
 li

fe
 w

as
 ＊

im
pr

es
siv

e 
to

 m
e.

A
ki

ko
: 

 
I’m

【
 ①

 t
ha

t 
yo

u 
/ 

②
 k

no
w

 /
 ③

 t
he

 m
ea

ni
ng

 /
 ④

 t
o 

/ 
⑤

 r
em

em
be

r 
/  

⑥
 h

ap
py

 】
.　

D
o 

yo
u 

ea
t 

an
y 

sp
ec

ia
l f

oo
d 

du
rin

g 
th

e 
N

ew
 Y

ea
r 

ho
lid

ay
s 

in
 N

ew
 

Ze
al

an
d?

E
m

m
a:

  
Y

es
.　

In
 N

ew
 Z

ea
la

nd
, 

w
e 

ha
ve

 a
 s

pe
ci

al
 f

oo
d 

ca
lle

d 
H

an
gi

.　
H

an
gi

 i
s 

a 
tr

ad
iti

on
al

 fo
od

 o
f t

he
 ＊

in
di

ge
no

us
 p

eo
pl

e, 
th

e 
M

ao
ri.

　
1-

c
 , 

an
d 

w
e 

co
ok

 
m

ea
t 

an
d 

ve
ge

ta
bl

es
 w

ith
 ＊

he
at

ed
 r

oc
ks

.　
W

e 
co

ok
 H

an
gi

 n
ot

 o
nl

y 
fo

r 
th

e 
N

ew
 

Y
ea

r 
bu

t 
al

so
 f

or
 o

th
er

 s
pe

ci
al

 e
ve

nt
s.　

Fo
r 

ex
am

pl
e, 

w
he

n 
w

e 
w

el
co

m
e 

or
 s

ay
 

go
od

by
e 

to
 s

om
eo

ne
, c

el
eb

ra
te

 a
 n

at
io

na
l h

ol
id

ay
 o

r 
fa

m
ily

’s 
sp

ec
ia

l d
ay

 a
nd

 s
o 

on
.　

Co
ok

in
g 

H
an

gi
 t

ak
es

 a
bo

ut
 f

ou
r 

ho
ur

s, 
bu

t 
co

ok
in

g 
an

d 
ea

tin
g 

H
an

gi
 w

ith
 o

ur
 

fa
m

ily
 a

nd
 fr

ie
nd

s 
ha

s 
an

 im
po

rt
an

t m
ea

ni
ng

.　
1-

d
 .

A
ki

ko
: 

 
So

un
ds

 g
re

at
.　

O
ur

 tr
ad

iti
on

al
 fo

od
s 

bo
th

 h
av

e 
im

po
rt

an
t m

ea
ni

ng
s.　

I w
an

t t
o 

co
ok

 H
an

gi
 w

ith
 y

ou
 s

om
ed

ay
.

A
t t

ha
t m

om
en

t, 
A

ki
ko

’s 
m

ot
he

r,
 M

ic
hi

ko
 c

om
es

 in
to

 A
ki

ko
’s 

ro
om

.

E
m

m
a:

  
O

h,
 M

ic
hi

ko
-sa

n!
M

ic
hi

ko
:　

W
ow

, E
m

m
a!

　
I’m

 s
ur

pr
ise

d 
to

 s
ee

 y
ou

 a
ga

in
.

A
ki

ko
: 

 
W

e 
ar

e 
ha

vi
ng

 a
n 

on
lin

e 
vi

de
o 

ch
at

 n
ow

.　
D

o 
yo

u 
w

an
t t

o 
jo

in
 u

s, 
M

om
?

M
ic

hi
ko

: 
O

f c
ou

rs
e.　

H
ow

 is
 t

he
 w

ea
th

er
 t

he
re

, E
m

m
a?

　
It

 is
 v

er
y 

co
ld

 in
 T

ok
yo

 n
ow

, 
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⑵
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（
3

寺
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英 語

英
語

「
問

題
冊

子
2
」
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
問
題
は
，

2
か
ら

4
ま
で
で
，

2
ペ
ー
ジ

か
ら

17
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。問

題
冊

子
2

注
　

　
　

 意

4

〔
注

〕　
on

lin
e 
vi
de

o 
ch

at
　

オ
ン

ラ
イ

ン
の

ビ
デ

オ
チ

ャ
ッ

ト
 

ex
pl
an

at
io
n　

説
明
 

Ja
pa

ne
se
 lo

bs
te
r　

伊い

勢せ

エ
ビ

 
im

pr
es
siv

e　
印

象
的

な
 

in
di
ge

no
us

　
先

住
民

の
 

he
at
ed

　
熱

せ
ら

れ
た
 

fo
re
ca
st
　

予
報

 
da

yt
im

e　
日

中
 

he
m
isp

he
re

　
半

球
 

op
po

sit
e　

反
対

の
 

su
ns

hi
ne

　
日

光
 

co
ns

te
lla

tio
n　

星
座
 

up
sid

e 
do

w
n　

上
下

逆
さ

ま
で

 
bo

tt
om

　
下
 

to
ta
lly

　
完

全
に

 
D
ay

lig
ht
 S
av

in
g 
T
im

e　
夏
時
間
（
夏
に
時
計
を

1時
間
進
め
日
照
時
間
を
多
く
利
用
す
る
仕
組
み
）

 
ah

ea
d　

進
ん

で
 

di
sc
ov

er
y　

発
見

〔
問

1
〕　

本
文

の
1-
a

～
1-
d

の
中

に
は

，
次

の
（

Ａ
）

～
（

Ｄ
）

の
う

ち
の

い
ず

れ
か

が
入

る
。

そ
れ

ぞ
れ

に
入

る
も

の
を

並
べ

た
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
，

下
の
ア

～
オ

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。
な

お
文

頭
に

く
る

語
も

小
文

字
で

示
し

て
あ

る
。

（
Ａ

）　
it 
is 

th
e 
tr
ad

iti
on

al
 J
ap

an
es
e 
N
ew

 Y
ea
r’s

 d
ish

（
Ｂ

）　
it 
br

in
gs

 p
eo
pl
e 
to
ge

th
er
 a
nd

 m
ak

es
 u
s 
ha

pp
y

（
Ｃ

）　
it 
ha

s 
be

en
 tw

o 
m
on

th
s 
sin

ce
 w

e 
ta
lk
ed

 la
st

（
Ｄ

）　
it 
is 

co
ok

ed
 in

 a
 h
ol
e 
in
 th

e 
gr

ou
nd

ア
　

1-
a：

 （
Ｂ

）　
　

　
1-
b：

 （
Ｃ

）　
　

　
1-
c：

 （
Ｄ

）　
　

　
1-
d：

 （
Ａ

）
イ

　
1-
a：

 （
Ａ

）　
　

　
1-
b：

 （
Ｃ

）　
　

　
1-
c：

 （
Ｂ

）　
　

　
1-
d：

 （
Ｄ

）
ウ

　
1-
a：

 （
Ｂ

）　
　

　
1-
b：

 （
Ｄ

）　
　

　
1-
c：

 （
Ａ

）　
　

　
1-
d：

 （
Ｃ

）
エ

　
1-
a：

 （
Ｃ

）　
　

　
1-
b：

 （
Ｂ

）　
　

　
1-
c：

 （
Ａ

）　
　

　
1-
d：

 （
Ｄ

）
オ

　
1-
a：

 （
Ｃ

）　
　

　
1-
b：

 （
Ａ

）　
　

　
1-
c：

 （
Ｄ

）　
　

　
1-
d：

 （
Ｂ

）

〔
問

2
〕　

I’m
【
 ①

 th
at
 y
ou

 /
 ②

 k
no

w
 /
 ③

 th
e 
m
ea
ni
ng

 /
 ④

 to
 /
 ⑤

 r
em

em
be

r 
/ 
⑥
 h
ap

py
 】

. 
に

つ
い

て
，

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，【

　
　

　
】

内
の

単
語

・
語

句
を

正
し

く
並

べ
か

え
る

と
き

，【
　

　
　

】
内

で
2
番
目

と
4
番
目

に
く

る
単

語
・

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
，

次
の
ア

～
オ

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

ア
　

2
番

目
　

①
 th

at
 y
ou

 
4
番

目
　

③
 th

e 
m
ea
ni
ng

イ
　

2
番

目
　

④
 to

 
4
番

目
　

①
 th

at
 y
ou

ウ
　

2
番

目
　

③
 th

e 
m
ea
ni
ng

 
4
番

目
　

④
 to

エ
　

2
番

目
　

⑤
 r
em

em
be

r 
4
番

目
　

②
 k
no

w
オ

　
2
番

目
　

⑥
 h
ap

py
 

4
番

目
　

⑤
 r
em

em
be

r

⑵

3

an
d 

th
e 

w
ea

th
er

 ＊
fo

re
ca

st
 s

ay
s 

it 
w

ill
 s

no
w

 to
m

or
ro

w
.

E
m

m
a:

  
Sn

ow
!　

T
ha

t 
so

un
ds

 e
xc

iti
ng

!　
W

el
l, 

it’
s 

st
ill

 h
ot

 h
er

e 
du

rin
g 

th
e 

＊
da

yt
im

e, 
bu

t i
t’s

 g
et

tin
g 

co
ol

er
 in

 th
e 

ev
en

in
g.

　
I t

hi
nk

 th
at

 fa
ll 

is 
ju

st
 a

ro
un

d 
th

e 
co

rn
er

.
M

ic
hi

ko
: 

O
h,

 I 
th

ou
gh

t i
t w

as
 w

in
te

r 
no

w
.　

Is
 it

 s
um

m
er

 th
er

e 
no

w
?

E
m

m
a:

  
Y

es
, i

t i
s.

A
ki

ko
: 

 
M

om
, t

he
 s

ea
so

n 
in

 th
e 

so
ut

he
rn

 ＊
he

m
isp

he
re

 is
 ＊

op
po

sit
e 

to
 o

ur
s.

M
ic

hi
ko

: 
I s

ee
.

E
m

m
a:

  
W

el
l, 

so
m

et
hi

ng
 e

lse
 is

 a
lso

 d
iff

er
en

t i
n 

th
e 

so
ut

he
rn

 h
em

isp
he

re
.

A
ki

ko
: 

 
W

ha
t i

s 
it?

E
m

m
a:

  
I’l

l g
iv

e 
yo

u 
a 

hi
nt

.　
T

he
 s

un
.

A
ki

ko
: 

 
T

he
 s

un
?　

W
ha

t d
o 

yo
u 

m
ea

n?
E

m
m

a:
  

I 
re

m
em

be
r 

th
at

 m
an

y 
ho

us
es

 in
 J

ap
an

 f
ac

e 
so

ut
h 

to
 g

et
 e

no
ug

h 
＊
su

ns
hi

ne
.　

O
n 

th
e 

ot
he

r 
ha

nd
, i

n 
N

ew
 Z

ea
la

nd
, t

he
 h

ou
se

s 
fa

ce
 n

or
th

.
A

ki
ko

: 
 

O
h,

 n
ow

 I 
un

de
rs

ta
nd

!
M

ic
hi

ko
: 

T
ha

t i
s 

ve
ry

 in
te

re
st

in
g.

　
H

ow
 a

bo
ut

 th
e 

st
ar

s?
E

m
m

a:
  

Go
od

 q
ue

st
io

n.
　

T
he

 s
ta

rs
 in

 th
e 

so
ut

he
rn

 s
ky

 in
 J

ap
an

, l
ik

e 
th

e 
＊
co

ns
te

lla
tio

n 
O

rio
n,

 a
re

 in
 o

ur
 n

or
th

er
n 

sk
y,

 a
nd

 th
ey

 a
pp

ea
r 

＊
up

sid
e 

do
w

n.
A

ki
ko

: 
 

U
ps

id
e 

do
w

n 
in

 t
he

 n
or

th
er

n 
sk

y?
　

T
ha

t 
m

ea
ns

 y
ou

 s
ee

 t
he

 s
ta

r 
Be

te
lg

eu
se

 
at

 th
e 

＊
bo

tt
om

?
E

m
m

a:
  

Y
es

, t
ha

t’s
 r

ig
ht

.
A

ki
ko

: 
 

I 
ca

n’
t 

be
lie

ve
 it

!　
N

ow
 I

 r
ea

liz
e 

th
at

 I
 d

on
’t 

kn
ow

 m
uc

h 
ab

ou
t 

th
e 

w
or

ld
.　

I 
ho

pe
 I 

ca
n 

le
ar

n 
a 

lo
t m

or
e 

ab
ou

t i
t.

M
ic

hi
ko

: 
Y

ou
 s

ho
ul

d 
st

ud
y 

sc
ie

nc
e, 

to
o, 

A
ki

ko
.

A
ki

ko
: 

 
I k

no
w

, M
om

.
E

m
m

a:
  

W
el

l, 
I t

hi
nk

 I 
sh

ou
ld

 g
o 

to
 b

ed
 n

ow
.

A
ki

ko
: 

 
O

h,
 d

on
’t 

sa
y 

th
at

, E
m

m
a.

　
W

e 
ar

e 
hi

gh
 s

ch
oo

l 
st

ud
en

ts
 a

nd
 i

t’s
 o

nl
y 

fiv
e 

o’c
lo

ck
 in

 th
e 

ev
en

in
g.

M
ic

hi
ko

: 
W

ai
t!　

Y
ou

 s
ho

ul
d 

th
in

k 
ab

ou
t t

he
 ti

m
e 

di
ffe

re
nc

e, 
A

ki
ko

.
A

ki
ko

: 
 

O
h,

 I
 ＊

to
ta

lly
 fo

rg
ot

 a
bo

ut
 it

.　
W

ha
t 

is 
th

e 
tim

e 
di

ffe
re

nc
e 

be
tw

ee
n 

Ja
pa

n 
an

d 
N

ew
 Z

ea
la

nd
?

E
m

m
a:

  
Fr

om
 O

ct
ob

er
 t

o 
M

ar
ch

, d
ur

in
g 

＊
D

ay
lig

ht
 S

av
in

g 
T

im
e, 

N
ew

 Z
ea

la
nd

 is
 fo

ur
 

ho
ur

s 
＊
ah

ea
d 

of
 J

ap
an

.
A

ki
ko

: 
 

O
h,

 n
o!

　
I’m

 s
o 

so
rr

y!
　

I r
ea

lly
 s

ho
ul

d 
le

ar
n 

m
or

e 
ab

ou
t t

he
 w

or
ld

.
E

m
m

a:
  

D
on

’t 
w

or
ry

.　
I 

en
jo

ye
d 

ta
lk

in
g 

w
ith

 y
ou

 t
w

o.　
Le

t’s
 k

ee
p 

in
 t

ou
ch

 a
nd

 s
ha

re
 

ou
r 

ne
w

 ＊
di

sc
ov

er
ie

s!
　

Go
od

 n
ig

ht
!

A
ki

ko
 a

nd
 M

ic
hi

ko
:　

Go
od

 n
ig

ht
!

⑶
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次
の

対
話

の
文

章
を

読
ん

で
，

あ
と

の
各

問
に

答
え

よ
。

（
＊

印
の

付
い

て
い

る
単

語
・

語
句

に
は

，
本

文
の

あ
と

に
〔
注

〕
が

あ
る

。）

E
ri

ko
, A

ki
ra

, a
nd

 H
an

ae
 a

re
 m

em
be

rs
 o

f t
he

 E
ng

lis
h 

cl
ub

 a
t A

 H
ig

h 
Sc

ho
ol

.　
A

fte
r 

sc
ho

ol
, t

he
y 

ar
e 

ta
lk

in
g 

w
ith

 M
s. 

O
da

, t
he

 E
ng

lis
h 

cl
ub

 te
ac

he
r,

 a
bo

ut
 fi

nd
in

g 
w

or
k.

M
s. 

O
da

:　
I a

m
 g

ue
ss

in
g 

th
at

 y
ou

 s
om

et
im

es
 th

in
k 

of
 y

ou
r 

dr
ea

m
s 

fo
r 

th
e 

fu
tu

re
.

E
ri

ko
: 

 
O

f c
ou

rs
e, 

I d
o.　

I o
fte

n 
w

on
de

r 
w

ha
t I

 w
ill

 b
e 

in
 th

e 
fu

tu
re

.
M

s. 
O

da
:  

T
od

ay
 l

et
’s 

ta
lk

 a
bo

ut
 f

in
di

ng
 w

or
k.

　
W

ha
t 

is 
im

po
rt

an
t 

fo
r 

yo
u 

w
he

n 
yo

u 
ch

oo
se

 a
 jo

b?
A

ki
ra

: 
 

I w
an

t t
o 

do
 m

y 
fa

vo
rit

e 
jo

b 
in

 th
e 

co
m

pa
ny

.
H

an
ae

: 
 

I 
w

an
t 

to
 b

al
an

ce
 w

or
k 

an
d 

fu
n 

in
 m

y 
lif

e, 
so

 it
 is

 b
et

te
r 

fo
r 

m
e 

to
 h

av
e 

a 
lo

t 
of

 fr
ee

 ti
m

e.

【
G
ra
ph
】
仕
事
を
選
択
す
る
際
に
重
要
視
す
る
観
点

（
上
位
7
項こ
う

目も
く

）

（
　
Ａ
　
）

（
　
Ｂ
　
）

（
　
Ｃ
　
）

（
　
Ｄ
　
）

（
　
Ｅ
　
）

自
宅
か
ら
通
え
る
こ
と

福ふ
く

利り

厚こ
う

生せ
い

が
充じ
ゅ
う

実じ
つ

し
て
い
る
こ
と
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出
典

：
内

閣
府

「
子

供
・

若
者

の
意

識
に

関
す

る
調

査
」（

平
成

29
年

度
調

査
）

よ
り

【
16

歳
か

ら
29

歳
ま

で
の

男
女

（
有

効
回

答
数

1
万

）
を

対
象

に
実

施
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

】

※
 「

あ
な

た
は

，
仕

事
を

選
ぶ

際
に

，
そ

れ
ぞ

れ
の

観
点

を
ど

れ
く

ら
い

重
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。」

 
と

の
問

い
に

対
し

て
，

各
項こ

う

目も
く

に
つ

い
て

「
と

て
も

重
要

」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

M
s. 

O
da

:  
T

he
re

 a
re

 d
iff

er
en

t p
oi

nt
s 

of
 v

ie
w

 a
bo

ut
 fi

nd
in

g 
w

or
k.

　
Lo

ok
 a

t 【
G
ra
ph
】

.　
In

 
th

e 
20

17
 ＊

su
rv

ey
 o

n 
ch

ild
re

n’
s 

an
d 

yo
un

g 
pe

op
le

’s 
＊
aw

ar
en

es
s, 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
qu

es
tio

n 
w

as
 a

sk
ed

: w
ha

t 
ar

e 
im

po
rt

an
t 

po
in

ts
 w

he
n 

yo
u 

ch
oo

se
 w

or
k.

　
W

ha
t 

do
 y

ou
 th

in
k 

of
 【
G
ra
ph
】

?
E

ri
ko

: 
 

I t
ho

ug
ht

 th
at

 “＊
In

co
m

e 
is

 h
ig

h”
 w

ou
ld

 c
om

e 
fir

st
, b

ut
 it

 w
as

 n
ex

t b
el

ow
 “T

he
 

jo
b 

is
 ＊

st
ab

le
 a

nd
 I

 c
an

 w
or

k 
fo

r 
a 

lo
ng

 ti
m

e”
.　

If 
I a

m
 a

sk
ed

, I
 w

ill
 c

ho
os

e 
“I

 c
an

 
us

e 
m

y 
＊
kn

ow
le

dg
e 

an
d 

sk
ill

s”
.　

I a
m

 g
oi

ng
 to

 b
e 

a 
hi

st
or

y 
te

ac
he

r, 
so

 I 
w

an
t t

o 
le

ar
n 

a 
lo

t 
ab

ou
t 

hi
st

or
y 

in
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 a

nd
 c

ol
le

ge
.　

T
he

n 
I 

w
an

t 
to

 b
e 

ab
le

 t
o 

3

5

〔
問

3
〕　

fa
ll 

is 
ju

st
 a

ro
un

d 
th

e 
co

rn
er

が
表

す
意

味
と

し
て

適
切

な
も

の
は

，
次

の
う

ち
で

は
ど

れ
か

。

ア
　

sn
ow

 w
ill

 fa
ll 

du
rin

g 
th

e 
w

in
te

r
イ

　
fa

ll 
ha

s 
go

ne
 a

nd
 it

 is
 c

ol
d 

no
w

ウ
　

w
e 

ha
ve

 to
 b

e 
ve

ry
 c

ar
ef

ul
 w

he
n 

w
e 

w
al

k 
ar

ou
nd

 th
e 

co
rn

er
エ

　
fa

ll 
w

ill
 c

om
e 

so
on

〔
問

4
〕　

I c
an

’t 
be

lie
ve

 it
!の

内
容

を
最

も
よ

く
表

し
て

い
る

の
は

，
次

の
う

ち
で

は
ど

れ
か

。

ア
　

A
ki

ko
 c

an
’t 

be
lie

ve
 th

at
 p

eo
pl

e 
ca

n 
se

e 
th

e 
co

ns
te

lla
tio

n 
O

rio
n 

in
 N

ew
 Z

ea
la

nd
.

イ
　

A
ki

ko
 c

an
’t 

be
lie

ve
 t

ha
t 

th
e 

st
ar

s 
se

en
 in

 N
ew

 Z
ea

la
nd

 a
pp

ea
r 

di
ffe

re
nt

ly
 in

 
Ja

pa
n.

ウ
　

A
ki

ko
 c

an
’t 

be
lie

ve
 t

ha
t 

th
e 

se
as

on
s 

in
 N

ew
 Z

ea
la

nd
 a

re
 o

pp
os

ite
 t

o 
th

e 
se

as
on

s 
in

 J
ap

an
.

エ
　

A
ki

ko
 c

an
’t 

be
lie

ve
 th

at
 p

eo
pl

e 
in

 N
ew

 Z
ea

la
nd

 c
an

’t 
ge

t e
no

ug
h 

su
ns

hi
ne

.

〔
問

5
〕　

本
文

の
内

容
と

合
っ

て
い

る
も

の
を

，
次

の
ア

～
オ

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

ア
　

A
ki

ko
’s 

fin
al

 te
st

s 
fin

ish
ed

 la
st

 w
ee

k.
イ

  
Em

m
a 

w
an

ts
 t

o 
ea

t 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 d

ish
 f

or
 N

ew
 Y

ea
r’s

 D
ay

 b
ec

au
se

 s
he

 h
as

 
ne

ve
r 

ea
te

n 
it 

be
fo

re
.

ウ
  H

an
gi

 is
 c

oo
ke

d 
on

ly
 to

 c
el

eb
ra

te
 th

e 
N

ew
 Y

ea
r.

エ
  B

ef
or

e 
re

al
iz

in
g 

th
e 

tim
e 

di
ffe

re
nc

e, 
A

ki
ko

 w
an

te
d 

to
 ta

lk
 lo

ng
er

 w
ith

 E
m

m
a.

オ
  W

he
n 

A
ki

ko
, E

m
m

a, 
an

d 
M

ic
hi

ko
 fi

ni
sh

ed
 th

e 
co

nv
er

sa
tio

n,
 it

 w
as

 e
ig

ht
 o

’cl
oc

k 
in

 th
e 

ev
en

in
g 

in
 N

ew
 Z

ea
la

nd
.

〔
問

6
〕　

次
の

質
問

に
対

す
る

答
え

を
完

成
さ

せ
る

と
き

，
に

入
る

最
も

適
切

な
連
続
す
る
2
語

を
，

本
文

中
の
Ak
ik
o
の
発
言

か
ら

抜
き

出
せ

。

（
Q

ue
st

io
n）

 
W

ha
t d

oe
s 

A
ki

ko
 s

ay
 a

bo
ut

 O
se

ch
i a

nd
 H

an
gi

?
（

A
ns

w
er

） 
 

Sh
e 

sa
ys

 th
at

 th
ey

 b
ot

h 
ha

ve
 

 .
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次
の

対
話

の
文

章
を

読
ん

で
，

あ
と

の
各

問
に

答
え

よ
。

（
＊

印
の

付
い

て
い

る
単

語
・

語
句

に
は

，
本

文
の

あ
と

に
〔
注

〕
が

あ
る

。）

E
ri

ko
, A

ki
ra

, a
nd

 H
an

ae
 a

re
 m

em
be

rs
 o

f t
he

 E
ng

lis
h 

cl
ub

 a
t A

 H
ig

h 
Sc

ho
ol

.　
A

fte
r 

sc
ho

ol
, t

he
y 

ar
e 

ta
lk

in
g 

w
ith

 M
s. 

O
da

, t
he

 E
ng

lis
h 

cl
ub

 te
ac

he
r,

 a
bo

ut
 fi

nd
in

g 
w

or
k.

M
s. 

O
da

:　
I a

m
 g

ue
ss

in
g 

th
at

 y
ou

 s
om

et
im

es
 th

in
k 

of
 y

ou
r 

dr
ea

m
s 

fo
r 

th
e 

fu
tu

re
.

E
ri

ko
: 

 
O

f c
ou

rs
e, 

I d
o.　

I o
fte

n 
w

on
de

r 
w

ha
t I

 w
ill

 b
e 

in
 th

e 
fu

tu
re

.
M

s. 
O

da
:  

T
od

ay
 l

et
’s 

ta
lk

 a
bo

ut
 f

in
di

ng
 w

or
k.

　
W

ha
t 

is 
im

po
rt

an
t 

fo
r 

yo
u 

w
he

n 
yo

u 
ch

oo
se

 a
 jo

b?
A

ki
ra

: 
 

I w
an

t t
o 

do
 m

y 
fa

vo
rit

e 
jo

b 
in

 th
e 

co
m

pa
ny

.
H

an
ae

: 
 

I 
w

an
t 

to
 b

al
an

ce
 w

or
k 

an
d 

fu
n 

in
 m

y 
lif

e, 
so

 it
 is

 b
et

te
r 

fo
r 

m
e 

to
 h

av
e 

a 
lo

t 
of

 fr
ee

 ti
m

e.

【
G
ra
ph
】
仕
事
を
選
択
す
る
際
に
重
要
視
す
る
観
点

（
上
位
7
項こ
う

目も
く

）

（
　
Ａ
　
）

（
　
Ｂ
　
）

（
　
Ｃ
　
）

（
　
Ｄ
　
）

（
　
Ｅ
　
）

自
宅
か
ら
通
え
る
こ
と

福ふ
く

利り

厚こ
う

生せ
い

が
充じ
ゅ
う

実じ
つ

し
て
い
る
こ
と
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60
.0
（
％
）

出
典

：
内

閣
府

「
子

供
・

若
者

の
意

識
に

関
す

る
調

査
」（

平
成

29
年

度
調

査
）

よ
り

【
16

歳
か

ら
29

歳
ま

で
の

男
女

（
有

効
回

答
数

1
万

）
を

対
象

に
実

施
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

】

※
 「

あ
な

た
は

，
仕

事
を

選
ぶ

際
に

，
そ

れ
ぞ

れ
の

観
点

を
ど

れ
く

ら
い

重
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。」

 
と

の
問

い
に

対
し

て
，

各
項こ

う

目も
く

に
つ

い
て

「
と

て
も

重
要

」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

M
s. 

O
da

:  
T

he
re

 a
re

 d
iff

er
en

t p
oi

nt
s 

of
 v

ie
w

 a
bo

ut
 fi

nd
in

g 
w

or
k.

　
Lo

ok
 a

t 【
G
ra
ph
】

.　
In

 
th

e 
20

17
 ＊

su
rv

ey
 o

n 
ch

ild
re

n’
s 

an
d 

yo
un

g 
pe

op
le

’s 
＊
aw

ar
en

es
s, 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
qu

es
tio

n 
w

as
 a

sk
ed

: w
ha

t 
ar

e 
im

po
rt

an
t 

po
in

ts
 w

he
n 

yo
u 

ch
oo

se
 w

or
k.

　
W

ha
t 

do
 y

ou
 th

in
k 

of
 【
G
ra
ph
】

?
E

ri
ko

: 
 

I t
ho

ug
ht

 th
at

 “＊
In

co
m

e 
is

 h
ig

h”
 w

ou
ld

 c
om

e 
fir

st
, b

ut
 it

 w
as

 n
ex

t b
el

ow
 “T

he
 

jo
b 

is
 ＊

st
ab

le
 a

nd
 I

 c
an

 w
or

k 
fo

r 
a 

lo
ng

 ti
m

e”
.　

If 
I a

m
 a

sk
ed

, I
 w

ill
 c

ho
os

e 
“I

 c
an

 
us

e 
m

y 
＊
kn

ow
le

dg
e 

an
d 

sk
ill

s”
.　

I a
m

 g
oi

ng
 to

 b
e 

a 
hi

st
or

y 
te

ac
he

r, 
so

 I 
w

an
t t

o 
le

ar
n 

a 
lo

t 
ab

ou
t 

hi
st

or
y 

in
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 a

nd
 c

ol
le

ge
.　

T
he

n 
I 

w
an

t 
to

 b
e 

ab
le

 t
o 

3

5

〔
問

3
〕　

fa
ll 

is 
ju

st
 a

ro
un

d 
th

e 
co

rn
er

が
表

す
意

味
と

し
て

適
切

な
も

の
は

，
次

の
う

ち
で

は
ど

れ
か

。

ア
　

sn
ow

 w
ill

 fa
ll 

du
rin

g 
th

e 
w

in
te

r
イ

　
fa

ll 
ha

s 
go

ne
 a

nd
 it

 is
 c

ol
d 

no
w

ウ
　

w
e 

ha
ve

 to
 b

e 
ve

ry
 c

ar
ef

ul
 w

he
n 

w
e 

w
al

k 
ar

ou
nd

 th
e 

co
rn

er
エ

　
fa

ll 
w

ill
 c

om
e 

so
on

〔
問

4
〕　

I c
an

’t 
be

lie
ve

 it
!の

内
容

を
最

も
よ

く
表

し
て

い
る

の
は

，
次

の
う

ち
で

は
ど

れ
か

。

ア
　

A
ki

ko
 c

an
’t 

be
lie

ve
 th

at
 p

eo
pl

e 
ca

n 
se

e 
th

e 
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ns
te

lla
tio

n 
O

rio
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in
 N

ew
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nd
.
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ko
 c

an
’t 
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ve
 t

ha
t 

th
e 

st
ar

s 
se

en
 in

 N
ew

 Z
ea

la
nd
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pp
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r 
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ffe

re
nt

ly
 in

 
Ja

pa
n.

ウ
　

A
ki

ko
 c

an
’t 
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lie

ve
 t
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t 

th
e 

se
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s 

in
 N

ew
 Z
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ite
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in
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.
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 c
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in

 N
ew
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nd

 c
an

’t 
ge

t e
no

ug
h 

su
ns

hi
ne

.

〔
問

5
〕　

本
文

の
内

容
と

合
っ

て
い

る
も

の
を

，
次

の
ア

～
オ

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。
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A
ki
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’s 

fin
al
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st
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ed
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st

 w
ee
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イ

  
Em
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Ja

pa
ne

se
 d

ish
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or
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se
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he
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ve
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it 

be
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.

ウ
  H

an
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 is
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ly
 to

 c
el

eb
ra

te
 th

e 
N

ew
 Y

ea
r.

エ
  B

ef
or

e 
re

al
iz

in
g 

th
e 

tim
e 

di
ffe

re
nc

e, 
A

ki
ko

 w
an

te
d 

to
 ta

lk
 lo

ng
er

 w
ith

 E
m

m
a.

オ
  W

he
n 

A
ki

ko
, E

m
m

a, 
an

d 
M

ic
hi

ko
 fi

ni
sh

ed
 th

e 
co

nv
er

sa
tio

n,
 it

 w
as

 e
ig

ht
 o

’cl
oc

k 
in

 th
e 

ev
en

in
g 

in
 N

ew
 Z

ea
la

nd
.

〔
問

6
〕　

次
の

質
問

に
対

す
る

答
え

を
完

成
さ

せ
る

と
き

，
に

入
る

最
も

適
切

な
連
続
す
る
2
語

を
，

本
文

中
の
Ak
ik
o
の
発
言

か
ら

抜
き

出
せ

。

（
Q

ue
st

io
n）

 
W

ha
t d

oe
s 

A
ki

ko
 s

ay
 a

bo
ut

 O
se

ch
i a

nd
 H

an
gi

?
（

A
ns

w
er

） 
 

Sh
e 

sa
ys

 th
at

 th
ey

 b
ot

h 
ha

ve
 

 .

⑶ ⑷

8

al
so

 w
an

t t
o 

su
cc

ee
d 

in
 th

eir
 c

om
pa

ni
es

.　
オ

　
T

he
y 

ha
ve

 to
 u

nd
er

st
an

d 
to

da
y’

s 
w

or
ki

ng
 e

nv
iro

nm
en

t, 
to

o.
　

W
he

n 
re

sp
on

de
nt

s 
w

er
e 

as
ke

d 
in

 t
he

 2
01

7 
su

rv
ey

 a
bo

ut
 th

e 
＊
ef

fe
ct

s 
of

 c
ar

ee
r 

ed
uc

at
io

n,
 o

ve
r 

60
%

 o
f t

he
m

 c
ho

se
 “I

 le
ar

ne
d 

th
e 

im
po

rt
an

ce
 o

f 
w

or
k”

 a
nd

 “I
 le

ar
ne

d 
th

e 
im

po
rt

an
ce

 o
f 

co
m

m
un

ic
at

io
n 

sk
ill

s”
.

H
an

ae
: 

 
I h

ea
r 

th
at

 m
or

e 
an

d 
m

or
e 

yo
un

g 
pe

op
le

 h
op

e 
to

 le
ar

n 
af

te
r 

th
ey

 g
et

 a
 jo

b.
M

s. 
O

da
:  

Y
ou

 a
re

 r
ig

ht
.　

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

20
17

 s
ur

ve
y,

 th
e 

nu
m

be
r 

of
 r

es
po

nd
en

ts
 w

ith
 

a 
po

sit
iv

e 
op

in
io

n 
ab

ou
t 

le
ar

ni
ng

 a
fte

r 
ge

tt
in

g 
a 

jo
b 

w
as

 m
or

e 
th

an
 t

hr
ee

 t
im

es
 

as
 la

rg
e 

as
 th

e 
nu

m
be

r 
of

 r
es

po
nd

en
ts

 w
ith

 a
 ＊

ne
ga

tiv
e 

op
in

io
n.

　
W

el
l, 

w
ha

t d
o 

yo
u 

im
ag

in
e 

w
he

n 
yo

u 
he

ar
 c

ar
ee

r 
ed

uc
at

io
n?

A
ki

ra
: 

 
I i

m
ag

in
e 

＊
pr

ov
id

in
g 

yo
un

g 
pe

op
le

 w
ith

 c
ha

nc
es

 to
 e

xp
er

ie
nc

e 
w

or
k.

　
 T

ha
t i

s 
he

lp
fu

l i
n 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
th

e 
im

po
rt

an
ce

 o
f w

or
k 

an
d 

w
or

ki
ng

 c
on

di
tio

ns
, r

ig
ht

?
M

s. 
O

da
:  

Y
es

.　
T

ha
t 

is 
on

e 
of

 t
he

 m
os

t 
im

po
rt

an
t 

pa
rt

s 
of

 c
ar

ee
r 

ed
uc

at
io

n.
　

Fo
r 

ex
am

pl
e, 

th
e 

Go
ve

rn
m

en
t p

ro
vi

de
s 

pu
bl

ic 
w

or
k 

tr
ai

ni
ng

 w
ith

 th
e 

he
lp

 o
f t

ra
in

in
g 

＊
or

ga
ni

za
tio

ns
 a

nd
 u

ni
ve

rs
iti

es
.　

T
ha

t i
s 

an
 e

xa
m

pl
e 

of
 n

ot
 o

nl
y 

ca
re

er
 e

du
ca

tio
n 

bu
t a

lso
 ＊

em
pl

oy
m

en
t s

up
po

rt
.

E
ri

ko
: 

 
I 

w
on

de
r 

w
ha

t 
ki

nd
s 

of
 e

m
pl

oy
m

en
t 

su
pp

or
ts

 t
he

 G
ov

er
nm

en
t 

an
d 

lo
ca

l 
go

ve
rn

m
en

ts
 p

ro
vi

de
 fo

r 
yo

un
g 

pe
op

le
 n

ow
.

M
s. 

O
da

:  
T

he
 G

ov
er

nm
en

t 
en

co
ur

ag
es

 b
ui

ld
in

g 
th

e 
em

pl
oy

m
en

t 
su

pp
or

t 
sy

st
em

 i
n 

un
iv

er
sit

ie
s 

w
ith

 th
e 

he
lp

 o
f J

ob
 S

up
po

rt
er

s 
at

 ＊
th

e 
Pu

bl
ic

 E
m

pl
oy

m
en

t S
ec

ur
ity

 
O

ffi
ce

.　
Jo

b 
Su

pp
or

te
rs

 p
ro

vi
de

 p
er

so
na

l a
dv

ic
e 

an
d 

su
pp

or
t.　

A
nd

 t
he

 P
ub

lic
 

Em
pl

oy
m

en
t 

Se
cu

rit
y 

O
ffi

ce
 p

ro
vi

de
s 

ch
an

ce
s 

to
 p

ra
ct

ic
e 

jo
b 

in
te

rv
ie

w
s 

in
 

ad
di

tio
n 

to
 a

 lo
t o

f u
se

fu
l e

m
pl

oy
m

en
t i

nf
or

m
at

io
n 

ab
ou

t v
ar

io
us

 jo
b 

fie
ld

s.
E

ri
ko

: 
 

If 
5

 ＊
in

cl
ud

es
 p

ro
vi

di
ng

 c
ha

nc
es

 fo
r 

w
or

k 
ex

pe
rie

nc
e, 

w
e 

ca
n 

sa
y 

th
at

 p
ro

vi
di

ng
 c

ha
nc

es
 fo

r 
sp

or
ts

 a
ct

iv
iti

es
 is

 a
lso

 a
 k

in
d 

of
 

5
 , 

rig
ht

?
M

s. 
O

da
:  

I 
ag

re
e.

　
T

he
se

 d
ay

s 
so

m
e 

lo
ca

l g
ov

er
nm

en
ts

 a
re

 m
ak

in
g 

ef
fo

rt
s 

to
 im

pr
ov

e 
th

e 
sp

or
ts

 e
nv

iro
nm

en
t i

n 
th

ei
r 

lo
ca

l a
re

as
.　

Fo
r 

ex
am

pl
e, 

th
ey

 h
av

e 
m

ad
e 

la
rg

e 
co

m
m

un
ity

 s
po

rt
s 

cl
ub

s.
　

T
he

y 
w

ill
 p

ro
vi

de
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

w
ith

 c
ha

nc
es

 t
o 

ex
pe

rie
nc

e 
va

rio
us

 s
po

rt
s 

an
d 

be
co

m
e 

in
te

re
st

ed
 in

 t
he

m
.　

In
 t

he
 fu

tu
re

, s
om

e 
of

 t
he

m
 w

ill
 f

in
d 

em
pl

oy
m

en
t 

as
 s

po
rt

s 
le

ad
er

s.　
A

lso
, s

uc
h 

sp
or

ts
 c

lu
bs

 m
ay

 
pr

od
uc

e 
to

p 
at

hl
et

es
.

H
an

ae
: 

 
T

ha
t 

re
m

in
ds

 m
e.　

So
m

e 
yo

un
g 

pe
op

le
 w

an
t 

to
 b

e 
gr

ea
t 

ar
tis

ts
.　

A
nd

 t
he

re
 

ar
e 

a 
lo

t 
of

 m
us

eu
m

s 
al

l o
ve

r 
Ja

pa
n.

　
T

he
y 

w
ill

 p
ro

vi
de

 c
ha

nc
es

 t
o 

en
jo

y 
ar

t.　
So

 I 
am

 s
ur

e 
th

at
 th

ey
 w

ill
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 m
ak

in
g 

gr
ea

t a
rt

ist
s 

in
 th

e 
fu

tu
re

.
M

s. 
O

da
:  

O
K

.　
T

ha
t’s

 a
ll 

fo
r 

to
da

y.
　

I 
ho

pe
 t

ha
t 

yo
un

g 
pe

op
le

 w
ill

 g
et

 a
 g

oo
d 

jo
b 

th
ro

ug
h 

ca
re

er
 e

du
ca

tio
n 

an
d 

em
pl

oy
m

en
t s

up
po

rt
.

7

us
e 

th
at

 k
no

w
le

dg
e 

in
 th

e 
fu

tu
re

.　
I a

m
 s

or
ry

 th
at

 it
 w

as
 th

e 
lo

w
es

t i
n 【
G
ra
ph
】

.
A

ki
ra

: 
 

In
 m

y 
op

in
io

n,
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 s

tu
de

nt
s 

do
n’

t t
hi

nk
 th

at
 jo

bs
 n

ee
d 

to
 b

e 
st

ab
le

.　
So

 
I 

am
 s

ur
pr

ise
d 

th
at

 ＊
ex

ac
tly

 h
al

f 
of

 t
he

 ＊
re

sp
on

de
nt

s 
ch

os
e 

“T
he

 j
ob

 i
s 

st
ab

le
 

an
d 

I 
ca

n 
w

or
k 

fo
r 

a 
lo

ng
 ti

m
e”

.
E

ri
ko

: 
 

I a
m

 g
ue

ss
in

g 
th

at
 a

 lo
t o

f y
ou

ng
 p

eo
pl

e 
＊
in

 th
ei

r 
tw

en
tie

s 
ch

os
e 

it.
A

ki
ra

: 
 

O
h,

 m
ay

be
 y

ou
 a

re
 r

ig
ht

.
H

an
ae

: 
 

T
ho

ug
h 

fr
ee

 t
im

e 
is 

im
po

rt
an

t 
to

 m
e, 

“T
he

re
 i

s 
a 

lo
t 

of
 f

re
e 

tim
e”

 w
as

 le
ss

 
th

an
 4

0%
.　

A
ki

ra
, I

 g
ue

ss
 th

at
 “I

 c
an

 d
o 

m
y 

fa
vo

ri
te

 th
in

gs
” i

s 
yo

ur
 c

ho
ice

, r
ig

ht
?

A
ki

ra
: 

 
Y

es
.　

T
ha

t w
as

 a
bo

ve
 “T

he
re

 is
 a

 lo
t o

f 
fr

ee
 ti

m
e”

.　
A

ct
ua

lly
, I

 d
id

n’
t t

hi
nk

 it
 

w
as

 a
m

on
g 

th
e 

to
p 

fiv
e.

M
s. 

O
da

:  
＊
A

cc
or

di
ng

 t
o 

th
e 

an
sw

er
s 

to
 a

no
th

er
 q

ue
st

io
n 

in
 t

he
 2

01
7 

su
rv

ey
, m

or
e 

an
d 

m
or

e 
yo

un
g 

pe
op

le 
th

in
k 

th
eir

 ＊
pr

iv
at

e 
lif

e 
is 

as
 im

po
rt

an
t a

s 
w

or
k.　

ア
  

【
G
ra
ph
】 

sh
ow

s 
w

ha
t 

to
da

y’
s 

yo
un

g 
pe

op
le

 t
hi

nk
 im

po
rt

an
t 

w
he

n 
th

ey
 c

ho
os

e 
w

or
k.

　
N

ow
, d

o 
yo

u 
kn

ow
 w

ha
t k

in
ds

 o
f w

or
ke

rs
 a

re
 n

ee
de

d 
by

 c
om

pa
ni

es
 a

nd
 

lo
ca

l c
om

m
un

iti
es

?
H

an
ae

: 
 

Er
ik

o 
sa

ys
 t

ha
t 

sh
e 

w
ill

 c
ho

os
e 

“I
 c

an
 u

se
 m

y 
kn

ow
le

dg
e 

an
d 

sk
ill

s”
, a

nd
 I

 
th

in
k 

th
at

 c
om

pa
ni

es
 a

re
 a

lso
 lo

ok
in

g 
fo

r 
yo

un
g 

w
or

ke
rs

 w
ith

 u
se

fu
l k

no
w

le
dg

e 
an

d 
sk

ill
s.

E
ri

ko
: 

 
I 

ag
re

e.　
M

an
y 

co
m

pa
ni

es
 w

ill
 b

e 
ha

pp
y 

if 
th

ei
r 

ne
w

 w
or

ke
rs

 p
la

y 
an

 a
ct

iv
e 

pa
rt

, e
sp

ec
ia

lly
 in

 th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

te
ch

no
lo

gy
 fi

el
d.

M
s. 

O
da

:  
T

ha
t’s

 t
ru

e.　
Su

ch
 w

or
ke

rs
 w

ill
 ＊

co
nt

rib
ut

e 
to

 t
he

ir 
co

m
pa

ni
es

 fr
om

 a
n 

ea
rly

 
st

ag
e.　

W
ha

t k
in

ds
 o

f w
or

ke
rs

 d
o 

m
os

t c
om

pa
ni

es
 w

an
t w

he
n 

th
ey

 th
in

k 
ab

ou
t 

th
ei

r 
fu

tu
re

?　
D

o 
yo

u 
ha

ve
 a

ny
 id

ea
?

A
ki

ra
: 

 
I t

hi
nk

 th
at

 th
ey

 w
an

t t
o 

ha
ve

 g
lo

ba
l l

ea
de

rs
 in

 ＊
va

rio
us

 fi
el

ds
.

M
s. 

O
da

:  
T

ha
t’s

 a
 g

oo
d 

po
in

t.　
イ

　
T

od
ay

, t
he

 g
ro

w
th

 o
f m

an
y 

co
m

pa
ni

es
 w

ill
 

de
pe

nd
 o

n 
ho

w
 t

he
y 

de
ve

lo
p 

ov
er

se
as

.　
A

re
 t

he
re

 a
ny

 o
th

er
 k

in
ds

 o
f w

or
ke

rs
 

ne
ed

ed
 b

y 
co

m
pa

ni
es

?
E

ri
ko

: 
 

I 
th

in
k 

th
at

 n
ew

 w
or

ke
rs

 w
ill

 b
e 

he
lp

fu
l t

o 
co

m
pa

ni
es

 if
 t

he
y 

ha
ve

 o
rig

in
al

 
id

ea
s.　

T
he

y 
ca

n 
cr

ea
te

 n
ew

 th
in

gs
 a

nd
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 d
ev

el
op

in
g 

th
ei

r 
co

m
pa

ny
.

M
s. 

O
da

:  
I a

gr
ee

.　
In

 a
dd

iti
on

, s
uc

h 
pe

op
le

 m
ay

 s
ta

rt
 a

 n
ew

 b
us

in
es

s 
in

 th
ei

r 
lo

ca
l a

re
as

.　
 

ウ
　

In
 t

ha
t 

ca
se

, 
th

ey
 w

ill
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 d
ev

el
op

in
g 

th
ei

r 
lo

ca
l 

co
m

m
un

iti
es

.　
Lo

ca
l g

ov
er

nm
en

ts
 h

op
e 

th
at

 m
or

e 
yo

un
g 

pe
op

le
 w

ill
 w

or
k 

in
 th

eir
 

ow
n 

ar
ea

s.　
A

lso
 th

ey
 a

re
【

 ①
 li

vi
ng

 /
 ②

 to
 /

 ③
 e

nc
ou

ra
gi

ng
 /

 ④
 in

 /
 ⑤

 m
ov

e 
/  

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

/ 
⑦

 b
ig

 c
iti

es
 】

to
 th

ei
r 

ar
ea

s 
an

d 
co

nt
in

ue
 li

vi
ng

 th
er

e.
H

an
ae

: 
 

I 
se

e.
　

T
he

y 
m

ay
 t

ak
e 

pa
rt

 in
 lo

ca
l e

ve
nt

s 
or

 lo
ca

l v
ol

un
te

er
 w

or
k.

　
N

ow
 I

 
un

de
rs

ta
nd

 
w

ha
t 

ki
nd

s 
of

 
w

or
ke

rs
 

ar
e 

ne
ed

ed
 

by
 

co
m

pa
ni

es
 

an
d 

lo
ca

l 
co

m
m

un
iti

es
.　

T
he

n 
I w

on
de

r 
ho

w
 w

e 
ca

n 
in

cr
ea

se
 th

e 
nu

m
be

r 
of

 s
uc

h 
w

or
ke

rs
.

A
ki

ra
: 

 
I t

hi
nk

 th
at

 ＊
ca

re
er

 e
du

ca
tio

n 
is 

im
po

rt
an

t.
M

s. 
O

da
:  

T
ha

t 
is 

tr
ue

.　
It

 i
s 

im
po

rt
an

t 
to

 i
m

pr
ov

e 
ca

re
er

 e
du

ca
tio

n.
　

エ
　

 
Y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

tr
y 

to
 c

ho
os

e 
a 

jo
b 

ac
co

rd
in

g 
to

 th
ei

r 
ho

pe
s 

an
d 

sit
ua

tio
ns

.　
T

he
y 

－ 32 －
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〔
問

4
〕　

A
lso

 t
he

y 
ar

e【
 ①

 l
iv

in
g 

/ 
②

 t
o 

/ 
③

 e
nc

ou
ra

gi
ng

 /
 ④

 i
n 

/ 
⑤

 m
ov

e 
/  

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

/ 
⑦

 b
ig

 c
iti

es
 】

to
 th

ei
r 

ar
ea

s 
an

d 
co

nt
in

ue
 li

vi
ng

 th
er

e.
に

つ
い

て
， 

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，【

　
　

　
】

内
の

単
語

・
語

句
を

正
し

く
並

べ
か

え
る

と
き

，【
　

　
　

】
内

で
2

番
目

と
5

番
目

に
く

る
単

語
・

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
，

次
の

ア
～

カ
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

2
番

目
　

①
 li

vi
ng

 
5

番
目

　
⑤

 m
ov

e
イ

　
2

番
目

　
①

 li
vi

ng
 

5
番

目
　

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e

ウ
　

2
番

目
　

④
 in

 
5

番
目

　
①

 li
vi

ng
エ

　
2

番
目

　
④

 in
 

5
番

目
　

②
 to

オ
　

2
番

目
　

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

5
番

目
　

④
 in

カ
　

2
番

目
　

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

5
番

目
　

⑦
 b

ig
 c

iti
es

〔
問

5
〕　

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，

本
文

の
2

箇
所

の
5

に
共

通
し

て
入

る
最

も
適

切
な

連
続

す
る

2
語

を
，

本
文

中
の

M
s.

 O
da

の
発

言
か

ら
抜

き
出

せ
。

た
だ

し
，

ca
re

er
 e

du
ca

tio
n

を
除

く
。

〔
問

6
〕　

本
文

の
内

容
と

合
っ

て
い

る
も

の
を

，
次

の
ア

～
キ

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
　

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

an
sw

er
s 

to
 th

e 
qu

es
tio

n 
ab

ou
t t

he
 e

ffe
ct

s 
of

 c
ar

ee
r 

ed
uc

at
io

n,
 

le
ss

 th
an

 h
al

f o
f t

he
 r

es
po

nd
en

ts
 h

ad
 a

 p
os

iti
ve

 o
pi

ni
on

 a
bo

ut
 c

ar
ee

r 
ed

uc
at

io
n.

イ
　

A
cc

or
di

ng
 t

o 
th

e 
an

sw
er

s 
to

 t
he

 q
ue

st
io

n 
ab

ou
t 

co
nt

in
ui

ng
 t

o 
le

ar
n 

af
te

r 
em

pl
oy

m
en

t, 
no

 r
es

po
nd

en
ts

 w
an

te
d 

to
 s

to
p 

le
ar

ni
ng

 a
fte

r 
ge

tt
in

g 
a 

jo
b.

ウ
　

W
he

n 
A

ki
ra

 h
ea

rs
 c

ar
ee

r 
ed

uc
at

io
n,

 h
e 

im
ag

in
es

 u
nd

er
st

an
di

ng
 th

e 
im

po
rt

an
ce

 
of

 w
or

k.
エ

　
T

he
 G

ov
er

nm
en

t 
en

co
ur

ag
es

 b
ui

ld
in

g 
th

e 
Pu

bl
ic

 E
m

pl
oy

m
en

t 
Se

cu
rit

y 
O

ffi
ce

 
w

ith
 th

e 
he

lp
 o

f l
oc

al
 g

ov
er

nm
en

ts
.

オ
　

T
he

 P
ub

lic
 E

m
pl

oy
m

en
t 

Se
cu

rit
y 

O
ffi

ce
 p

ro
vi

de
s 

ch
an

ce
s 

to
 p

ra
ct

ic
e 

jo
b 

in
te

rv
ie

w
s 

in
st

ea
d 

of
 p

ro
vi

di
ng

 a
 lo

t o
f u

se
fu

l e
m

pl
oy

m
en

t i
nf

or
m

at
io

n.
カ

　
M

s. 
O

da
 th

in
ks

 th
at

 s
om

e 
co

m
m

un
ity

 s
po

rt
s 

clu
bs

 m
ay

 p
ro

du
ce

 n
ot

 o
nl

y 
sp

or
ts

 
le

ad
er

s, 
bu

t a
lso

 to
p 

at
hl

et
es

.
キ

　
H

an
ae

 s
ay

s 
th

at
 g

re
at

 a
rt

ist
s 

sh
ou

ld
 b

ui
ld

 m
or

e 
an

d 
m

or
e 

m
us

eu
m

s 
al

l o
ve

r 
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〔
注

〕　
su

rv
ey

　
調

査
 

aw
ar

en
es

s　
意

識
 

in
co

m
e　

収
入

 
st

ab
le

　
安

定
し

た
 

kn
ow

le
dg

e　
知

識
 

ex
ac

tly
　

ち
ょ

う
ど

 
re

sp
on

de
nt

　
回

答
者

 
in

 th
ei

r 
tw

en
tie

s　
20

歳
代

で
 

ac
co

rd
in

g 
to

 ～
　

～
に

よ
る

と
 

pr
iv

at
e　

私
的

な
 

co
nt

rib
ut

e 
to

 ～
　

～
に

貢こ
う

献け
ん

す
る

 
va

rio
us

　
様

々
な

 
ca

re
er

　
職

業
 

ef
fe

ct
　

効
果

 
ne

ga
tiv

e　
否

定
的

な
 

pr
ov

id
e　

提
供

す
る

 
or

ga
ni

za
tio

n　
組

織
・

機
関

 
em

pl
oy

m
en

t　
雇こ

用よ
う

 
th

e 
Pu

bl
ic

 E
m

pl
oy

m
en

t S
ec

ur
ity

 O
ffi

ce
　

公
共

職
業

安
定

所
 

in
cl

ud
e　

含ふ
く

む

〔
問

1
〕　
【
G
ra
ph
】

に
お

い
て

，
本

文
の

内
容

か
ら

，（
a）

「
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

が
で

き
る

こ
と

」
及

び
（

b）
「

自
分

が
身

に
つ

け
た

知
識

や
技

術
が

活い

か
せ

る
こ

と
」

が
入

る
の

は
，

そ
れ

ぞ
れ
（
　
Ａ
　
）

～
 

（
　
Ｅ
　
）

の
ど

れ
か

。
正

し
い

組
み

合
わ

せ
を

，
次

の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

ア
　（

a）
―
（
　
Ａ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｂ
　
）　

　
　
イ

　（
a）

―
（
　
Ｂ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｃ
　
）

ウ
　（

a）
―
（
　
Ｃ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｄ
　
）　

　
　
エ

　（
a）

―
（
　
Ｃ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｅ
　
）

オ
　（

a）
―
（
　
Ｄ
　
），

（
b）

―
（
　
Ａ
　
）　

　
　
カ

　（
a）

―
（
　
Ｄ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｅ
　
）

キ
　（

a）
―
（
　
Ｅ
　
），

（
b）

―
（
　
Ａ
　
）　

　
　
ク

　（
a）

―
（
　
Ｅ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｂ
　
）

〔
問

2
〕　

次
の

英
文

が
入

る
最

も
適

切
な

箇
所

を
，

本
文

の
ア

～
オ

の
中

か
ら

 
一
つ

選
べ

。

So
 it

 is
 n

ec
es

sa
ry

 fo
r 

yo
un

g 
pe

op
le

 to
 g

et
 a

 lo
t o

f k
no

w
le

dg
e 

an
d 

sk
ill

s.

〔
問

3
〕　

本
文

に
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

，
企き

業ぎ
ょ
う

が
求
め
る
人
材

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
， 

下
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

（
Ａ

）　
yo

un
g 

pe
op

le
 in

 th
ei

r 
tw

en
tie

s
（

Ｂ
）　

un
iv

er
sit

y 
st

ud
en

ts
 w

ith
 a

 lo
t o

f f
re

e 
tim

e
（

Ｃ
）　

yo
un

g 
w

or
ke

rs
 w

ith
 u

se
fu

l s
ki

lls
 in

 in
fo

rm
at

io
n 

te
ch

no
lo

gy
 

（
Ｄ

）　
gl

ob
al

 le
ad

er
s

（
Ｅ

）　
ne

w
 w

or
ke

rs
 w

ith
 o

rig
in

al
 id

ea
s

（
Ｆ

）　
pe

op
le

 c
on

tr
ib

ut
in

g 
to

 lo
ca

l g
ov

er
nm

en
ts

 
（

Ｇ
）　

vo
lu

nt
ee

r 
w

or
ke

rs
 s

up
po

rt
in

g 
th

ei
r 

lo
ca

l c
om

m
un

iti
es

ア
　（

Ａ
），

（
Ｃ

），
（

Ｄ
）　

　
　
イ

　（
Ａ

），
（

Ｃ
），

（
Ｅ

）　
　

　
ウ

　（
Ａ

），
（

Ｅ
），

（
Ｆ

）
エ

　（
Ｂ

），
（

Ｄ
），

（
Ｇ

）　
　

　
オ

　（
Ｂ

），
（

Ｅ
），

（
Ｇ

）　
　

　
カ

　（
Ｂ

），
（

Ｆ
），

（
Ｇ

）
キ

　（
Ｃ

），
（

Ｄ
），

（
Ｅ

）　
　

　
ク

　（
Ｃ

），
（

Ｆ
），

（
Ｇ

）

－ 33 －
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〔
問

4
〕　

A
lso

 t
he

y 
ar

e【
 ①

 l
iv

in
g 

/ 
②

 t
o 

/ 
③

 e
nc

ou
ra

gi
ng

 /
 ④

 i
n 

/ 
⑤

 m
ov

e 
/  

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

/ 
⑦

 b
ig

 c
iti

es
 】

to
 th

ei
r 

ar
ea

s 
an

d 
co

nt
in

ue
 li

vi
ng

 th
er

e.
に

つ
い

て
， 

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，【

　
　

　
】

内
の

単
語

・
語

句
を

正
し

く
並

べ
か

え
る

と
き

，【
　

　
　

】
内

で
2

番
目

と
5

番
目

に
く

る
単

語
・

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
，

次
の

ア
～

カ
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

ア
　

2
番

目
　

①
 li

vi
ng

 
5

番
目

　
⑤

 m
ov

e
イ

　
2

番
目

　
①

 li
vi

ng
 

5
番

目
　

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e

ウ
　

2
番

目
　

④
 in

 
5

番
目

　
①

 li
vi

ng
エ

　
2

番
目

　
④

 in
 

5
番

目
　

②
 to

オ
　

2
番

目
　

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

5
番

目
　

④
 in

カ
　

2
番

目
　

⑥
 y

ou
ng

 p
eo

pl
e 

5
番

目
　

⑦
 b

ig
 c

iti
es

〔
問

5
〕　

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，

本
文

の
2

箇
所

の
5

に
共

通
し

て
入

る
最

も
適

切
な

連
続

す
る

2
語

を
，

本
文

中
の

M
s.

 O
da

の
発

言
か

ら
抜

き
出

せ
。

た
だ

し
，

ca
re

er
 e

du
ca

tio
n

を
除

く
。

〔
問

6
〕　

本
文

の
内

容
と

合
っ

て
い

る
も

の
を

，
次

の
ア

～
キ

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

ア
　

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

an
sw

er
s 

to
 th

e 
qu

es
tio

n 
ab

ou
t t

he
 e

ffe
ct

s 
of

 c
ar

ee
r 

ed
uc

at
io

n,
 

le
ss

 th
an

 h
al

f o
f t

he
 r

es
po

nd
en

ts
 h

ad
 a

 p
os

iti
ve

 o
pi

ni
on

 a
bo

ut
 c

ar
ee

r 
ed

uc
at

io
n.

イ
　

A
cc

or
di

ng
 t

o 
th

e 
an

sw
er

s 
to

 t
he

 q
ue

st
io

n 
ab

ou
t 

co
nt

in
ui

ng
 t

o 
le

ar
n 

af
te

r 
em

pl
oy

m
en

t, 
no

 r
es

po
nd

en
ts

 w
an

te
d 

to
 s

to
p 

le
ar

ni
ng

 a
fte

r 
ge

tt
in

g 
a 

jo
b.

ウ
　

W
he

n 
A

ki
ra

 h
ea

rs
 c

ar
ee

r 
ed

uc
at

io
n,

 h
e 

im
ag

in
es

 u
nd

er
st

an
di

ng
 th

e 
im

po
rt

an
ce

 
of

 w
or

k.
エ

　
T

he
 G

ov
er

nm
en

t 
en

co
ur

ag
es

 b
ui

ld
in

g 
th

e 
Pu

bl
ic

 E
m

pl
oy

m
en

t 
Se

cu
rit

y 
O

ffi
ce

 
w

ith
 th

e 
he

lp
 o

f l
oc

al
 g

ov
er

nm
en

ts
.

オ
　

T
he

 P
ub

lic
 E

m
pl

oy
m

en
t 

Se
cu

rit
y 

O
ffi

ce
 p

ro
vi

de
s 

ch
an

ce
s 

to
 p

ra
ct

ic
e 

jo
b 

in
te

rv
ie

w
s 

in
st

ea
d 

of
 p

ro
vi

di
ng

 a
 lo

t o
f u

se
fu

l e
m

pl
oy

m
en

t i
nf

or
m

at
io

n.
カ

　
M

s. 
O

da
 th

in
ks

 th
at

 s
om

e 
co

m
m

un
ity

 s
po

rt
s 

clu
bs

 m
ay

 p
ro

du
ce

 n
ot

 o
nl

y 
sp

or
ts

 
le

ad
er

s, 
bu

t a
lso

 to
p 

at
hl

et
es

.
キ

　
H

an
ae

 s
ay

s 
th

at
 g

re
at

 a
rt

ist
s 

sh
ou

ld
 b

ui
ld

 m
or

e 
an

d 
m

or
e 

m
us

eu
m

s 
al

l o
ve

r 
Ja

pa
n.
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〔
注

〕　
su

rv
ey

　
調

査
 

aw
ar

en
es

s　
意

識
 

in
co

m
e　

収
入

 
st

ab
le

　
安

定
し

た
 

kn
ow

le
dg

e　
知

識
 

ex
ac

tly
　

ち
ょ

う
ど

 
re

sp
on

de
nt

　
回

答
者

 
in

 th
ei

r 
tw

en
tie

s　
20

歳
代

で
 

ac
co

rd
in

g 
to

 ～
　

～
に

よ
る

と
 

pr
iv

at
e　

私
的

な
 

co
nt

rib
ut

e 
to

 ～
　

～
に

貢こ
う

献け
ん

す
る

 
va

rio
us

　
様

々
な

 
ca

re
er

　
職

業
 

ef
fe

ct
　

効
果

 
ne

ga
tiv

e　
否

定
的

な
 

pr
ov

id
e　

提
供

す
る

 
or

ga
ni

za
tio

n　
組

織
・

機
関

 
em

pl
oy

m
en

t　
雇こ

用よ
う

 
th

e 
Pu

bl
ic

 E
m

pl
oy

m
en

t S
ec

ur
ity

 O
ffi

ce
　

公
共

職
業

安
定

所
 

in
cl

ud
e　

含ふ
く

む

〔
問

1
〕　
【
G
ra
ph
】

に
お

い
て

，
本

文
の

内
容

か
ら

，（
a）

「
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

が
で

き
る

こ
と

」
及

び
（

b）
「

自
分

が
身

に
つ

け
た

知
識

や
技

術
が

活い

か
せ

る
こ

と
」

が
入

る
の

は
，

そ
れ

ぞ
れ
（
　
Ａ
　
）

～
 

（
　
Ｅ
　
）

の
ど

れ
か

。
正

し
い

組
み

合
わ

せ
を

，
次

の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

ア
　（

a）
―
（
　
Ａ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｂ
　
）　

　
　
イ

　（
a）

―
（
　
Ｂ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｃ
　
）

ウ
　（

a）
―
（
　
Ｃ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｄ
　
）　

　
　
エ

　（
a）

―
（
　
Ｃ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｅ
　
）

オ
　（

a）
―
（
　
Ｄ
　
），

（
b）

―
（
　
Ａ
　
）　

　
　
カ

　（
a）

―
（
　
Ｄ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｅ
　
）

キ
　（

a）
―
（
　
Ｅ
　
），

（
b）

―
（
　
Ａ
　
）　

　
　
ク

　（
a）

―
（
　
Ｅ
　
），

（
b）

―
（
　
Ｂ
　
）

〔
問

2
〕　

次
の

英
文

が
入

る
最

も
適

切
な

箇
所

を
，

本
文

の
ア

～
オ

の
中

か
ら

 
一
つ

選
べ

。

So
 it

 is
 n

ec
es

sa
ry

 fo
r 

yo
un

g 
pe

op
le

 to
 g

et
 a

 lo
t o

f k
no

w
le

dg
e 

an
d 

sk
ill

s.

〔
問

3
〕　

本
文

に
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

，
企き

業ぎ
ょ
う

が
求
め
る
人
材

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
， 

下
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

（
Ａ

）　
yo

un
g 

pe
op

le
 in

 th
ei

r 
tw

en
tie

s
（

Ｂ
）　

un
iv

er
sit

y 
st

ud
en

ts
 w

ith
 a

 lo
t o

f f
re

e 
tim

e
（

Ｃ
）　

yo
un

g 
w

or
ke

rs
 w

ith
 u

se
fu

l s
ki

lls
 in

 in
fo

rm
at

io
n 

te
ch

no
lo

gy
 

（
Ｄ

）　
gl

ob
al

 le
ad

er
s

（
Ｅ

）　
ne

w
 w

or
ke

rs
 w

ith
 o

rig
in

al
 id

ea
s

（
Ｆ

）　
pe

op
le

 c
on

tr
ib

ut
in

g 
to

 lo
ca

l g
ov

er
nm

en
ts

 
（

Ｇ
）　

vo
lu

nt
ee

r 
w

or
ke

rs
 s

up
po

rt
in

g 
th

ei
r 

lo
ca

l c
om

m
un

iti
es

ア
　（

Ａ
），

（
Ｃ

），
（

Ｄ
）　

　
　
イ

　（
Ａ

），
（

Ｃ
），

（
Ｅ

）　
　

　
ウ

　（
Ａ

），
（

Ｅ
），

（
Ｆ

）
エ

　（
Ｂ

），
（

Ｄ
），

（
Ｇ

）　
　

　
オ

　（
Ｂ

），
（

Ｅ
），

（
Ｇ

）　
　

　
カ

　（
Ｂ

），
（

Ｆ
），

（
Ｇ

）
キ

　（
Ｃ

），
（

Ｄ
），

（
Ｅ

）　
　

　
ク

　（
Ｃ

），
（

Ｆ
），

（
Ｇ

）
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Y
ou

 c
an

 g
o 

th
er

e 
fr

om
 o

ur
 s

ch
oo

l i
n 

ab
ou

t 
tw

o 
ho

ur
s 

by
 b

us
, a

nd
 y

ou
 c

an
 g

et
 t

o 
yo

ur
 h

ot
el

 in
 S

yd
ne

y 
fr

om
 t

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
 a

lso
 in

 t
w

o 
ho

ur
s.　

So
, i

f 
yo

u 
le

av
e 

ou
r 

sc
ho

ol
 a

t 
ni

ne
, y

ou
 c

an
 s

ta
y 

in
 t

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
 fo

r 
ab

ou
t 

2
 .　

I’m
 s

en
di

ng
 

so
m

e 
m

ap
s 

w
ith

 th
is 

m
es

sa
ge

.
I a

m
 s

ur
e 

th
at

 y
ou

 c
an

 h
av

e 
a 

w
on

de
rf

ul
 e

xp
er

ie
nc

e 
th

er
e.

Fr
om

 S
ay

ak
a 

to
 B

en
T

ha
nk

 y
ou

 v
er

y 
m

uc
h 

fo
r 

th
e 

go
od

 a
nd

 u
se

fu
l 

in
fo

rm
at

io
n.

　
V

isi
tin

g 
th

e 
Bl

ue
 

M
ou

nt
ai

ns
 s

ou
nd

s 
w

on
de

rf
ul

 t
o 

m
e.　

A
fte

r 
w

e 
st

ud
y 

ha
rd

 a
t 

yo
ur

 s
ch

oo
l, 

w
e 

ca
n 

en
jo

y 
be

au
tif

ul
 A

us
tr

al
ia

n 
＊
na

tu
re

 a
nd

 h
av

e 
a 

go
od

 ti
m

e.　
I【

 ①
 s

om
e 

m
or

e 
ad

vi
ce

 /
 ②

 y
ou

 /
  

③
 o

f o
ur

 s
tu

dy
 tr

ip
 /

 ④
 to

 g
iv

e 
/ 

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 /

 ⑥
 w

an
t /

 ⑦
 a

bo
ut

 /
 ⑧

 u
s 

】
.

W
e 

ar
e 

th
in

ki
ng

 a
bo

ut
 v

isi
tin

g 
a 

m
us

eu
m

 in
 S

yd
ne

y 
in

 t
he

 m
or

ni
ng

 a
nd

 e
nj

oy
in

g 
sh

op
pi

ng
 in

 th
e 

af
te

rn
oo

n.
　

W
e 

ha
ve

 to
 b

e 
at

 th
e 

ai
rp

or
t a

t a
ro

un
d 

se
ve

n 
in

 th
e 

ev
en

in
g,

 
so

 w
e 

w
ill

 h
av

e 
en

ou
gh

 ti
m

e 
to

 v
isi

t s
om

e 
m

us
eu

m
s.

Ca
n 

yo
u 

＊
re

co
m

m
en

d 
a 

m
us

eu
m

 in
 S

yd
ne

y?

Fr
om

 B
en

 to
 S

ay
ak

a
I l

iv
e 

in
 a

 to
w

n 
ne

ar
 S

yd
ne

y,
 s

o 
I k

no
w

 a
 lo

t a
bo

ut
 th

e 
ci

ty
. 　

Gi
ve

 m
e 

a 
da

y 
to

 th
in

k 
ab

ou
t i

t a
nd

 I 
w

ill
 g

et
 b

ac
k 

to
 y

ou
 to

m
or

ro
w

.

T
he

 n
ex

t d
ay

, S
ay

ak
a 

re
ce

iv
ed

 a
 m

es
sa

ge
 fr

om
 B

en
.

Fr
om

 B
en

 to
 S

ay
ak

a
T

he
re

 a
re

 m
an

y 
go

od
 m

us
eu

m
s 

in
 S

yd
ne

y.
　

It
 is

 v
er

y 
di

ffi
cu

lt 
fo

r 
m

e 
to

 c
ho

os
e 

on
e 

m
us

eu
m

 fr
om

 t
he

m
, b

ut
 I

 r
ec

om
m

en
d 

yo
u 

to
 v

isi
t 

th
e 

A
us

tr
al

ia
n 

M
us

eu
m

 b
ec

au
se

 y
ou

 
ca

n 
le

ar
n 

a 
lo

t a
bo

ut
 A

bo
rig

in
al

 c
ul

tu
re

 th
er

e.
T

he
 fi

rs
t p

eo
pl

e 
of

 A
us

tr
al

ia
 c

am
e 

he
re

 fr
om

 S
ou

th
ea

st
 A

sia
.　

W
he

n 
di

d 
th

ey
 a

rr
iv

e?
　

N
ob

od
y 

kn
ow

s 
cl

ea
rly

, b
ut

 it
 w

as
 ＊

at
 le

as
t 5

0,
00

0 
ye

ar
s 

ag
o.

T
he

y 
＊
hu

nt
ed

 a
ni

m
al

s 
fo

r 
fo

od
 a

nd
 a

lso
 c

ol
le

ct
ed

 f
oo

d 
su

ch
 a

s 
pl

an
ts

 a
nd

 i
ns

ec
ts

.　
Y

ou
 m

ay
 k

no
w

 s
om

e 
th

in
gs

 a
bo

ut
 b

oo
m

er
an

gs
.　

A
 b

oo
m

er
an

g 
is 

a 
＊
cu

rv
ed

 ＊
st

ic
k 

an
d 

w
he

n 
yo

u 
th

ro
w

 it
 in

 a
 ＊

ce
rt

ai
n 

w
ay

, i
t 

co
m

es
 b

ac
k 

to
 y

ou
.　

T
he

 fi
rs

t 
A

us
tr

al
ia

n 
pe

op
le

 
us

ed
 b

oo
m

er
an

gs
 w

he
n 

th
ey

 h
un

te
d 

an
im

al
s.

W
he

n 
Br

iti
sh

 p
eo

pl
e 

ca
m

e 
to

 A
us

tr
al

ia
 in

 t
he

 1
8t

h 
ce

nt
ur

y,
 t

he
y 

ca
lle

d 
th

es
e 

fir
st

 
A

us
tr

al
ia

n 
pe

op
le

 “
ab

or
ig

in
al

s.”
　

It
 m

ea
ns

 t
ha

t 
th

es
e 

pe
op

le
 h

av
e 

liv
ed

 t
he

re
 s

in
ce

 t
he

 
ea

rli
es

t t
im

es
.

If 
yo

u 
vi

sit
 t

he
 A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
, y

ou
 c

an
 s

ee
 a

 l
ot

 o
f 

th
in

gs
 f

ro
m

 A
bo

rig
in

al
 

cu
ltu

re
.

Fr
om

 S
ay

ak
a 

to
 B

en
I 

ha
ve

 s
om

e 
＊
kn

ow
le

dg
e 

ab
ou

t 
A

bo
rig

in
al

 c
ul

tu
re

 b
ec

au
se

 I
 h

av
e 

re
ad

 a
bo

ut
 it

 in
 

⑶

11

次
の

文
章

を
読

ん
で

，
あ

と
の

各
問

に
答

え
よ

。
（

＊
印

の
付

い
て

い
る

単
語

・
語

句
に

は
，

本
文

の
あ

と
に

〔
注

〕
が

あ
る

。）

Sa
ya

ka
 is

 a
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 s

tu
de

nt
 in

 T
ok

yo
.　

H
er

 s
ch

oo
l h

as
 a

n 
＊
ex

ch
an

ge
 p

ro
gr

am
 w

ith
 

a 
hi

gh
 s

ch
oo

l i
n 

a 
ci

ty
 in

 th
e 

so
ut

he
as

te
rn

 p
ar

t o
f A

us
tr

al
ia

.　
Sh

e 
is 

go
in

g 
to

 v
isi

t A
us

tr
al

ia
 

on
 th

e 
ex

ch
an

ge
 p

ro
gr

am
 in

 s
ix

 m
on

th
s.

Be
n 

is 
a 

stu
de

nt
 a

t 
th

e 
A

us
tr

al
ia

n 
hi

gh
 s

ch
oo

l.
　

H
e 

vi
sit

ed
 S

ay
ak

a’
s 

sc
ho

ol
 o

n 
th

e 
ex

ch
an

ge
 p

ro
gr

am
 la

st 
ye

ar
 a

nd
 b

ec
am

e 
go

od
 fr

ie
nd

s 
w

ith
 h

er
.

In
 M

ar
ch

, j
us

t a
fte

r 
th

e 
fin

al
 te

sts
, S

ay
ak

a 
se

nt
 a

n 
e-

m
ai

l m
es

sa
ge

 to
 B

en
.

Fr
om

 S
ay

ak
a 

to
 B

en
In

 J
ap

an
, t

he
 s

ch
oo

l 
ye

ar
 e

nd
s 

th
is 

m
on

th
, i

n 
M

ar
ch

, a
nd

 I
 h

av
e 

ju
st

 f
in

ish
ed

 m
y 

fin
al

 te
st

s.　
I a

m
 v

er
y 

m
uc

h 
lo

ok
in

g 
fo

rw
ar

d 
to

 v
isi

tin
g 

A
us

tr
al

ia
 in

 s
ix

 m
on

th
s.　

I w
an

t 
to

 s
ee

 m
an

y 
in

te
re

st
in

g 
th

in
gs

 a
nd

 t
al

k 
ab

ou
t 

m
an

y 
ki

nd
s 

of
 t

hi
ng

s 
in

 E
ng

lis
h 

an
d 

Ja
pa

ne
se

 w
ith

 y
ou

.
W

e 
ar

e 
go

in
g 

to
 s

ta
y 

in
 A

us
tr

al
ia

 fo
r 

ab
ou

t t
w

o 
w

ee
ks

, a
nd

 w
e 

ar
e 

m
ak

in
g 

a 
pl

an
 fo

r 
ou

r 
tr

ip
.　

O
ur

 te
ac

he
rs

 to
ld

 u
s 

to
 th

in
k 

ab
ou

t t
he

 la
st

 tw
o 

da
ys

 o
f o

ur
 s

ta
y.

A
fte

r 
w

e 
le

av
e 

yo
ur

 s
ch

oo
l, 

w
e 

ar
e 

go
in

g 
to

 g
o 

to
 S

yd
ne

y 
by

 b
us

.　
W

e 
ha

ve
 to

 a
rr

iv
e 

at
 t

he
 h

ot
el

 i
n 

Sy
dn

ey
 a

ro
un

d 
six

 i
n 

th
e 

ev
en

in
g.

　
I 

th
in

k 
th

at
 w

e 
ca

n 
vi

sit
 s

om
e 

in
te

re
st

in
g 

pl
ac

es
 o

n 
th

e 
w

ay
 to

 S
yd

ne
y.

Fr
om

 B
en

 to
 S

ay
ak

a
I a

m
 lo

ok
in

g 
fo

rw
ar

d 
to

 s
ee

in
g 

yo
u 

in
 A

us
tr

al
ia

.
I t

hi
nk

 th
at

 I 
ca

n 
ge

t s
om

e 
in

fo
rm

at
io

n 
fo

r 
yo

ur
 o

ne
-d

ay
 s

ig
ht

se
ei

ng
 tr

ip
.

Y
ou

 c
an

 g
o 

to
 S

yd
ne

y 
fr

om
 o

ur
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 in

 o
ne

 h
ou

r 
by

 b
us

.　
So

, i
f y

ou
 h

av
e 

tim
e, 

yo
u 

ca
n 

go
 t

o 
se

ve
ra

l 
in

te
re

st
in

g 
pl

ac
es

, 
st

ay
 t

he
re

 f
or

 s
om

e 
tim

e, 
ha

ve
 e

xc
iti

ng
 

ex
pe

rie
nc

es
 a

nd
 h

av
e 

lu
nc

h.
Pl

ea
se

 g
iv

e 
m

e 
a 

fe
w

 d
ay

s 
to

 c
ol

le
ct

 s
om

e 
in

fo
rm

at
io

n 
an

d 
th

in
k 

ab
ou

t t
he

 tr
ip

.

T
hr

ee
 d

ay
s 

la
te

r,
 B

en
 s

en
t a

n 
e-

m
ai

l m
es

sa
ge

 to
 S

ay
ak

a.

Fr
om

 B
en

 to
 S

ay
ak

a
I t

al
ke

d 
ab

ou
t y

ou
r 

on
e-

da
y 

tr
ip

 w
ith

 m
y 

te
ac

he
rs

, m
y 

fr
ie

nd
s, 

an
d 

m
y 

pa
re

nt
s.　

A
ll 

of
 th

em
 a

gr
ee

 th
at

 it
 w

ill
 b

e 
a 

go
od

 id
ea

 fo
r 

yo
u 

to
 v

isi
t t

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
.

T
he

 B
lu

e 
M

ou
nt

ai
ns

 is
 o

ne
 o

f t
he

 b
es

t p
la

ce
s 

to
 v

isi
t i

n 
A

us
tr

al
ia

.　
It

 is
 o

n 
th

e 
lis

t o
f 

W
or

ld
 H

er
ita

ge
 S

ite
s, 

an
d 

yo
u 

ca
n 

en
jo

y 
w

on
de

rf
ul

 n
at

ur
al

 ＊
la

nd
sc

ap
es

 t
he

re
.　

It
 h

as
 a

 
ve

ry
 b

ig
 m

ou
nt

ai
n 

ar
ea

, l
ar

ge
 fo

re
st

s, 
an

d 
be

au
tif

ul
 w

at
er

fa
lls

.　
Y

ou
 c

an
 r

id
e 

＊
ra

ilw
ay

s 
to

 
go

 d
ee

p 
in

sid
e 

th
e 

m
ou

nt
ai

ns
 a

nd
 w

al
k 

al
on

g 
m

ou
nt

ai
n 

＊
pa

th
s.　

I’m
 s

ur
e 

yo
u’

ll 
en

jo
y 

it.
T

he
re

 a
re

 m
an

y 
re

st
au

ra
nt

s 
an

d 
sh

op
s 

ne
ar

 t
he

 p
ar

ki
ng

 a
re

a, 
so

 y
ou

 c
an

 e
at

 m
an

y 
ki

nd
s 

of
 fo

od
 a

nd
 e

nj
oy

 s
ho

pp
in

g 
th

er
e.　

T
he

re
 a

re
 a

lso
 s

om
e 

ca
fe

te
ria

s 
in

 th
e 

m
ou

nt
ai

ns
.

4

⑴
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14

〔
問

1
〕　

A
ll 

of
 th

em
 a

gr
ee

 th
at

 it
 w

ill
 b

e 
a 

go
od

 id
ea

 fo
r 

yo
u 

to
 v

isi
t t

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
. 

と
あ

る
が

，
Be

n
の

先
生

，
友

人
，

両
親

が
言

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

も
の

と
し

て
適
切
で
な
い

も
の

の
組

み
合

わ
せ

を
，

下
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

（
Ａ

）　
I 

th
in

k 
th

e 
Bl

ue
 M

ou
nt

ai
ns

 is
 g

oo
d 

be
ca

us
e 

it 
ta

ke
s 

on
ly

 a
 f

ew
 h

ou
rs

 b
y 

bu
s 

fr
om

 o
ur

 c
ity

.
（

Ｂ
）　

Y
ou

 c
an

 g
o 

to
 e

ith
er

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
 o

r 
th

e 
A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
 o

n 
th

e 
w

ay
 to

 S
yd

ne
y.

　
In

 m
y 

op
in

io
n,

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
 is

 b
et

te
r.

（
Ｃ

）　
T

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
 is

 g
oo

d 
be

ca
us

e 
it 

is 
on

e 
of

 t
he

 W
or

ld
 H

er
ita

ge
 S

ite
s 

in
 A

us
tr

al
ia

.　
It

 is
 a

 g
oo

d 
pl

ac
e 

to
 v

isi
t f

or
 a

 to
ur

ist
.

（
Ｄ

）　
It

 t
ak

es
 a

bo
ut

 t
w

o 
ho

ur
s 

fr
om

 t
he

 B
lu

e 
M

ou
nt

ai
ns

 t
o 

Sy
dn

ey
, 

so
 t

he
 

Ja
pa

ne
se

 s
tu

de
nt

s 
ca

n 
st

ay
 th

er
e 

fo
r 

se
ve

ra
l h

ou
rs

 a
nd

 e
nj

oy
 th

em
se

lv
es

.
（

Ｅ
）　

T
he

 r
oa

ds
 to

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
 a

re
 n

ot
 s

o 
w

id
e.　

Y
ou

 c
an

no
t g

o 
th

er
e 

by
 

bu
s.　

Y
ou

 h
av

e 
to

 ta
ke

 a
 ta

xi
.

ア
　（

Ａ
），

（
Ｃ

）　
　

　
イ

　（
Ａ

），
（

Ｅ
）　

　
　
ウ

　（
Ｂ

），
（

Ｄ
）　

　
　
エ

　（
Ｂ

），
（

Ｅ
）

オ
　（

Ｃ
），

（
Ｄ

）　
　

　
カ

　（
Ｃ

），
（

Ｅ
）　

　
　
キ

　（
Ａ

），
（

Ｂ
）　

　
　
ク

　（
Ａ

），
（

Ｄ
）

〔
問

2
〕　

2
に

入
る

最
も

適
切

な
2
語

を
考

え
て

書
け

。

〔
問

3
〕　

I【
 ①

 s
om

e 
m

or
e 

ad
vi

ce
 /

 ②
 y

ou
 /

 ③
 o

f 
ou

r 
st

ud
y 

tr
ip

 /
 ④

 t
o 

gi
ve

 /
  

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 /

 ⑥
 w

an
t /

 ⑦
 a

bo
ut

 /
 ⑧

 u
s 

】
.に

つ
い

て
，

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，

【
　

　
　

】
内

の
単

語
・

語
句

を
正

し
く

並
べ

か
え

る
と

き
，【

　
　

　
】

内
で
4
番
目

と
7
番
目

に
く

る
単

語
・

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
，

次
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

ア
　

4
番

目
　

⑧
 u

s 
7

番
目

　
⑦

 a
bo

ut
イ

　
4

番
目

　
①

 s
om

e 
m

or
e 

ad
vi

ce
 

7
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
ウ

　
4

番
目

　
②

 y
ou

 
7

番
目

　
①

 s
om

e 
m

or
e 

ad
vi

ce
エ

　
4

番
目

　
⑦

 a
bo

ut
 

7
番

目
　

⑥
 w

an
t

オ
　

4
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 

7
番

目
　

②
 y

ou
カ

　
4

番
目

　
⑧

 u
s 

7
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
キ

　
4

番
目

　
②

 y
ou

 
7

番
目

　
④

 to
 g

iv
e

ク
　

4
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 

7
番

目
　

⑧
 u

s

⑴ ⑶

13

ou
r 

En
gl

ish
 t

ex
tb

oo
k.

　
W

e 
ha

d 
a 

le
ss

on
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ut
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ea
m

tim
e”

 in
 t

he
 t

ex
tb

oo
k,

 a
nd

 I
 a

m
 

ve
ry

 m
uc

h 
in

te
re

st
ed

 i
n 

A
bo

rig
in

al
 a

rt
.　

I 
ha

ve
 s

ee
n 

m
an

y 
be

au
tif

ul
 a

nd
 i

nt
er

es
tin

g 
pa

in
tin

gs
.　

T
ho

ug
h 

I 
ha

ve
 r

ea
d 

ab
ou

t 
“d

re
am

tim
e”

 in
 t

he
 t

ex
tb

oo
k,

 I
 fe

el
 t

ha
t 

it 
is 

ve
ry

 
di

ffi
cu

lt 
fo

r 
m

e 
to

 u
nd

er
st

an
d 

it.
　

W
he

n 
I v

isi
t A

us
tr

al
ia

, I
 h

op
e 

I c
an

 le
ar

n 
a 

lo
t a

bo
ut

 it
, 

an
d 

I r
ea

lly
 w

an
t t

o 
go

 to
 th

e 
A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
.

Fr
om

 B
en

 to
 S

ay
ak

a
It

 i
s 

gr
ea

t 
to

 k
no

w
 t

ha
t 

yo
u 

ar
e 

in
te

re
st

ed
 i

n 
A

bo
rig

in
al

 c
ul

tu
re

, a
nd

 I
 a

m
 v

er
y 

su
rp

ris
ed

 th
at

 y
ou

 h
av

e 
re

ad
 a

bo
ut

 “d
re

am
tim

e.”
A

s 
yo

u 
m

ay
 k

no
w

, 
“d

re
am

tim
e”

 i
s 

a 
ve

ry
 i

m
po

rt
an

t 
id

ea
 w

he
n 

w
e 

ta
lk

 a
bo

ut
 

A
bo

rig
in

al
 a

rt
.　

Fo
r 

ab
or

ig
in

al
 p

eo
pl

e, 
“d

re
am

tim
e”

 i
s 

th
e 

pa
st

, t
he

 ＊
pr

es
en

t, 
an

d 
th

e 
fu

tu
re

 a
t 

th
e 

sa
m

e 
tim

e.　
It

 is
 a

 b
eg

in
ni

ng
, a

nd
 it

 h
as

 n
o 

en
d.

　
It

 is
 n

ot
 e

as
y 

to
 e

xp
la

in
 

“d
re

am
tim

e”
 in

 w
or

ds
.

A
bo

rig
in

al
 p

eo
pl

e 
ha

ve
 ＊

pa
ss

ed
 d

ow
n 

dr
ea

m
tim

e 
st

or
ie

s 
fr

om
 o

ne
 ＊

ge
ne

ra
tio

n 
to

 th
e 

ne
xt

 fo
r 

th
ou

sa
nd

s 
of

 y
ea

rs
.　

T
hr

ou
gh

 t
ho

se
 d

re
am

tim
e 

st
or

ie
s, 

yo
u 

ca
n 

fe
el

 s
om

et
hi

ng
 

de
ep

 fr
om

 A
bo

rig
in

al
 c

ul
tu

re
.

Fr
om

 S
ay

ak
a 

to
 B

en
It

 is
 s

til
l n

ot
 e

as
y 

to
 u

nd
er

st
an

d 
“d

re
am

tim
e,”

 b
ut

 I
 a

m
 s

o 
ex

ci
te

d.
　

I 
re

al
ly

 w
an

t 
to

 
se

e 
m

an
y 

in
te

re
st

in
g 

th
in

gs
 fr

om
 A

bo
rig

in
al

 c
ul

tu
re

 a
t t

he
 A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
.

T
ha

nk
 y

ou
 a

ga
in

 fo
r 

gi
vi

ng
 m

e 
a 

lo
t 

of
 in

fo
rm

at
io

n.
　

W
he

n 
w

e 
m

ak
e 

a 
pl

an
 fo

r 
ou

r 
st

ud
y 

tr
ip

, I
 w

ill
 s

en
d 

it 
to

 y
ou

.
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ch
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 p
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am
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ra
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す
る
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少

な
く

と
も

 
hu

nt
　

狩し
ゅ

猟り
ょ

う

を
す

る
 

cu
rv

ed
　

曲
が

っ
た
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k　

棒
 

ce
rt

ai
n　
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ら
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の
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〔
問

1
〕　

A
ll 

of
 th

em
 a

gr
ee

 th
at

 it
 w

ill
 b

e 
a 

go
od

 id
ea

 fo
r 

yo
u 

to
 v

isi
t t

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
. 

と
あ

る
が

，
Be

n
の

先
生

，
友

人
，

両
親

が
言

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

も
の

と
し

て
適
切
で
な
い

も
の

の
組

み
合

わ
せ

を
，

下
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

（
Ａ

）　
I 

th
in

k 
th

e 
Bl

ue
 M

ou
nt

ai
ns

 is
 g

oo
d 

be
ca

us
e 

it 
ta

ke
s 

on
ly

 a
 f

ew
 h

ou
rs

 b
y 

bu
s 

fr
om

 o
ur

 c
ity

.
（

Ｂ
）　

Y
ou

 c
an

 g
o 

to
 e

ith
er

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
 o

r 
th

e 
A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
 o

n 
th

e 
w

ay
 to

 S
yd

ne
y.

　
In

 m
y 

op
in

io
n,

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
 is

 b
et

te
r.

（
Ｃ

）　
T

he
 B

lu
e 

M
ou

nt
ai

ns
 is

 g
oo

d 
be

ca
us

e 
it 

is 
on

e 
of

 t
he

 W
or

ld
 H

er
ita

ge
 S

ite
s 

in
 A

us
tr

al
ia

.　
It

 is
 a

 g
oo

d 
pl

ac
e 

to
 v

isi
t f

or
 a

 to
ur

ist
.

（
Ｄ

）　
It

 t
ak

es
 a

bo
ut

 t
w

o 
ho

ur
s 

fr
om

 t
he

 B
lu

e 
M

ou
nt

ai
ns

 t
o 

Sy
dn

ey
, 

so
 t

he
 

Ja
pa

ne
se

 s
tu

de
nt

s 
ca

n 
st

ay
 th

er
e 

fo
r 

se
ve

ra
l h

ou
rs

 a
nd

 e
nj

oy
 th

em
se

lv
es

.
（

Ｅ
）　

T
he

 r
oa

ds
 to

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
 a

re
 n

ot
 s

o 
w

id
e.　

Y
ou

 c
an

no
t g

o 
th

er
e 

by
 

bu
s.　

Y
ou

 h
av

e 
to

 ta
ke

 a
 ta

xi
.

ア
　（

Ａ
），

（
Ｃ

）　
　

　
イ

　（
Ａ

），
（

Ｅ
）　

　
　
ウ

　（
Ｂ

），
（

Ｄ
）　

　
　
エ

　（
Ｂ

），
（

Ｅ
）

オ
　（

Ｃ
），

（
Ｄ

）　
　

　
カ

　（
Ｃ

），
（

Ｅ
）　

　
　
キ

　（
Ａ

），
（

Ｂ
）　

　
　
ク

　（
Ａ

），
（

Ｄ
）

〔
問

2
〕　

2
に

入
る

最
も

適
切

な
2
語

を
考

え
て

書
け

。

〔
問

3
〕　

I【
 ①

 s
om

e 
m

or
e 

ad
vi

ce
 /

 ②
 y

ou
 /

 ③
 o

f 
ou

r 
st

ud
y 

tr
ip

 /
 ④

 t
o 

gi
ve

 /
  

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 /

 ⑥
 w

an
t /

 ⑦
 a

bo
ut

 /
 ⑧

 u
s 

】
.に

つ
い

て
，

本
文

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
，

【
　

　
　

】
内

の
単

語
・

語
句

を
正

し
く

並
べ

か
え

る
と

き
，【

　
　

　
】

内
で
4
番
目

と
7
番
目

に
く

る
単

語
・

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
，

次
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

ア
　

4
番

目
　

⑧
 u

s 
7

番
目

　
⑦

 a
bo

ut
イ

　
4

番
目

　
①

 s
om

e 
m

or
e 

ad
vi

ce
 

7
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
ウ

　
4

番
目

　
②

 y
ou

 
7

番
目

　
①

 s
om

e 
m

or
e 

ad
vi

ce
エ

　
4

番
目

　
⑦

 a
bo

ut
 

7
番

目
　

⑥
 w

an
t

オ
　

4
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 

7
番

目
　

②
 y

ou
カ

　
4

番
目

　
⑧

 u
s 

7
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
キ

　
4

番
目

　
②

 y
ou

 
7

番
目

　
④

 to
 g

iv
e

ク
　

4
番

目
　

⑤
 th

e 
la

st
 d

ay
 

7
番

目
　

⑧
 u

s

⑴ ⑶

13

ou
r 

En
gl

ish
 t

ex
tb

oo
k.

　
W

e 
ha

d 
a 

le
ss

on
 a

bo
ut

 “
dr

ea
m

tim
e”

 in
 t

he
 t

ex
tb

oo
k,

 a
nd

 I
 a

m
 

ve
ry

 m
uc

h 
in

te
re

st
ed

 i
n 

A
bo

rig
in

al
 a

rt
.　

I 
ha

ve
 s

ee
n 

m
an

y 
be

au
tif

ul
 a

nd
 i

nt
er

es
tin

g 
pa

in
tin

gs
.　

T
ho

ug
h 

I 
ha

ve
 r

ea
d 

ab
ou

t 
“d

re
am

tim
e”

 in
 t

he
 t

ex
tb

oo
k,

 I
 fe

el
 t

ha
t 

it 
is 

ve
ry

 
di

ffi
cu

lt 
fo

r 
m

e 
to

 u
nd

er
st

an
d 

it.
　

W
he

n 
I v

isi
t A

us
tr

al
ia

, I
 h

op
e 

I c
an

 le
ar

n 
a 

lo
t a

bo
ut

 it
, 

an
d 

I r
ea

lly
 w

an
t t

o 
go

 to
 th

e 
A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
.

Fr
om

 B
en

 to
 S

ay
ak

a
It

 i
s 

gr
ea

t 
to

 k
no

w
 t

ha
t 

yo
u 

ar
e 

in
te

re
st

ed
 i

n 
A

bo
rig

in
al

 c
ul

tu
re

, a
nd

 I
 a

m
 v

er
y 

su
rp

ris
ed

 th
at

 y
ou

 h
av

e 
re

ad
 a

bo
ut

 “d
re

am
tim

e.”
A

s 
yo

u 
m

ay
 k

no
w

, 
“d

re
am

tim
e”

 i
s 

a 
ve

ry
 i

m
po

rt
an

t 
id

ea
 w

he
n 

w
e 

ta
lk

 a
bo

ut
 

A
bo

rig
in

al
 a

rt
.　

Fo
r 

ab
or

ig
in

al
 p

eo
pl

e, 
“d

re
am

tim
e”

 i
s 

th
e 

pa
st

, t
he

 ＊
pr

es
en

t, 
an

d 
th

e 
fu

tu
re

 a
t 

th
e 

sa
m

e 
tim

e.　
It

 is
 a

 b
eg

in
ni

ng
, a

nd
 it

 h
as

 n
o 

en
d.

　
It

 is
 n

ot
 e

as
y 

to
 e

xp
la

in
 

“d
re

am
tim

e”
 in

 w
or

ds
.

A
bo

rig
in

al
 p

eo
pl

e 
ha

ve
 ＊

pa
ss

ed
 d

ow
n 

dr
ea

m
tim

e 
st

or
ie

s 
fr

om
 o

ne
 ＊

ge
ne

ra
tio

n 
to

 th
e 

ne
xt

 fo
r 

th
ou

sa
nd

s 
of

 y
ea

rs
.　

T
hr

ou
gh

 t
ho

se
 d

re
am

tim
e 

st
or

ie
s, 

yo
u 

ca
n 

fe
el

 s
om

et
hi

ng
 

de
ep

 fr
om

 A
bo

rig
in

al
 c

ul
tu

re
.

Fr
om

 S
ay

ak
a 

to
 B

en
It

 is
 s

til
l n

ot
 e

as
y 

to
 u

nd
er

st
an

d 
“d

re
am

tim
e,”

 b
ut

 I
 a

m
 s

o 
ex

ci
te

d.
　

I 
re

al
ly

 w
an

t 
to

 
se

e 
m

an
y 

in
te

re
st

in
g 

th
in

gs
 fr

om
 A

bo
rig

in
al

 c
ul

tu
re

 a
t t

he
 A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
.

T
ha

nk
 y

ou
 a

ga
in

 fo
r 

gi
vi

ng
 m

e 
a 

lo
t 

of
 in

fo
rm

at
io

n.
　

W
he

n 
w

e 
m

ak
e 

a 
pl

an
 fo

r 
ou

r 
st

ud
y 

tr
ip

, I
 w

ill
 s

en
d 

it 
to

 y
ou

.

〔
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ch
an
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 p
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gr
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pa
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自
然

 
re

co
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推す

い

薦せ
ん

す
る

 
at
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な
く

と
も

 
hu

nt
　

狩し
ゅ

猟り
ょ

う

を
す

る
 

cu
rv

ed
　

曲
が

っ
た

 
st
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k　

棒
 

ce
rt
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n　

何
ら

か
の

 
kn

ow
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dg
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en
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在
 

pa
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 d
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え
る

 
ge
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ra
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n　
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〔
問

5
〕　

Sa
ya

ka
が

，
教

科
書

で
dr

ea
m
tim

e
に

つ
い

て
読

ん
だ

と
き

に
書

い
た

感
想

文
の

英
文

を
完

成
さ

せ
る

と
き

，
1

，
2

に
入

れ
る

の
に

最
も

適
し

た
文

の
組

み
合

わ
せ

を
，

下
の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

I 
lik

e 
al
l o

f t
he

 p
ai
nt
in
gs

 b
y 
A
bo

rig
in
al
 p
ai
nt
er
s 
in
 t
hi
s 
le
ss
on

.　
I 
ca
n 
se
e 
m
an

y 
ki
nd

s 
of
 b
ird

s, 
fis

h,
 a
nd

 in
se
ct
s 
in
 th

es
e 
pa

in
tin

gs
.　

1
　
A
bo

rig
in
al
 p
eo
pl
e 

ha
ve

 t
ol
d 

th
ei
r 
dr

ea
m
tim

e 
st
or
ie
s 
th
ro
ug

h 
th
es
e 
pa

in
tin

gs
.　

2
　

Bu
t 
I 

am
 v
er
y 
m
uc

h 
in
te
re
st
ed

 in
 A

bo
rig

in
al
 a
rt
.　

I 
w
an

t 
to
 s
ee
 m

an
y 
m
or
e 
A
bo

rig
in
al
 

pa
in
tin

gs
.

（
Ａ

）　
I c

an
’t 
un

de
rs
ta
nd

 th
e 
m
ea
ni
ng

s 
of
 th

es
e 
A
bo

rig
in
al
 p
ai
nt
in
gs

.
（

Ｂ
）　

I h
av

e 
se
en

 m
os
t o

f t
he

 p
ai
nt
in
gs

 b
ef
or
e.

（
Ｃ

）　
W
he

n 
I 

sa
w
 t

he
se
 p

ai
nt
in
gs

 i
n 

th
e 

le
ss
on

, 
I 

co
ul
d 

re
al
ly
 u

nd
er
st
an

d 
“d
re
am

tim
e.”

（
Ｄ

）　
I c

an
 a
lso

 s
ee
 in

te
re
st
in
g 
th
in
gs

 a
nd

 b
ea
ut
ifu

l c
ol
or
s 
in
 th

em
.

（
Ｅ

）　
I 
w
as
 s
ur

pr
ise

d 
to
 k

no
w
 t
ha

t 
bo

om
er
an

gs
 w

er
e 

pa
in
te
d 

w
ith

 b
ea
ut
ifu

l 
co
lo
rs
.

ア
　
1：

 （
Ｅ

）　
　
2：

 （
Ａ

）　
　

　
イ

　
1：

 （
Ｄ

）　
　
2：

 （
Ａ

）
ウ

　
1：

 （
Ｂ

）　
　
2：

 （
Ｄ

）　
　

　
エ

　
1：

 （
Ｂ

）　
　
2：

 （
Ａ

）
オ

　
1：

 （
Ｃ

）　
　
2：

 （
Ｄ

）　
　

　
カ

　
1：

 （
Ｄ

）　
　
2：

 （
Ｅ

）
キ

　
1：

 （
Ｃ

）　
　
2：

 （
Ｅ

）　
　

　
ク

　
1：

 （
Ａ

）　
　
2：

 （
Ｄ

）

15

〔
問

4
〕　

本
文

の
内

容
に

合
う

よ
う

に
，

次
の

英
文

を
完

成
さ

せ
る

と
き

，
1

～
3

 
に

入
れ

る
の

に
最

も
適

し
た

単
語

・
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

，
下

の
ア

～
ク

の
中

か
ら
一
つ

選
べ

。

A
bo

rig
in

al
 p

eo
pl

e 
ca

m
e 

to
 A

us
tr

al
ia

 f
ro

m
 S

ou
th

ea
st

 A
sia

.　
T

he
y 

1
  

he
re

 f
or

 a
t 

le
as

t 
50

,0
00

 y
ea

rs
.　

Br
iti

sh
 p

eo
pl

e 
be

ga
n 

to
 l

iv
e 

in
 A

us
tr

al
ia

 a
bo

ut
 

2
 a

go
.

A
bo

rig
in

al
 p

eo
pl

e 
at

e 
m

ea
t, 

pl
an

ts
, 

an
d 

in
se

ct
s.

　
Bo

om
er

an
gs

 w
er

e 
us

ed
 t

o 
3

 , 
an

d 
th

ey
 w

er
e 

al
so

 u
se

d 
to

 fi
gh

t.
In

 s
om

e 
dr

ea
m

tim
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st
or
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s, 

bo
om

er
an

gs
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er
e 
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ed

 t
o 

m
ak

e 
la

nd
sc

ap
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A
us

tr
al
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.

1
2

3

ア
w

er
e

10
0 

ye
ar

s
pl

ay
 g

am
es

イ
ha

ve
 b

ee
n

30
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ye
ar

s
pl

ay
 g

am
es

ウ
ar

e
50

0 
ye

ar
s

se
nd

 m
es

sa
ge

s

エ
ha

ve
 b
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n

10
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ye
ar

s
se

nd
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es
sa

ge
s

オ
w
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30
0 

ye
ar

s
ge

t f
oo

d

カ
ar

e
50

0 
ye

ar
s

ge
t f
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d

キ
ar

e
10

0 
ye

ar
s
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am
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ク
ha

ve
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ee
n

30
0 

ye
ar

s
ge

t f
oo

d
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〔
問

6
〕　

本
文

の
内

容
に

合
う

よ
う

に
，

Be
n

の
姉

の
K

at
he

rin
e

と
Be

n
と

の
会

話
を

完
成

さ
せ

る
と

き
，

 
1

～
3

に
入

れ
る

の
に

最
も

適
し

た
単

語
・

語
句

の
組

み
合

わ
せ

を
，

下
の

ア
～

ク
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

K
at

he
ri

ne
:　

W
ha

t a
re

 y
ou

 d
oi

ng
, B

en
?

Be
n:

 
 

I’m
 w

rit
in

g 
an

 e
-m

ai
l m

es
sa

ge
 to

 S
ay

ak
a.　

I’v
e 

ju
st

 r
ec

ei
ve

d 
he

r 
m

es
sa

ge
.

K
at

he
ri

ne
:  

W
ha

t i
s 

he
r 

m
es

sa
ge

 a
bo

ut
?

Be
n:

 
 

It
’s 

ab
ou

t h
er

 tr
ip

 to
 A

us
tr

al
ia

.　
Sh

e 
w

an
ts

 to
 

1
 .

K
at

he
ri

ne
:  

W
ha

t d
id

 y
ou

 d
o 

fo
r 

he
r?

Be
n:

 
 

I s
en

t h
er

 s
om

e 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 A

us
tr

al
ia

n 
M

us
eu

m
.

K
at

he
ri

ne
:  

Is
 s

he
 g

oi
ng

 th
er

e?
　

T
ha

t’s
 g

re
at

.
Be

n:
 

 
I a

lso
 r

ec
om

m
en

de
d 

he
r 

to
 g

o 
to

 th
e 

Bl
ue

 M
ou

nt
ai

ns
.

K
at

he
ri

ne
:  

O
h,

 s
he

 is
 g

oi
ng

 th
er

e, 
to

o.　
T

ha
t’s

 n
ic

e.
Be

n:
 

 
I’m

 n
ot

 s
ur

e 
ye

t, 
bu

t 
I 

th
in

k 
sh

e 
is 

go
in

g 
to

 s
en

d 
m

e 
a 

2
 fo

r 
he

r 
tr

ip
 

so
on

.
K

at
he

ri
ne

:  
W

he
n 

is 
sh

e 
co

m
in

g 
to

 A
us

tr
al

ia
?

Be
n:

 
 

Sh
e 

is 
co

m
in

g 
he

re
 

3
 .

1
2

3

ア
as

k 
m

e 
a 

qu
es

tio
n

lis
t

ne
xt

 m
on

th

イ
th

an
k 

m
e

pl
an

in
 th

re
e 

w
ee

ks

ウ
as

k 
m

e 
a 

qu
es

tio
n

pl
an

in
 S

ep
te

m
be

r

エ
gi

ve
 m

e 
so

m
e 

in
fo

rm
at

io
n

pl
an

in
 S

ep
te

m
be

r

オ
th

an
k 

m
e

pl
an

in
 S

ep
te

m
be

r

カ
as

k 
m

e 
a 

qu
es

tio
n

lis
t

in
 th

re
e 

w
ee

ks

キ
th

an
k 

m
e

m
ap

in
 th

re
e 

w
ee

ks

ク
gi

ve
 m

e 
so

m
e 

in
fo

rm
at

io
n

m
ap

in
 th

re
e 

w
ee

ks

〔
問

7
〕　

自
分

た
ち

が
th

e 
Bl

ue
 M

ou
nt

ai
ns

を
訪

問
す

る
と

仮
定

し
て

，
そ

の
行

動
計

画
を

書
け

。
Be

n
が

Sa
ya

ka
に

送
っ

た
情

報
を

使
っ

て
，

w
eを

主
語

と
し

て
20

語
以

上
40

語
以

内
の

英
語

で
書

け
。

行
動

に
要

す
る

時
間

，
行

動
の

順
序

等
は

自
由

に
判

断
し

て
よ

い
が

，
本

文
中

の
情

報
以

外
の

も
の

を
使

っ
て

は
な

ら
な

い
。

最
初

と
最

後
の

文
は

解
答

用
紙

に
書

か
れ

て
い

る
。

二
つ

以
上

の
英

文
に

な
っ

て
も

か
ま

わ
な

い
。

た
だ

し
，

fir
st

と
af

te
r l

un
ch

の
二

つ
の

語
句

は
必

ず
使

用
す

る
こ

と
。

な
お

，
下

の
〔

例
〕

の
よ

う
に

，「
,」

「
.」

な
ど

は
語

数
に

含ふ
く

め
な

い
。

短
縮

形
は

1
語

と
数

え
る

。

〔
例

〕
I’
m

a
st
ud

en
t

.
M
y

m
ot
he

r
sa

id
to

m
e

,
A
re

yo
u

bu
sy

I
sa

id
,

Y
es

“
?”

“
!”
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